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３月20日（春分の日）に平成２１年三条市成人式がメッセピア
を会場に行われました。今年の該当者は１,１２９人。初めての、
「平成」生まれの人が成人に。会場内では、久しぶりの友人と
の再会に、新成人たちのはじける笑顔があふれていました。

今年の成人は1,129人
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選挙区 投票区 　投　 票　 所 区　　　　　域

第
１
選
挙
区

第1 厚 生 福 祉 会 館 体 育 館

本町一丁目～六丁目、八幡町、元町、一ノ門一丁目・二丁目、林町一丁目・二丁目、
仲之町、横町一丁目・二丁目、神明町、旭町一丁目・二丁目、居島、田島一丁目・
二丁目、東三条一丁目・二丁目、興野一丁目～三丁目、北中、東裏館一丁目
～三丁目、西裏館一丁目～三丁目、荒町一丁目・二丁目、新光町、嘉坪川一
丁目・二丁目、石上一丁目～三丁目、栗林

第2 四 日 町 小 学 校 体 育 館

島田一丁目～三丁目、大野畑、条南町、桜木町、西本成寺一丁目・二丁目、
直江町一丁目～四丁目、由利、西四日町一丁目～四丁目、北四日町、南四日
町一丁目～四丁目、四日町、北新保一丁目・二丁目、南新保、東新保、曲渕
一丁目・二丁目

第3 井 栗 公 民 館
塚野目一丁目～六丁目、鶴田一丁目～四丁目、西潟、井栗、北野、白山、牛ケ島、
三柳 

第4 井 栗 公 民 館 旭 分 館 須戸、柳場、柳川、三貫地

第5 本 成 寺 公 民 館 東本成寺、土場、西中、五明、下新田、吉田、片口、新保、枝郷、緑ケ丘

第6 鱈 田 保 育 所 東鱈田、東鱈田二丁目、西鱈田、金子、袋、南入蔵、入蔵新田、長嶺

第7 月岡小学校ミーティングルーム 如法寺、月岡一丁目～四丁目、諏訪一丁目～三丁目、曲渕三丁目

第8 大 崎 公 民 館
西大崎一丁目～三丁目、東大崎一丁目・二丁目、麻布、松ノ木町、上野原、柳沢、
篭場、中新、下坂井、北入蔵一丁目～三丁目、三竹一丁目～三丁目

第9 保 内 小 学 校 体 育 館 上保内、みずほ、下保内

第10 大 島 公 民 館 下須頃、須頃二丁目・三丁目、大島（上）

第11 大 島 小 学 校 体 育 館 大島（下）、荻島、井戸場、代官島

第12 須 頃 保 育 所 上須頃、須頃一丁目

第
２
選
挙
区

第1 栄 北 小 学 校 食 堂 今井、今井野新田、泉新田、貝喰新田

第2 福 多 保 育 所
福島新田甲、浦新田、福島新田丙、新堀、美里、東光寺、若宮新田、一ツ屋敷新田、
猪子場新田

第3 茅原集落開発センター 蔵内、茅原、戸口、安代

第4 吉 野 屋 フ ォ ー ラ ム 吉野屋

第5 な か よ し 児 童 館 小滝、高安寺、大面、北潟、矢田

第6 あ い あ い 保 育 所 前谷内、帯織、山王、岩淵、栄荻島

第7 大 和 保 育 所 小古瀬、中島、千把野新田、善久寺、芹山、渡前、中曽根新田

第8 鬼 木 集 会 所 鬼木新田、鬼木

第9 川 通 保 育 所 尾崎、岡野新田、貝喰新田（一部）

第
３
選
挙
区

第1 笹 岡 小 学 校 食 堂 楢山、花渕、上組、中組、下組、中野原

第2
お ぎ ぼ り 保 育 園
（ 旧 荻 堀 保 育 所 ）

下組（一本木地区）、荻堀上、荻堀下

第3 長 沢 小 学 校 食 堂 原上、原下、桑切、笹巻、福沢、大沢、長沢

第4 森 の 健 康 館 こ だ ま 駒込上、駒込中、駒込下、広手、大平

第5 大 浦 小 学 校 食 堂 高屋敷、滝谷、島潟、福岡、高岡、下大浦、馬場、上大浦

第6 森 町 小 学 校 食 堂 長野、南五百川、北五百川、院内、庭月、八木前

第7 名 下 保 育 所 名下、栗山、塩野渕、大谷地

第8 よ っ て げ 邸 遅場、葎谷、濁沢、早水、牛野尾

第9 笠 堀 公 民 館 笠堀、大谷

第10 荒 沢 保 育 所 森町、田屋、棚鱗、荒沢、小長沢

第11 ウ ェ ル ネ ス し た だ 江口、島川原、南中、上飯田、中飯田、下飯田、鹿峠

第12 とたにコミュニティセンター 牛ヶ首、落合、上谷地、蝶名林、中浦、新屋、鹿熊

第13 曲谷研修交流施設 やまゆり 小外谷、曲谷

任期満了に伴う農業委員会委員一般選挙が４月12日（日）に行われます。農
家の皆さんにとって、最も身近な代表を選ぶ大切な選挙です。よく考えて
投票しましょう。選挙による委員の定数は30人（第１選挙区＝三条区域12人、
第２選挙区＝栄区域９人、第３選挙区＝下田区域９人）、任期は３年です。
（投票の有無については、告示日《４月５日（日）》の午後５時過ぎにわかります。）

□ 

選
挙
の
日
程

▽
告
示
…
…
…
…
…
4
月
５
日
㈰

▽
立
候
補
の
届
け
出
…
４
月
５
日

㈰
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
、

市
役
所
２
階
大
会
議
室

▽
投
票
…
４
月
12
日
㈰
午
前
７
時

〜
午
後
８
時

＊
投
票
所
は
表
の
通
り
で
す
。
入
場

券
を
お
持
ち
の
う
え
、
決
め
ら
れ

た
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ

い
。

＊
投
票
は
１
月
１
日
現
在
の
住
所

の
あ
る
投
票
所
で
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す

▽
選
挙
会
（
開
票
）
…
４
月
12
日

㈰
午
後
９
時
10
分
、
厚
生
福
祉
会

館
体
育
館

□ 

郵
便
な
ど
に
よ
る

不
在
者
投
票　

　

他
の
選
挙
と
同
じ
よ
う
に
身
体

の
障
が
い
な
ど
に
よ
り
、
投
票
所
へ

行
く
こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
に
、

在
宅
の
ま
ま
で
投
票
が
で
き
る
「
郵

便
投
票
」
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ
問
い

合
わ
せ
し
て
く
だ
さ
い
。

□ 

期
日
前
投
票

　

投
票
日
に
仕
事
、
旅
行
な
ど
で
投

票
所
へ
行
け
な
い
方
は
、
期
日
前
投

票
が
で
き
ま
す
。
他
の
選
挙
と
違
い
、

住
所
（
選
挙
区
）
に
よ
り
期
日
前
投

票
所
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▽
期
間
…
４
月
６
日
㈪
〜
11
日
㈯

▽
時
間
…
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８

時
▽
と
こ
ろ
…

・
第
１
選
挙
区
（
三
条
区
域
）
の

方
は
市
役
所
第
二
庁
舎
１
０
１

会
議
室

 4月12日（日）は
 三条市農業委員会委員一般選挙

　投票時間は午前7時から午後8時まで

市役所第二庁舎1階
選挙管理委員会
選挙事務室
（345511
　内線320・375）

・
第
２
選
挙
区
（
栄
区
域
）
の
方

は
栄
庁
舎
１
階
多
目
的
室

・
第
３
選
挙
区
（
下
田
区
域
）
の

方
は
下
田
庁
舎
１
階
１
０
１
会

議
室

▽
持
参
す
る
も
の
…
入
場
券
（
届

い
て
い
ま
し
た
ら
）

＊
期
日
前
投
票
所
で
は
、
備
え
付

け
の
「
宣
誓
書
」
に
、
投
票
に

行
け
な
い
理
由
に
○
印
を
付
け

る
だ
け
の
簡
単
な
手
続
き
で
投

あなたの投票所は、入場券に記載してありますので
よく確かめてください。投票所一覧

�
投
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報
�
�
�
�
�
�
�
�
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見
�
�
�
�
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　農業委員会委員
選挙人名簿登録者数
（平成21年1月31日現在）

男    6,897人
女    5,683人
計  12,580人

（三条区域5,242人 栄区域3,325人 下田区域4,013人）
　＊3月31日に確定します

票
で
き
ま
す

選挙
に関
する

　　
お問
い合
わせ
は

夜
間
・
休
日
の
救
急
診
療

「
県
央
医
師
会
応
急
診
療
所
」

が
４
月
１
日
㈬
に
オ
ー
プ
ン

県央医師会応急診療所

　

病
院
の
休
日
や
夜
間
の
救
急
外
来
が
混
み
合
い
、
入
院

や
手
術
が
必
要
な
重
症
患
者
の
診
療
の
支
障
と
な
っ
て
い

ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
、
日
ご
ろ
の
健
康
状
態
に
気
を
つ

け
、
次
の
こ
と
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

・
気
軽
に
相
談
で
き
る
「
か
か
り
つ
け
医
」
を
持
つ

・
で
き
る
だ
け
昼
間
の
診
療
時
間
内
に
受
診
す
る

　

県
央
医
師
会
応
急
診
療
所
で
は
、
休
日
や
夜
間
に
急
に

具
合
が
悪
く
な
っ
た
人
に
、
総
勢
94
人
の
医
師
が
当
番
で

応
急
処
置
を
施
し
、
か
か
り
つ
け
医
に
引
き
継
ぐ
外
来
診

療
を
４
月
１
日
㈬
か
ら
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
入
院
や
手
術
が
必
要
な
人
に
つ
い
て
は
、
消
防

と
連
携
し
て
救
急
病
院
に
搬
送
し
ま
す
。

▼
施
設
場
所
…
興
野
一
丁
目
地
内（
三
条
地
域
振
興
局
隣
）

▼
受
付
時
間
…

・
夜
間
（
通
年
）
午
後
７
時
〜
10
時

・
休
日
（
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
、
お
盆
）

　

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

▼
診
療
科
目
…
…
内
科
、
小
児
科
、
外
科
、
整
形
外
科

＊
南
新
保
地
内
の
夜
間
診
療
所
は
廃
止
と
な
り
ま
し
た

▼
問
い
合
わ
せ
…
三
条
市
医
師
会

32
６
０
５
８
、
県
央

医
師
会
応
急
診
療
所

32
０
９
０
９

安
心
し
て
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
、
症
状
の
軽
い
人
は
「
県
央
医
師
会
応
急
診
療
所
」
へ
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皆さんからの声を受け、
子育て拠点施設整備の４つのコンセプトができました

・親子が安心して集える場
・子どもの豊かな感性を育む場
・育児の楽しさを実感する場
・子育て情報の発信基地

三
条
の
子
ど
も
の
遊
び
場
の
現

状
っ
て
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

に連れてって
「すまいるランド」

ま
ず
は
、
今
あ
る
遊
び
場

を
一
緒
に
見
に
行
こ
う
！

今
回
、
今
あ
る
子
ど
も
の
遊
び
場
を
実
際
に
体
験
し
な
が
ら
ナ
ビ
ゲ

ー
タ
ー
と
し
て
も
お
手
伝
い
し
て
も
ら
っ
た
、
齋
藤
香
織
さ
ん
（
塚

野
目
）
と
綾り

ょ
う
た太
ち
ゃ
ん
（
２
歳
３
か
月
）
親
子
。
施
設
体
験
の
感
想

や
「
す
ま
い
る
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
」
も
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

三
条
市
に
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や

公
共
施
設
の
一
部
を
開
放
し
た
子
ど
も
の
遊

び
場
は
あ
り
ま
し
た
が
、
土
・
日
曜
日
、
祝

日
で
も
天
候
に
関
係
な
く
、
子
ど
も
が
の
び

の
び
と
遊
べ
、
ま
た
親
同
士
の
交
流
も
で
き

る
「
子
育
て
の
拠
点
施
設
」
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
子
育
て
の
拠
点
施

設
の
設
置
に
つ
い
て
、
ま
ず
市

で
検
討
し
た
も
の
を
、
素
案
と

し
て
作
成
し
ま
し
た
。
具
体
的

な
検
討
に
つ
い
て
は
、
平
成
20

年
４
月
か
ら
開
始
し
た
三
条
市

こ
ど
も
未
来
委
員
会
で
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、「
小
さ
な
子
ど

も
や
そ
の
親
（
保
護
者
）
が
、

周
り
に
気
兼
ね
な
く
憩
う
こ
と

が
で
き
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る

場
所
が
必
要
」、「
親
子
が
、
交

流
や
さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
を
通
し

て
、
楽
し
さ
を
実
感
し
、
生
き

生
き
で
き
る
場
が
ほ
し
い
」、「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
以
外
で
、
子
育

て
に
関
す
る
情
報
が
得
ら
れ
な

「
こ
ん
な
場
所
が
ほ
し
い
」

じ
ゃ
あ
ど
う
す
る
？

〜
こ
ど
も
未
来
委
員
会
の
検
討
内
容
か
ら
〜

　核家族化や少子化の進行に伴い、
子どもを取り巻く環境が変化し、
子育てについての不安感・孤立感
を感じている親が増えています。
　そのような中、子育て中の親が
気軽に集い、語り合い、交流し、
相談することができる「場」はと
ても重要で、特に子どもの健やか
な成長には、のびのびと遊ぶこと
のできる子育て拠点施設が必要で
す。
　このような場の必要性は、市民
のアンケート結果などからもうか
がえます（グラフ参照）。
　前期次世代育成支援行動計画策
定時の意識・ニーズ調査では、「子
育て支援について充実してほしい
施策」の中で、「子連れで楽しむ場
の増設」「親子が集まれる場や機会
の整備」が上位にランクし、親子
が集う子育て拠点施設の設置は、
多くの市民から求めらていました。

特集①「すまいるランド」
に連れてって

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
充
実
し
て
ほ
し
い
施
策

〜
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
ニ
ー
ズ
調
査
か
ら
〜

75% 100%50%25%

66.4%

64.5%

49.7%

40.6%

子連れで楽し

む場の増設

保育所等費用

負担の軽減

医療機関の体

制整備

親子が集まれ

る場や機会の

整備

い
の
で
、
最
新
の
子
育
て
情
報
が
集
約
さ
れ

た
よ
う
な
場
が
あ
る
と
よ
い
」、「
家
庭
教
育

の
充
実
な
ど
を
通
し
て
育
児
へ
の
不
安
感
を

な
く
し
、
楽
し
く
育
児
を
行
う
力
を
得
る
こ

と
が
必
要
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
と
り
ま
と
め
た
結
果
、

次
の
４
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
で
き
ま
し
た
。

１位

４位

３位

２位
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名称 実施日（4月開始日） 場所
上林親子広場 月２回 火曜日、4月21日 上林小学校杉の子ルーム
すこやか広場 月２回 火曜日、4月14日 井栗公民館
保内親子広場 月２回 水曜日、4月22日 大崎公民館保内分館
わんぱく広場 月２回 金曜日、4月17日 サンファーム三条
どろんこ広場 月２回 木曜日、4月23日 大島公民館
ちびっこ広場 月１回、4月24日㈮ 栄保健センター
すくすく広場 月１回、4月21日㈫ 下田保健センター

　
保
育
士
の
方
が
１
人
い
て
く
れ
る
の
で
来

や
す
い
で
す
。
子
ど
も
の
こ
と
を
相
談
で
き

る
し
、
け
が
な
ど
の
時
も
す
ぐ
に
対
応
し
て

も
ら
え
る
。
あ
と
、
保
育
所
内
に
あ
る
の
で
、

保
育
所
に
入
っ
て
か
ら
の
様
子
も
見
ら
れ
る

と
こ
ろ
が
い
い
で
す
ね
。

―

親
子
広
場
に
は
参
加
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
？

　
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
多
く
あ
る
の
で
、
よ
く

参
加
し
て
い
ま
す
。
毎
月
、
決
ま
っ
た
日
に

あ
る
の
で
、
そ
の
日
が
都
合
が
悪
い
と
利
用

で
き
な
い
と
こ
ろ
が
残
念
で
す
…
。

―

利
用
し
て
み
て
ど
う
で
す
か
？

　
保
育
園
や
小
学
校
が
同
じ
に
な
る
人
が
多

く
来
る
の
で
顔
見
知
り
に
な
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
近
所
の
方
も
利
用
し
て
い
る
の
で
、

私
に
と
っ
て
も
子
ど
も
に
と
っ
て
も
利
用
し

や
す
い
場
所
だ
と
感
じ
ま
す
。

―

「
す
ま
い
る
ラ
ン
ド
」
が
で
き
ま
す
が
、

利
用
し
ま
す
か
？

　
自
宅
か
ら
少
し
遠
い
け
ど
、
一
度
、
見
に

行
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
小
さ
い
子（
赤

ち
ゃ
ん
）
が
一
緒
に
い
て
も
危
な
く
な
い
よ

う
な
施
設
で
あ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
し
、

新
し
い
「
遊
び
場
」
に
期
待
も
し
て
い
ま
す
。

　未就学児とその保護者や小学
生が、安全で安心して遊べる場
所を提供するため、「子どもの
遊び場」として公共施設の一部
を開放しています。
　施設によってはボール類、絵
本などの遊具も設置してあり、
自由に遊ぶことができます。

　親子広場では保育所・
幼稚園に入所前のお子さ
んとその保護者を対象に、
地域ぐるみでの親子の仲
間づくりを目的に、育児
の情報交換や親子遊びを
行っています。保健師が
定期的に参加しているの
で、育児相談もできます。
実施時間は、いずれも午
前10時～11時30分です。

親子広場

子どもの遊び場紹介
（公共施設開放事業）

も
う
す
ぐ「
す
ま
い
る
ラ
ン
ド
」

が
オ
ー
プ
ン
す
る
ん
だ
っ
て
！

特集①「すまいるランド」
に連れてって

▼▼▼▼

場　所 実施日 問い合わせ

田島保育所
月～金曜日、
午前9時～
11時30分

332042

月岡保育所 月～金曜日、
午前9時～
11時30分、
午後1時30分
～3時

350990
あいあい保育所 452885
千代が丘保育所 465560
きらきら保育園 311188
本成寺保育園 323791

乳
幼
児
、
小
学
生
対
象

開放場所 開放日時 問い合わせ

青少年育成
センター

月～金曜日、
午前8時30
分～午後5時

320908

嵐南公民館

金～日曜日、
午前9時～午
後5時、火～
木曜日午前9
時～正午

352011

小
学
生
対
象

厚生福祉会
館体育館

月、水曜日、
午後2時～午
後5時

331771

サンファー
ム三条

火～日曜日、
午後2時～午
後5時

382556

ソレイユ三
条

木曜日、午
後2時～午後
5時

323362

―

遊
び
場
を
利
用
し
て
い
ま
す
か
？

　
保
育
園
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い

ま
し
た
。
お
誕
生
日
会
や
季
節
の
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
た
か
っ
た
の
で
。

―

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
の
利
用
は
初
め
て

で
す
か
？

　
子
育
て
サ
ロ
ン
が
あ
る
日
は
、
来
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
助
産
師
さ
ん
が
来
て
、
子
育

て
の
相
談
を
し
ま
し
た
。
開
放
の
あ
る
こ
と

は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
他
の
施
設
を
利
用

し
て
い
ま
し
た
。

―

利
用
し
て
み
て
ど
う
で
す
か
？

　
サ
ロ
ン
の
時
と
違
い
広
々
し
て
い
て
、
ゆ

っ
く
り
遊
べ
る
と
思
い
ま
し
た
。
お
も
ち
ゃ

も
た
く
さ
ん
あ
る
し
、
小
さ
い
子
か
ら
大
き

い
子
ま
で
遊
べ
そ
う
。
遊
べ
る
環
境
は
い
い

と
思
い
ま
す
。
夕
方
ま
で
や
っ
て
い
る
な
ん

て
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

―

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
み
て

ど
う
で
す
か
？

　
久
し
ぶ
り
に
来
た
け
ど
、
大
勢
い
て
ビ
ッ

ク
リ
。
イ
ベ
ン
ト
の
日
や
天
候
に
よ
っ
て
多

い
の
か
な
？
こ
こ
に
く
る
と
誰
か
が
い
る
の

で
、
利
用
し
や
す
い
で
す
。

―

施
設
の
違
い
を
感
じ
ま
す
か
？

「遊び場」巡り…
しちゃいました。

子育て支援センター
　市内６か所の保育所・保育園に子育
て支援センターを設置し、常駐の保育
士が利用者のサポートをしています。
子育て中の保護者の方が気軽に親子で
遊べる場の提供や育児相談、子育て講
座などの「地域子育て支援事業」を行
っています。必要に応じ一時的にお子
さんをお預かりする「一時保育事業」
も行っています。

　ボランティアは、子どもたちと遊んだり、お母さん
たちと話をしたりしながら、集団遊びのお手伝いをし
ています。毎月15組くらいの親子が参加しています。
私自身堅苦しく考えずに楽しく活動をしながら
積極的に会話をするように心掛けています。
　遊びでは、子どもたち同様自分も身体を動
かせて楽しいです。子どもたちが安全にのび
のびと遊ぶことができるようにスタ
ッフで話し合い、工夫をしています。
また、初めて参加した方などなかな
か溶け込めていないときは、何気なく話
せる環境をつくるようにしています。
　まだ参加したことのない方、初めは、ち
ょっと心配かもしれませんが、みんなと一緒
に話をすることで不安や疑問が解消されると
思います。とにかく一度参加し、このよう
な「遊び場」をもっともっと利用してくださ
い。小さいときから他人と触れ合うことで、
自然にルールを身につけます。他の子ども・
親との触れ合いから子育ては一人でするも
のではなくみんなで育てていくものと感じ
ることができるのではないでしょうか。

「遊び場」をもっともっと…

知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
ん
な
に

あ
る
な
ん
て

ママ：どこ行く？
ボク：全部行く。
ママ：全部？結構あるよ。
ボク：早く行きた～い。
ママ：よし、じゃあ行くよ。

広報さんじょう４月１日号

ちびっこ広場を６人のボランティアでお手
伝いしてくれている、丸山三枝さん（帯織）

広報さんじょう４月１日号
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すまいるランドはこんな
感じになるんだ

施設の開館時間など

▼開館時間…午前９時～午後５時

▼休館日…毎月第３月曜日、月末
（土・日・月曜日にあたる場合
はその前の金曜日）

気になる施設の内容は、乳幼児の
おもちゃが充実したスペースの
ある “乳幼児コーナー” や子ども

が自由に遊べる “フリースペース” などの
遊び場があるほか、三条市初となる休日
の一時保育も実施します。
　また、図書館が隣接しているので、図
書館から絵本を持ってきて、「すまいるラ
ンド」で読むなど図書館と一体的に利用
することができます。
　飲食スペースもありますので、親同士
の交流や子育てに関する情報交換の場と
しても利用できます。スタッフも常駐し
ていますので、気軽に子育てに関する悩
みなども相談できる施設となっています。

図書館栄分館オープン
図書館　32０６５７

　４月26日㈰栄分館新館がオープンしま
す。児童書4,000冊、絵本4,000冊、その
他合計約18,000冊の図書が皆さんをお待
ちしています。
　栄分館は、絵本を中心に児童書を多く
集め、ゆっくり絵本が読める「じゅうた
んコーナー」を設置しました。触って楽
しめる布絵本や手軽に使える紙芝居舞台
も備え付け、親子でおはなしの世界を楽
しめます。
　児童書以外に、育児関連図書の特設コ
ーナーや、ホームペ―ジを閲覧できる情
報コーナーも設置しました。子どもから
大人まで、皆さんが楽しめる図書館へ、
ぜひ、おいでください。

▼開館時間…平日午前９時30分～
午後７時。土・日曜日、祝日午
前９時30分～午後５時

▼休館日…毎月第３月曜日、月末
（土・日・月曜日にあたる場合
はその前の金曜日）

飲食スペース
お昼や軽食などを気軽
に取ることができる喫
茶スペースです。

じゅうたんコーナー
で、ゆっくり絵本を
お楽しみください。

お絵かき・
工作コーナー
日当たりのよい場所で、お絵
かきや、折り紙遊びなどが楽
しめるコーナーです。

芝生広場
一歩外に出ると、広い芝生の中庭が
あります。きれいに整備された中庭は、
はだしで遊ぶ子どもにぴったりの場
所です。天気のいい日は、お弁当を
持って外でのお昼もまた格別です。

特集①「すまいるランド」
に連れてって

▼
▼
▼

４
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
具
体
化

す
る
た
め
、
三
条
市
こ
ど
も

未
来
委
員
会
で
、
具
体
的
な

コ
ー
ナ
ー
・
ス
ペ
ー
ス
の
配
置
か
ら
運

営
面
ま
で
幅
広
く
検
討
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
の
議
論
を
も
と
に
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
の
意
見
を
経
て
、

子
育
て
拠
点
施
設「
す
ま
い
る
ラ
ン
ド
」

の
施
設
内
容
を
決
定
し
ま
し
た
。
場
所

は
、
コ
ス
ト
面
や
施
設
の
有
効
活
用
の

観
点
か
ら
、
市
役
所
栄
庁
舎
の
一
階
と

し
、
改
修
工
事
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
つ
い
に
４
月
26
日
㈰
に

子
育
て
拠
点
施
設「
す
ま
い
る
ラ
ン
ド
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
施
設
概
要
は
以

下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

う
わ
〜
。
す
ご
い

早
く
行
き
た
い
よ
ー

乳幼児コーナー
乳幼児専用の遊び場には、
ままごとセットやブロッ
クなどおもちゃがいっぱ
いあります。

保育室
三条市初とな
る休日一時保
育のお部屋で
す。

研修室
各種講座や図書館の読み聞
かせなどを行う場所です。

おもしろ自転車広場
ここには、パンダや犬の形をした
自転車やメリーゴーランドサイク
ルなどおもしろ自転車がたくさん
あります。
普段はお目にかかれない自転車が
たくさんあり、親子で楽しめる自
転車広場です。

フリースペース
親子が自由に触れ合い、楽
しめる場所です。幼児用の
ふわふわドームもあります。

情報コーナー
インターネットが見れるほ
か、各種子育て支援情報満載
のコーナーです。
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オープニングイベントへＧＯＧＯ　

　

皆
さ
ん
、
子
育
て
楽
し
ん
で
い
ま
す

か
？　
親
の
笑
顔
は
子
ど
も
へ
の
何
よ
り

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
あ
り
、
子
ど
も
の
笑
顔

は
親
へ
の
何
よ
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す
。

　
で
も
、
毎
日
の
子
育
て
で
は
、
笑
顔
で

ば
っ
か
り
は
い
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
よ
ね
。
イ
ラ
イ
ラ
し
て
つ
い
子
ど
も
を

し
か
っ
ち
ゃ
う
。
子
育
て
の
仲
間
や
相
談

相
手
が
ほ
し
い
。子
ど
も
の
成
長
が
心
配
。

も
っ
と
三
条
の
子
育
て
情
報
を
教
え
て
な

ど
な
ど
…

　
そ
ん
な
時
、
ぜ
ひ
、
す
ま
い
る
ラ
ン
ド

へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。
す
ま
い
る
ラ
ン
ド

の
虹
の
ア
ー
チ
を
く
ぐ
る
と
、そ
こ
に
は
、

子
育
て
を
楽
し
む
ア
イ
テ
ム
が
い
っ
ぱ
い

詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
親
も
子
ど
も
も
笑
顔

に
な
る
こ
と
請
け
合
い
で
す
。

　
子
育
て
の
終
わ
っ
た
？
ス
タ
ッ
フ
や
子

育
て
中
の
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
す
ま
い
る
ラ

ン
ド
を
「
子
育
て
は
楽
し
い
！
」
を
発
信

し
て
い
く
施
設
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
足
を
運
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
笑
顔
で
お
迎

え
し
ま
す
。

こ
の
施
設
を
よ
り
利
用
し
や
す
い

も
の
と
し
て
い
く
た
め
、
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

子育て支援課
課長　久住とも子

問い合わせ　〒959-1192 三条市新堀1311　子育て支援課子育て支援係
　451113　Eメールkosodate@city.sanjo.niigata.jp

Interview～子育てを応援する子育て支援課～

特集①「すまいるランド」
に連れてって ４

月
26
日
㈰

す
ま
い
る

ラ
ン
ド
が

オ
ー
プ
ン

し
ま
す

―

現
在
利
用
し
て
い
る
施
設
は
ど
こ
で
す
か

　

親
子
広
場
２
か
所
と
田
島
保
育
所
の
支
援
セ

ン
タ
ー
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
一
番
居
心
地
が

い
い
の
は
親
子
広
場
。
知
っ
て
い
る
友
達
も
多

く
、
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
話
し
や
す
い
雰
囲
気
が

あ
る
と
こ
ろ
で
す
。
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
週
３

〜
4
回
利
用
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
い
つ
で

も
利
用
で
き
る
の
で
時
間
が
空
い
た
と
き
に
利

用
し
て
い
ま
す
。
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
市
内
に

数
か
所
あ
り
ま
す
が
、
自
宅
に
近
い
支
援
セ
ン

タ
ー
の
み
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

―

親
子
広
場
に
参
加
し
て
み
て

　

上
の
子
が
10
か
月
の
と
き
に
初
め
て
参
加
し

ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
家
に
閉
じ
こ
も
っ
て

い
る
こ
と
が
多
く
家
族
と
し
か
話
す
こ
と
も
な

く
う
つ
う
つ
と
し
て
い
ま
し
た
。
参
加
す
る
ま

で
は
ど
ん
な
様
子
か
分
か
ら
ず
緊
張
し
ま
し
た

が
、
実
際
に
参
加
し
て
、
人
と
話
す
こ
と
で
楽

に
な
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
ほ
ぼ
毎
回
参
加
し

て
い
ま
す
。
下
の
子
は
２
か
月
か
ら
利
用
し
て

い
る
の
で
、
人
見
知
り
も
し
ま
せ
ん
。

―

子
育
て
拠
点
に
つ
い
て

　

広
報
紙
を
見
て
オ
ー
プ
ン
を
知
り
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
遠
い
な
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
。

行
っ
て
み
て
ど
ん
な
様
子
か
見
て
か
ら
利
用

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
初
め
て
行
く
時
は
、
1

人
で
は
行
き
づ
ら
い
の
で
、
友
達
と
一
緒
に
行

こ
う
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
常
時
ス
タ
ッ
フ
が

い
る
と
こ
ろ
も
魅
力
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

支
援
セ
ン
タ
ー
に
も
保
育
士
が
い
る
の
で
、
子

育
て
の
悩
み
な
ど
を
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
友
達
に
話
を
し
て
楽
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
経
験
の
あ
る
専
門
の
立
場
の
人
と
話

を
す
る
こ
と
で
や
は
り
安
心
す
る
こ
と
が
で
き

る
し
気
持
ち
が
楽
に
な
り
ま
す
。

―

子
育
て
拠
点
に
期
待
す
る
こ
と

　

楽
し
そ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に
期
待
し
た
い
で

す
。
家
庭
に
あ
る
よ
う
な
材
料
（
牛
乳
パ
ッ
ク

な
ど
）
を
使
っ
て
子
ど
も
と
一
緒
に
お
も
ち
ゃ

作
り
な
ど
が
で
き
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。
外

で
も
遊
べ
る
と
聞
い
た
の
で
屋
外
ス
ペ
ー
ス
に

も
期
待
し
て
い
ま
す
。

大崎わんぱく広場に参加して
いた、金子昭子さん（三竹）、
理
り ひ と

人くん（２歳10か月）、
琉
りゅうと

人くん（７か月）にお話を
聞きました

Interview～施設利用者の声～

　開所式・
　オープニングイベント オープン前

　　　 施設見学会
　オープンセレモニーとして開所式典を
行うほか、バルーンアートやゲームなど
楽しいイベントで、オープンを盛り上げ
ます。

▼ とき…４月26日㈰午前10時～午後
４時

▼プログラム…
●開所式　午前10時～ 11時　　
●イベント　午前11時～午後４時　　
・くす玉割り
・バルーンアート
・トッキッキと対決～ＰＫ合戦～
・エコちゃんサンちゃんの環境ゲーム
・うまいもの横丁　　
・みんなあつまれ！絵本がいっぱい
　　　　　　　　　　　　　　など

　４月26日㈰のオープンに先立
ち、プレイベントとして施設見学
会を行います。
　まだ、誰も使っていないピカピ
カの施設をご覧いただくチャンス
です。

▼とき…４月12日㈰午後１時～５
時

▼プログラム…
・すまいるランド、図書館栄分館
の見学
＊開設準備中のため、実際に遊ん
だり、本を読んだりすることは
できません
・おもしろ自転車広場、芝生広場
開放

・すまいる写真館

マ
マ
〜
、「
す
ま
い
る
ラ
ン
ド
」

絶
対
連
れ
て
行
っ
て
ね
。

マ
マ
が
一
緒
な
ら
ど
こ
で
も

楽
し
い
よ
！

チ
ュ
ー
♥
♥
マ
マ
大
好
き
。

マ
マ
〜
、「
す
ま
い
る
ラ
ン
ド
」

絶
対
連
れ
て
行
っ
て
ね
。

マ
マ
が
一
緒
な
ら
ど
こ
で
も

楽
し
い
よ
！

チ
ュ
ー
♥
♥
マ
マ
大
好
き
。
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連携型
【モデル中学校区の授業・活動から】

小学校と中学校はそのままで、
教員や子どもが交流するスタイル

　これまでも第三中学校区では、中学
校の教員が小学生に教えることはあり
ましたが、小学校の先生と一緒にＴＴ
で、しかも小学校の先生と授業を考え、
何回も小学校に行って授業をした
のは初めてでした。子どもの反

応も良く、楽しかったです。
小学校に何度も足を
運んだので、子ども
たちや先

生方の顔や名前もたくさ
ん覚えました。

　「中学校から小学校へ行って教えるの
は大変ですね」とよく言われますが、私
は大変だとは思っていません。子どもを
教えるのは小も中も同じですし、目の前
の６年生は私たちの中学校へ来るわけで
すから…。これからも、小中の橋渡し的
な役割ができたらと思っています。

池田先生が三条小学校
で６年生の担任と一緒
に授業する様子

インタビュー❶　第三中学校教諭  池田  繁人さん

中
学校の教員が小学校の算数の授業をし
た実践を紹介します。卒業を間近に控
えた６年生を対象に行いました。

　算数は、積み上げの教科といわれ、小学校で
付けた力が十分でないと、中学校へ行って苦労
することになります。中学校では、基本的な四
則計算の力が十分でないと、中学校の授業につ
いていけない子どもがいることが分かっていま
した。そこで、今回、かけ算の筆算に注目し、
指導をすることにしました。

中学校の先生が小学校で授業事例１

先
進
地
事
例
紹
介

〜
広
島
県
呉
市
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
か
ら
〜

呉
市
で
は
、
平
成
18
年
度
現
在
、
同
じ
敷
地
内
や
隣
接
し
た

小
・
中
学
校
を
除
き
、
三
条
市
で
い
う
連
携
型
（
小
中
一

貫
教
育
実
践
校
）が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す（
５
つ
の
中
学
校
区
は
、

小
中
一
貫
教
育
校
と
呼
ば
れ
、
平
成
23
年
４
月
に
は
施
設
一
体

型
の
小
中
一
貫
校
も
完
成
予
定
で
す
）。
小
中
一
貫
教
育
校
に
比

べ
、
連
携
型
の
小
中
一
貫
教
育
実
践
校
の
場
合
、
各
中
学
校
区

で
で
き
る
内
容
か
ら
進
め
て
い
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
】

☆
中
学
校
区
の
経
営
理
念
な
ど

の
設
定
や
推
進
組
織
の
設
置

☆
中
学
校
区
の
年
間
行
事
な
ど

の
計
画
の
作
成

☆
小
中
一
貫
教
育
推
進
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
指
名

☆
中
学
校
区
学
び
方
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
と
小
中
合
同
研
修

会
（
授
業
研
究
）
の
実
施

☆
小
中
共
通
学
校
通
信
の
作
成

お
よ
び
配
布

　複数の教員が教える
ことを「チーム・ティ
ーチング」といいます。
その頭文字をとって、
「Ｔ・Ｔ（ティーティー）」
と呼ばれます。授業は、
一人がメインの先生と
なって進め、もう一人
がサブの先生として児
童生徒の個別の支援に
あたることが多いよう
です。今回の2つの授業
は、中学校の教員がメ
イン、小学校の教員が
サブとして授業を進め
ました。

TT授業とは？

特集
　はじまる

 小中一貫教育 その②
～三条市は連携型からスタートします～　

　はじまる

 小中一貫教育 その②
～三条市は連携型からスタートします～　

前
回
は
、「
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
」
の
説
明

と
三
条
市
に
み
ら
れ
る
そ
の
状
況

（
い
じ
め
・
不
登
校
の
増
加
や
中
学

校
入
学
後
の
学
力
低
下
な
ど
）、
ま
た
、「
中
一

ギ
ャ
ッ
プ
」の
解
消
を
目
指
す「
小
中
一
貫
教
育
」

の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　
さ
て
、
今
回
は
、「
小
中
一
貫
教
育
」
の
【
３

つ
の
型
】
と
、
市
内
で
先
行
的
に
行
わ
れ
て
い

る
モ
デ
ル
中
学
校
区
の
実
践
を
紹
介
し
ま
す
。

小中一貫教育３つの型

連携型
一体型
併用型

「小中一貫教育」には、３つの型がある
んだよ。その３つとは、「連携型」「一体型」
「併用型」のことを指すんだ。第一中学
校区と第三中学校区をモデル中学校区に
指定した三条市は、まずは、「連携型」か
らスタートし、それぞれ、一体型（第一
中学校区）、併用型（第三中学校区）も目
指して進めていくんだって・・・。
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　京都市では、５つの中学校区で「小中一貫教育」
が進められています。平成19年度から実施している
御
お い け
池中学校区は、２つの小学校の６年生が、中学校
の校舎で学ぶ、「施設併用型」が特徴です。平成23年
４月には、施設一体型の小中一貫校も完成予定です。
【御池中学校区の特徴的な取り組み】
子どもの発達に即して、９年間を

「６・３制」から「５・４制」へ
①《小中ＴＴ授業》小学校６年へ中学校教員が入る

➡英語・理科・音楽・図工で実施
②《理科及び総合・生き方探究教育》

➡小３～中３までのカリキュラムの作成
③人間関係の力をつくり出す小中学生の異学年交流
　活動
　➡「６・９学年」交流授業や「合同修学旅行」

１～９年生（小１～中３）
が、一つの校舎で学ぶス
タイル

　施設一体型の小中一貫校として、平成18年度に日
野学園は開校しました。１年生～９年生まで、930人
あまりの児童生徒が通っています。校長、教頭以下
小中教員などは総勢約80人が勤務しています。
【日野学園の特徴的な取り組み】
子どもの発達に即して、９年間を
４（前期）・３（中期）・２（後期）のまとまりで

①《英会話の時間》
➡１年生から実施。独自教材を開発し実践

②《５年から教科担任制》
➡中学校籍の教員が小学校でも授業

③小中学生合同の諸行事
　➡「入学式」（１・７学年〈小１・中1〉合同）や「運
　　動会」（１年～９年を３色の縦割りチームに編成
　　し競技）

【先進地事例紹介】東京都品川区　日野学園 【先進地事例紹介】京都府京都市　御池中学校区

一体型
小学校の５・６年生が、
中学校の校舎で学ぶスタ
イル

併用型

　
小
中
一
貫
教
育
の
導
入
に
あ
た
り
、
保

護
者
・
地
域
・
学
校
が
、
力
を
合
わ
せ

て
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
教
育
環
境
の

整
備
に
つ
い
て
知
恵
を
出
し
合
い
考
え
る

場
が
、
各
中
学
校
区
の
小
中
一
貫
教
育
推

進
協
議
会
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
第
一
中
学
校
区
は
、
連
携
型
か
ら
始
め

て
将
来
的
に
一
体
型
へ
の
移
行
を
視
野

に
入
れ
た
検
討
を
行
っ
て
い
く
わ
け
で
す

が
、
学
区
や
通
学
距
離
、
現
在
の
校
舎
の

老
朽
化
な
ど
越
え
る
べ
き
ハ
ー
ド
ル
が
幾

つ
か
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
運
行
基
準
な
ど
は
、
知
ら
な
い
人

が
多
く
、
市
か
ら
詳
し
い
基
準
な
ど
の
内

容
に
つ
い
て
も
情
報
提
供
を
し
て
も
ら
い

な
が
ら
、
地
域
連
携
部
会
で
保
護
者
、
地

域
と
学
校
、
市
が
双
方
向
で
意
見
を
交
換

し
、
み
ん
な
の
不
安
を
解
消
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
目
に
も
、
私
た
ち
大
人

が
い
が
み
合
う
の
で
は
な
く
協
力
し
、

「
和
」
を
た
も
っ
た
中
で
建

設
的
な
話
し
合
い
を
進
め
て

い
く
姿
を
見
て
も
ら
う
こ
と

が
大
事
な
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
最
終
的
に
は
、「
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
」、
そ

の
た
め
だ
け
に
、
力
を
注
い

で
い
く
こ
と
が
我
々
の
役
目

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小中一貫教育推進協議会とは
　学校、地域、保護者などをメンバーとし、各中学校区ごとに設置。モデ
ル形態、施設・設備の在り方などについて検討し、総合的にその中学校区
の計画を作成していく。下部組織の地域連携部会は、市民の意見を広く受
けとめていくため、誰でも参加できるオープンな会議としている。

インタビュー❸　第一中学校区小中一貫教育推進協議会
副会長（四日町小学校ＰＴＡ会長）武田　昇さん

特集
　はじまる

 小中一貫教育 その②
～三条市は連携型からスタートします～　

　この授業は、いろいろな意味で画期的
だったと思いますね。子どもたちの感想
から、喜んでいたこと、内容がよく分か
ったことが分かります。授業を行うため
に、授業関係者10人で打ち合わせをする、
ＴＴの授業者が何度も連絡を取り合う、
３つの小学校の６年生が中学校に集まる
など、今までにない苦労はありましたが、
それを越えた成果は確か
にあったと実感していま
す。これからは、同じ教
科で１回だけでなく、何
度か交流を続けていくよう
な授業を進め
ていけたらと
考えてます。

インタビュー❷　上林小学校教諭
　太田哲也さん事

例１と違って、３つの
小学校の児童が中学校
に集まって、英語授業

を受けた実践を紹介します。３つ
の小学校の６年生は、３つのクラ
スに分かれ、違う小学校の友だち
と一緒に学習をしました。授業者
は、中学校の教員３人と小学校６
年の担任です。２人組になって、
ＴＴの形で授業をしました。
　下の円グラフから分かるよう
に、９割以上の児童が「楽しかっ
た」と好意的にとらえています。
また、このような授業を年に１回
以上したいと答えた６年生は、95
㌫で、さらに３回以上してほしい
と答えた児童は64㌫（約３人に２
人）もいました。

６年生が中学校で授業事例２ち
ょ
っ
と
質
問
。
小
中
一
貫
教
育
推
進
協
議
会
っ
て

よ
く
聞
く
け
ど
、
実
際
に
は
何
を
し
て
い
る
の
？

アンケートの感想にこんなことが書いてあったよ

・好きなものを英語でいえるようになれて良かっ

　たです。

・中学校の先生の発音のうまさに驚きました。

表１　中学校の先生との英
語授業の感想

表２　中学校区の小学生が一
緒に学習することについて

アンケートの感想にこんなことが書いてあったよ

・英語が良く分かったし他の学校の人と話ができ

　て良かったです。

・他の学校の人たちと一緒に学習することは今ま

　でなかったから、最初は不安だったけど、やっ

　てみたら楽しかったです。
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小
中
一
貫
教
育
の
導
入
に
向
か
っ
て
、

モ
デ
ル
校
の
第
一
中
学
校
区
、
第
三
中
学

校
区
で
は「
小
中
一
貫
教
育
推
進
協
議
会
」

が
組
織
さ
れ
、
そ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。

　

三
条
市
の
児
童
生
徒
は
、
各
学
校
の
先

生
方
の
真
摯
な
努
力
と
家
庭
・
地
域
の
温

か
い
ご
協
力
、
ご
支
援
の
も
と
、
落
ち
着

い
て
学
習
や
諸
活
動
に
励
み
、
着
実
に
成

長
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
学
力
調
査
や

い
じ
め
・
不
登
校
の
実
態
な
ど
か
ら
、
ま

だ
指
導
法
や
環
境
面
な
ど
に
改
善
の
余
地

が
あ
る
と
い
え
ま
す
。
三
条
市
の
児
童
生

徒
は
さ
ら
に
た
く
ま
し
く
大
き
く
伸
び
る

力
を
秘
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
学
校
・
家

庭
・
地
域
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
最
大

限
に
引
き
出
す
の
が
、
私
た
ち
大
人
の
役

教
育
長
に
聞
い
た
。

　

小
中
一
貫
教
育
の
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
対
策
は
？

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
❹　

〜
行
政
の
声　

教
育
長
が
期
待
す
る
教
育
の
在
り
方
〜

い
を
活
発
に
さ
れ
、
具
体
的
に
活
動
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
大
変
心
強
く
思
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
毎
日
の
授
業
や
業
務
に
支

障
が
生
じ
る
よ
う
な
過
度
の
負
担
を
先
生

方
に
か
け
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
先
生
方
の

研
修
や
授
業
の
手
助
け
、
補
充
の
た
め
に

市
と
し
て
も
、
４
人
の
嘱
託
指
導
主
事
、

15
人
の
常
勤
講
師
を
採
用
し
、
各
学
校
に

配
置
し
精
一
杯
の
支
援
を
し
て
い
き
ま

す
。

　

次
に
家
庭
・
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
、
三

条
市
の
児
童
生
徒
の
よ
り
よ
い
成
長
を
目

指
す
小
中
一
貫
教
育
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
く
こ
と
が
最
も
大
切
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地
域
の
代
表
な

ど
の
方
々
か
ら
各
検
討
委
員
会
、
推
進
協

議
会
の
委
員
と
し
て
貴
重
な
ご
意
見
な
ど

を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
さ
ら

に
各
中
学
校
区
の
「
地
域
連
携
部
会
」
で
、

家
庭
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
随
意
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
学
校
区

の
条
件
や
特
色
を
生
か
し
た
「
小
中
一
貫

教
育
」
の
在
り
方
、
例
え
ば
、
校
舎
な
ど

の
教
育
環
境
の
問
題
、
規
模
や
学
区
、
通

学
手
段
の
問
題
、
あ
る
い
は
小
学
校
と
小

学
校
の
連
携
な
ど
幅
広
く
協
議
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

協
議
を
は
じ
め
小
中
一
貫
教
育
全
体
を
推

進
す
る
た
め
に
、
教
育
委
員
会
に
新
た
に

「
小
中
一
貫
教
育
推
進
室
」
を
設
置
し
、

積
極
的
に
資
料
や
モ
デ
ル
案
な
ど
を
提
示

し
、
小
中
一
貫
教
育
具
現
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
小
中
一
貫
教
育
の
よ
り
ど
こ
ろ

と
な
る
９
年
間
を
見
通
し
た
「
三
条
市
小

中
一
貫
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
の
作
成
は

欠
か
せ
な
い
作
業
で
す
。
新
潟
大
学
の
先

生
を
指
導
者
に
迎
え
、推
進
室・指
導
主
事・

教
諭
な
ど
で
英
知
を
集
め
て
モ
デ
ル
案
を

作
成
し
て
い
き
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
三
条
市
の
宝
で
あ

り
、
三
条
市
の
次
代
を
担
う
児
童
生
徒
の

よ
り
よ
い
成
長
を
目
指
し
て
、学
校・家
庭・

地
域
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

三
条
市
教
育
長　
松
永　
悦
男　
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目
で
あ
り
、そ
の
ひ
と
つ
の
手
だ
て
が「
小

中
一
貫
教
育
」
の
導
入
で
す
。

　
「
小
中
一
貫
教
育
」
具
現
の
中
核
と
な

る
の
は
、
小
学
校
と
中
学
校
の
先
生
方
が

共
通
意
識
を
持
っ
て
取
り
組
む
意
欲
と
体

制
づ
く
り
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
モ
デ
ル
校

区
の
先
生
方
は
、「
推
進
協
議
会
」
設
立

後
直
ち
に
全
体
研
修
会
や
共
同
授
業
・
共

同
活
動
部
会
を
開
き
、
情
報
交
換
や
今
後

の
計
画
な
ど
に
つ
い
て
前
向
き
な
話
し
合

特集
　はじまる

 小中一貫教育 その②
～三条市は連携型からスタートします～　学

校
・
家
庭
・
地
域
・
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
最
も
重
要

三
条
市
農
業
活
性
化
プ
ラ
ン
は
３
年
計
画

１　

農
産
物
の
高
付
加
価
値
化

　

売
れ
る
農
産
物
を
生
産
す
る
た
め

に
、
農
産
物
の
高
付
加
価
値
化
を
目
指

し
ま
す
。

　

農
産
物
の
お
い
し
さ
を
定
め
た
「
三

条
版
高
品
質
農
産
物
生
産
基
準
」
を
作

成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
場
産
農
産
物
を
活
用
し
た

加
工
品
を
開
発
し
ま
す
。

２　

販
路
開
拓

　

農
業
者
自
ら
が
市
場
の
動
向
を
把
握

し
た
販
売
戦
略
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

主
な
取
り
組
み
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用

に
よ
る
「
に
っ
ぽ
ん
ｅ
物
産
市
」
事
業

や
国
内
外
の
物
産
展
へ
参
加
支
援
・
食

品
産
業
異
業
種
・
異
地
点
間
と
連
携
し

た
農
産
物
の
供
給
、交
流
を
進
め
ま
す
。

３　

人
材
育
成

　

意
欲
あ
る
地
域
農
業
の
担
い
手
を
育

成
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
認
定
農
業
者

に
対
す
る
支
援
活
動
や
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
活
用
し
た
楽
農
希
望
者
な
ど

の
受
入
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

４　

地
産
地
消

　

地
域
全
体
で
地
場
の
農
産
物
を
愛
用

し
、
地
域
内
で
農
産
物
消
費
を
拡
大
す

る
地
産
地
消
運
動
を
進
め
ま
す
。

　

今
後
の
農
業
振
興
を
図
る
た
め
、
三

条
市
食
育
の
推
進
と
農
業
の
振
興
に
関

す
る
条
例
に
基
づ
き
「
三
条
市
農
業
活

性
化
プ
ラ
ン
」
を
４
月
に
策
定
し
ま
し

た
。
プ
ラ
ン
で
は
重
点
的
に
行
う
事
業

や
農
業
者
の
ほ
か
、
事
業
者
や
消
費
者

の
役
割
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

し
み
ん
市
や
直
売
所
で
の
農
産
物

利
用
が
拡
大
す
る
よ
う
に
支
援
し
、
学

校
給
食
で
の
地
場
産
農
産
物
の
利
用

を
拡
大
し
ま
す
。

５　

食
育
推
進

　

安
全
な
地
元
農
産
物
の
生
産
と
消

費
を
推
進
し
、
米
を
中
心
と
し
た
日
本

食
を
普
及
し
ま
す
。

　

学
校
教
育
田
活
動
の
充
実
と
豊
富

な
種
類
の
農
産
物
を
活
用
し
た
日
本

食
を
普
及
さ
せ
る
た
め
、
地
場
農
産
物

利
用
料
理
教
室
の
開
催
を
支
援
し
ま

す
。６　

環
境
保
全

　

環
境
保
全
を
重
視
し
た
農
業
を
進

め
、
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
を
利
活
用
す
る

社
会
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

計
画
で
は
高
品
質
堆
肥
づ
く
り
や

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
を
行
う
農
業

者
の
育
成
、
田
ん
ぼ
の
生
き
物
調
査
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

―

関
係
者
の
役
割―

―
―
―
―
―
―

1　

市

　

こ
の
プ
ラ
ン
の
周
知
と
実
施
に
向

け
て
、
農
業
者
、
関
係
団
体
、
事
業
者

と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
に
も
広
く
情
報
を
提
供
し
ま

す
。

２　

市
民

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
農
業
が
担

う
自
然
環
境
保
全
の
重
要
性
を
理
解

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
特
に
農
地
へ
の

瓶
、
空
き
缶
な
ど
の
ご
み
の
ポ
イ
捨
て

は
厳
禁
で
す
。

　

健
康
的
な
食
生
活
を
守
り
、
農
業
の

生
産
活
動
を
継
続
し
て
も
ら
う
た
め

に
も
、
地
場
産
農
産
物
の
優
先
的
購
入

や
農
業
者
と
の
交
流
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

３　

農
業
者
・
団
体

　

安
心
・
安
全
で
お
い
し
い
農
産
物
の

生
産
に
貢
献
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
農

業
経
営
を
継
続
さ
せ
る
た
め
に
も
高

付
加
価
値
化
や
販
路
開
拓
に
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

４　

事
業
者

　

農
業
の
活
性
化
を
理
解
し
て
も
ら

い
、
農
産
物
の
地
域
内
流
通
、
消
費
の

拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。
こ
の
た
め
、

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
加
工
品
の

開
発
、
流
通
体
制
を
築
い
て
い
た
だ
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

農
林
課
農
政
係　


内
線
２
２
１
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［その他の内訳］
●議会費　……………………　2億7,748万円
●労働費　……………………　2億　691万円
●予備費　…………………………　1,000万円
●諸支出金　…………………………　35万円

［その他の内訳］
●投資及び出資金 …………… 2億2,711万円
●予備費 …………………………… 1,000万円
●積立金 ……………………………… 231万円

歳出

問い合わせ…財務課財政係　内線３４１

　平成21年度は、地域経済の悪化が急速に進み、市税の大きな減収が見込まれる中で、経営戦略プログラムに基づく歳出

入改革に努めると同時に、厳しい地域経済の状況を踏まえた平成20年度補正予算と一体で取り組む「地域経済活性化行動

計画」に基づく技術開発支援、販路開拓などの施策のほか、「子育て環境の充実」「安心、快適な都市・住環境の整備」「行

財政改革の断行」「バランスのとれたまちづくりの推進」「防災対策の推進」へ重点的に財源を配分し、三条市が目指す将

来都市像の実現に向かうよう予算編成を行いました。

［市税の内訳］
市民税 ……………… 57億4,725万円
固定資産税 ………… 64億  214万円
軽自動車税 …………… 2億3,092万円
市たばこ税 …………… 6億6,963万円
入湯税 ……………………… 4,005万円
都市計画税 …………… 4億6,125万円

※ 万円未満の数字は整理しています
※ （　　）は構成比です

［その他の内訳］
●地方特例交付金 …………… 1億7,000万円
●自動車取得税交付金 ……… 1億1,000万円
●繰越金 ………………………………… 1億円
●利子割交付金 …………………… 8,000万円
●財産収入 ………………………… 7,004万円
●ゴルフ場利用税交付金 ………… 2,500万円
●交通安全対策特別交付金 ……… 2,500万円
●配当割交付金 …………………… 2,000万円
●株式等譲渡所得割交付金 ………… 400万円

市民一人に使われる
市のお金（一般会計分）

461,118円
人口：105,628人（H21年3月1日現在）

商工費
110,590円

民生費
100,011円

公債費
60,681円

衛生費
47,079円

土木費
43,293円

消防費
13,452円

農林水産業費
8,782円

議会費
2,627円

労働費
1,959円

諸支出金ほか
98円

教育費
39,102円

総務費
33,444円

歳入

特　別　会　計 予　算　額
国民健康保険事業特別会計 98億2,490万円
老 人 保 健 事 業 特 別 会 計 1,350万円
後期高齢者医療特別会計 8億4,420万円
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 75億   640万円
農業集落排水事業特別会計 9億8,490万円
勤労者福祉共済事業特別会計 1,410万円
公共下水道事業特別会計 38億8,970万円

計 230億7,770万円

水　道　事　業　会　計 予　算　額
収 益 的 支 出 21億1,182万円
資 本 的 支 出 13億1,788万円

計 34億2,970万円
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平成21年度

  施政方針
り
切
っ
て
き
た
こ
の
地
域
の
持
つ

堅
固
な
底
力
と
し
な
や
か
な
知
恵

を
も
っ
て
す
れ
ば
、
こ
の
危
機
も
ま

た
必
ず
乗
り
越
え
て
い
け
る
も
の

と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　
幸
い
な
こ
と
に
、
本
年
は
、
大
河

ド
ラ
マ
「
天
地
人
」、「
新
潟
デ
ス
テ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」、

当
市
に
お
い
て
も
開
催
さ
れ
る
「
ト

キ
め
き
新
潟
国
体
」
な
ど
、
全
国
の

関
心
が
新
潟
に
向
け
ら
れ
る
企
画

が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
し

た
追
い
風
も
上
手
に
活
用
し
な
が

ら
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
他
方
で
、
先
の
見
え
な
い
閉
塞
感

漂
う
現
状
だ
か
ら
こ
そ
、
三
条
市
の

次
代
を
担
う
明
る
く
希
望
に
満
ち

た
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
つ
い
て
、

私
た
ち
大
人
は
し
っ
か
り
と
責
任

を
持
っ
て
対
処
す
べ
き
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
来
年
度
は
、
い
よ
い
よ
モ
デ
ル
校

に
小
中
一
貫
教
育
を
導
入
し
、
そ
の

効
果
や
課
題
を
検
証
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
そ
れ
を
基
軸
と
し
な
が
ら
、
各
中

学
校
区
に
設
置
す
る
「
小
中
一
貫
教

育
推
進
協
議
会
」
を
核
と
し
、
小
中

一
貫
教
育
を
中
心
に
各
学
校
の
課

題
に
つ
い
て
地
域
の
皆
様
か
ら
幅

広
く
、
か
つ
、
前
向
き
に
議
論
を
深

め
て
い
た
だ
き
、
他
市
に
誇
れ
る
三

条
市
の
教
育
を
形
づ
く
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
米
国
で
は
「
変
革
」
を
訴

え
た
新
し
い
大
統
領
が
就
任
い
た

し
ま
し
た
が
、
私
は
、
世
界
規
模
で

判
断
基
準
と
で
も
い
う
べ
き
も
の

は
既
に
変
わ
っ
て
い
て
、
問
わ
れ
る

の
は
、
そ
の
変
化
を
し
っ
か
り
と
認

識
し
、
対
応
し
切
れ
て
い
る
か
ど
う

か
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　

昨
年
11
月
に
東
京
で
開
催
し
た

20
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………………………………………………P31
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本
日
か
ら
、
来
年
度
各
会
計
予
算

案
の
ご
審
議
を
い
た
だ
く
に
当
た

り
、
私
は
、
来
年
度
の
施
政
方
針
を

明
ら
か
に
し
、
議
会
を
始
め
市
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
秋
以
降
の
米
国
に
端
を
発

し
た
世
界
同
時
不
況
は
、
極
め
て
短

期
間
に
日
本
経
済
に
も
多
大
な
影

響
を
及
ぼ
し
、
こ
の
燕
三
条
地
域
の

実
体
経
済
に
も
未
曾
有
の
痛
手
を

確
実
に
与
え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
予
防
的
に
実
施
し

た
昨
年
末
の
県
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
資
金
に
係
る
信
用
保
証
料
補

助
に
引
き
続
き
、本
年
、新
た
に
「
中

小
企
業
経
営
安
定
化
緊
急
対
策
資

金
」
を
創
設
し
、
こ
れ
に
係
る
信
用

保
証
料
は
全
額
助
成
と
い
た
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
先
般
お
願
い
を
し
た
第
１

回
臨
時
会
で
は
、
こ
れ
ら
対
症
療
法

的
な
金
融
支
援
だ
け
で
な
く
、
こ
う

い
う
不
況
の
と
き
だ
か
ら
こ
そ
力

を
注
ぐ
べ
き
と
い
う
業
界
か
ら
の

力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
て
の

技
術
開
発
支
援
や
販
路
開
拓
、
情
報

発
信
、
需
要
喚
起
、
雇
用
対
策
な
ど

地
域
経
済
を
底
支
え
す
る
た
め
に
、

総
額
27
億
５
千
万
円
余
り
の
「
地
域

経
済
活
性
化
行
動
計
画
」
関
連
予
算

を
講
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
を
来
年
度
予
算
と
継
続
し
た

一
連
の
も
の
と
し
て
と
ら
え
た
中

で
、
よ
り
大
き
な
効
果
を
生
じ
さ
せ

る
た
め
適
切
な
執
行
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
状
況
を
し
っ
か
り
と
見

極
め
な
が
ら
時
宜
を
失
す
る
こ
と

な
く
適
切
な
対
応
を
図
っ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
も
幾
度
と
な
く
苦
境
を
乗

は
じ
め
に

「根張りの年」へ
「深化の年」から
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ま
た
、
こ
う
し
た
取
組
に
加
え
、

と
り
わ
け
農
業
に
つ
い
て
は
、
食
育

の
推
進
と
農
業
の
振
興
に
つ
い
て
、

基
本
理
念
や
市
、
市
民
、
農
業
者
な

ど
の
責
務
や
役
割
を
明
ら
か
に
し

た
「
三
条
市
食
育
の
推
進
と
農
業
の

振
興
に
関
す
る
条
例
（
案
）」
を
本

議
会
に
提
案
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
同
条
例
の
目
的
達

成
の
た
め
に
、
今
後
、
他

産
業
と
の
連
携
に
よ
る
農

産
物
の
高
付
加
価
値
化
や

販
路
開
拓
、
食
育
推
進
な

ど
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り

ま
す
。ま
た
、市
民
、農
業
者
、

行
政
な
ど
関
係
者
が
各
々

の
役
割
の
下
、
三
条
産
農

産
物
を
活
用
し
た
加
工
品

開
発
、
地
産
地
消
料
理
教

室
な
ど
の
取
組
を
着
実
に

進
め
る
こ
と
で
、
産
業
と

し
て
成
り
立
つ
農
業
の
確

立
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
観
光
行
政
に

つ
い
て
は
、
先
ほ
ど
申
し

上
げ
ま
し
た
「
天
地
人
」

や
「
新
潟
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

な
ど
を
一
つ
の
契
機
と
と

ら
え
、
来
年
度
か
ら
、
営

業
戦
略
室
で
行
っ
て
い
る

燕
三
条
ブ
ラ
ン
ド
や
交
流

拠
点
施
設
の
検
討
な
ど
の

様
々
な
取
組
と
観
光
基
本

計
画
に
定
め
た
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
な
ど

を
よ
り
有
機
的
に
連
携
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
観
光
を
取
り
込
ん
だ
営

業
・
広
域
宣
伝
戦
略
と
し
て
展
開
す

る
た
め
、
商
工
観
光
課
で
行
っ
て
い

る
観
光
の
事
務
を
営
業
戦
略
室
へ

移
管
い
た
し
ま
す
。

　
私
は
、
地
域
の
魅
力
を
国
内
外
に

認
知
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
他

の
志
を
同
じ
く
す
る
自
治
体
と
の

連
携
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、ま
ず
は
最
小
単
位
と
し
て
の「
地

域
連
携
」、
次
に
新
潟
県
の
最
大
の

武
器
で
あ
る
空
港
・
港
湾
を
基
軸
と

し
日
本
海
側
の
拠
点
化
を
目
指
す

「
広
域
連
携
」、
そ
し
て
話
題
づ
く

り
や
差
別
化
を
図
る
「
異
地
点
間
連

携
」
を
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
を
活
用
し
た
電
子
商
店
街

「
買
い
物
御
用
聞
き
」
シ
ス
テ
ム
や

農
産
物
等
の
全
国
直
販
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
向
け
て
、
準
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
来
年
度
は
、
福
祉

分
野
な
ど
へ
の
可
能
性
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム

の
よ
り
効
果
的
な
利
用
方
法
の
構

築
に
向
け
て
、
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

▼地域経済の再活性化 13,687,105千円（単位：千円）

栄スマートインターチェンジ整備事業
(＊再掲 ) 67,720

地域ICT利活用モデル構築事業(優しい「ま
ちなか」創造事業 ) 4,313

農業活性化プラン推進事業（うち⑳補正〈商
工業活性化事業、地域ブランド推進事業及
び観光事業の⑳補正予算額とそれぞれ一部
重複〉）

140,216
（138,740）

米政策改革推進対策事業 57,697
商工業活性化事業
（うち⑳補正）　

188,955
（148,285）

金融対策事業
（うち⑳補正）

11,417,284
（281,600）

商工団体振興事業
（うち⑳補正）

36,550
（2,000）

( 財 ) 県央地域地場産業振興センター事業 183,002
地域ブランド推進事業
（うち⑳補正）

11,509
（8,000）

定額給付金給付事業
（⑳補正）

1,673,704
（1,673,704）

観光事業
（うち⑳補正）

30,808
（9,074）

雇用対策事業
（うち⑳補正）

14,087
（10,000）

＊うち⑳補正は、平成20年度補正分

産
業
発
信
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
基
調
講

演
で
は
、「
米
国
の
一
極
支
配
」
ど

こ
ろ
か
複
数
の
大
国
が
世
界
を
リ

ー
ド
す
る
と
い
っ
た
世
界
秩
序
も

急
速
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
今
や
世

界
は
「
全
員
参
加
型
秩
序
」
と
で
も

い
う
べ
き
状
況
で
あ
る
と
し
な
が

ら
、日
本
海
物
流
の
重
要
性
を
説
き
、

太
平
洋
側
を
表
日
本
、
日
本
海
側
を

裏
日
本
と
す
る
も
の
の
見
方
は
も

う
古
い
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
が
、
私
も
ま
っ
た
く
同
感
で
あ
り

ま
す
。

　

米
国
発
の
金
融
不
況
が
あ
っ
と

い
う
間
に
こ
の
地
域
の
実
体
経
済

に
も
影
響
を
及
ぼ
す
グ
ロ
ー
バ
ル

な
時
代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
中
・
長

期
的
な
視
点
に
立
ち
、
新
潟
市
、
長

岡
市
な
ど
の
志
を
同
じ
く
す
る
自

治
体
と
と
も
に
、
日
本
海
側
の
拠
点

と
な
る
べ
く
取
組
を
進
め
る
べ
き

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
内
に
目
を
転
ず
れ
ば
、
地

方
分
権
の
取
組
も
確
実
に
進
ん
で

お
り
、
昨
年
12
月
に
は
地
方
分
権
改

革
推
進
委
員
会
か
ら
第
２
次
勧
告

が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
間
も
な
く
地

方
税
財
政
に
関
す
る
第
３
次
勧
告

が
な
さ
れ
、
秋
以
降
に
新
地
方
分
権

一
括
法
案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
る

予
定
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
が
そ
れ
ぞ

れ
の
特
色
を
活
か
し
な
が
ら
主
体

的
に
そ
の
地
域
を
経
営
し
て
い
く
、

真
の
「
地
方
政
府
」
の
確
立
に
向
け

た
取
組
が
今
ま
で
以
上
に
求
め
ら

れ
ま
す
。

　
私
は
、
こ
れ
ま
で
、
こ
れ
ら
の
変

化
に
的
確
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、

営
業
戦
略
室
や
子
育
て
支
援
課
を

設
置
す
る
な
ど
組
織
機
構
の
見
直

し
も
行
い
な
が
ら
、
燕
三
条
ブ
ラ
ン

ド
の
構
築
、
総
合
的
な
子
育
て
支
援

や
地
域
医
療
の
在
り
方
、
小
中
一
貫

教
育
の
導
入
、
食
育
の
推
進
、
農
業

の
振
興
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
深

め
、
可
能
な
も
の
か
ら
順
次
実
行
に

移
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
来
年
度
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
の
検

討
の
進
捗
状
況
に
応
じ
、
こ
れ
ま
で

の
成
果
を
確
認
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
が

し
っ
か
り
と
浸
透
し
て
い
く
よ
う
、

今
年
度
、
検
討
を
深
め
て
き
た
根
を

し
っ
か
り
と
張
ら
せ
て
い
く
「
根
張

り
の
年
」
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、「
根
張
り
」
は
「
粘
り
」

に
も
通
じ
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
根
気
強
く
、
一
つ
一
つ
確
実
に
目

標
達
成
に
向
け
取
組
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

来
年
度
も
厳
し
く
困
難
な
社
会

経
済
情
勢
が
続
く
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
ひ
る
む
こ
と
な
く
着
実
な
市
政

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
の
更
な
る
検
討
や
移
動

式
産
地
Ｐ
Ｒ
車
両
の
整
備
な
ど
の

情
報
発
信
、
地
域
を
元
気
に
す
る
た

め
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行

な
ど
に
よ
る
需
要
喚
起
、
雇
用
対

策
と
し
て
の
中
小
企
業
緊
急
雇
用

安
定
助
成
金
申
請
手
数
料
の
補
助
、

今
年
度
に
引
き
続
い
て
の
中
小
企

業
経
営
安
定
化
対
策
、
さ
ら
に
、
当

市
が
誇
る
精
緻
な
技
術
を
伝
承
す

る
職
人
の
育
成
体
制
強
化
を
始
め

と
し
た
人
材
育
成
な
ど
、
幅
広
く
で

き
る
限
り
の
施
策
を
講
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
様
々

な
取
組
が
、
第
一
次
産
業
か
ら
第
三

次
産
業
ま
で
を
広
く
活
性
化
さ
せ
、

地
域
経
済
の
早
期
回
復
に
つ
な
が

る
こ
と
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

地
域
経
済
の
再
活
性
化

〜
日
本
全
体
の
牽
引
役
を
目
指
し
て
〜

　

正
に
日
本
全
体
の
牽
引
役
を
目

指
し
て
い
る
燕
三
条
地
域
は
、
日
本

全
体
を
引
っ
張
っ
て
い
く
と
い
う

気
概
を
も
っ
て
、
す
べ
て
の
力
を
結

集
し
、
現
下
の
危
機
を
乗
り
越
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
元

気
な
姿
を
外
に
向
け
て
発
信
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し

た
よ
う
に
、
来
年
度
予
算
は
、
第
１

回
臨
時
会
で
の
地
域
経
済
活
性
化

行
動
計
画
関
連
予
算
と
継
続
し
た

一
体
の
も
の
と
い
う
と
ら
え
方
の

中
で
、
こ
の
地
域
の
底
力
を
発
揮
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
技
術
開
発
支

援
や
首
都
圏
、
関
西
圏
な
ど
多
様
な

地
域
に
向
け
た
販
路
開
拓
、
燕
三
条

平成21年度 施政方針
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小
中
一
貫
教
育
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
と
し
、
そ
の
基
本
的
な
考
え
方

や
方
策
を
ま
と
め
た
「
小
中
一
貫
教

育
基
本
方
針
」
を
決
定
い
た
し
ま
し

た
。

　
来
年
度
は
、
モ
デ
ル
校
を
指
定
し

た
第
一
中
学
校
区
及
び
第
三
中
学

校
区
で
小・中
学
校
交
流
活
動
や
小・

中
学
校
教
員
の
相
互
乗
り
入
れ
授

業
を
実
施
す
る
ほ
か
、
中
学
校
教
員

に
よ
る
小
学
校
の
英
語
活
動
を
実

施
し
、
効
果
や
課
題
な
ど
を
検
証
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
各
中
学
校
区
に
「
小
中
一

貫
教
育
推
進
協
議
会
」
を
、
各
学
校

に
は
「
よ
り
よ
い
教
育
環
境
づ
く
り

協
議
会
」
を
設
置
し
、
広
く
地
域
の

皆
様
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を

い
た
だ
き
、
小
中
一
貫
教
育
を
中
心

に
そ
の
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
学
校

の
在
り
方
に
つ
い
て
双
方
向
で
議

論
を
深
め
な
が
ら
、
地
域
に
開
か
れ

た
信
頼
さ
れ
る
学
校
教
育
の
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
教
育
委
員
会
に
新
た

に
小
中
一
貫
教
育
推
進
室
を
設
置

す
る
と
と
も
に
、
モ
デ
ル
校
に
指
定

し
た
小
・
中
学
校
と
そ
の
他
の
中
学

校
に
小
中
一
貫
教
育
に
対
応
す
る

た
め
の
講
師
を
配
置
し
、
推
進
体
制

を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

県
央
の
四
医
師
会
に
よ
る
一
次

救
急
医
療
施
設
「
県
央
医
師
会
応
急

診
療
所
」
が
、
本
年
４
月
に
供
用
開

始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
救
急
患
者
を
各
病
院
に
振

り
分
け
、
重
篤
な
患
者
を
速
や
か
に

適
切
な
医
療
機
関
に
搬
送
す
る
体

制
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
当

市
の
み
な
ら
ず
、
県
央
地
域
の
住
民

に
と
っ
て
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
と
、

県
央
地
域
の
医
師
会
を
始
め
、
関
係

の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、昨
年
８
月
、燕
市
、田
上
町
、

弥
彦
村
と
と
も
に
、
県
央
地
域
に
お

け
る
中
核
病
院
及
び
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
の
要
望

を
県
に
い
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

県
主
導
の
下
、
県
央
５
市
町
村
長
が

中
核
病
院
等
設
置
検
討
の
た
め
の

組
織
を
設
置
す
る
こ
と
で
動
き
出

し
た
こ
と
は
、
こ
の
地
域
の
救
急
医

療
体
制
の
整
備
拡
充
に
向
け
た
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
も
の
と

と
ら
え
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
た

中
核
病
院
の
整
備
に
向
け
、
県
央
二

次
保
健
医
療
圏
の
既
設
病
院
と
の

関
係
も
含
め
、
県
、
そ
の
他
関
係
機

関
等
と
十
分
協
議
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
し
か
し
、
大
切
な
こ
と
は
、
市
民

一
人
一
人
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
健

康
に
暮
ら
す
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
は
、
運
動
を
継
続
す
る
こ
と
と

併
せ
、
食
に
関
す
る
知
識
と
食
を
選

択
す
る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

安
心
、
快
適
な
都
市
・
住
環
境
の
整
備

〜
だ
れ
も
が
住
み
た
く
な
る
ま
ち
を
目
指
し
て
〜

▼安心、快適な都市・住環境の整備
1,663,661千円（単位：千円）

バイオマス利活用推進事業 4,885
地域公共交通総合連携計画の推進 41,254
東三条駅バリアフリー化整備事業
補助金 23,000

道路改良事業（矢田中曽根新田線、
鹿峠村上線、森町院内線、金子吉
田線、福島新田甲 13号線ほか）(
※一部再掲 )（うち⑳補正）　

584,091
（207,200）

街路事業（新保裏館線、半ノ木一
ツ屋敷線）(※再掲 )（うち⑳補正）

903,299
（100,000）

総合型地域スポーツクラブ育成支
援事業 4,100

中心市街地歴史的建造物調査事業
（⑳補正）

1,620
（1,620）

農地・水・環境保全向上対策事業 28,811
健康運動教室事業　 36,269
救急医療施設運営事業　 14,836
まちづくり活動支援事業（まちづ
くりサポート交付金ほか） 21,016

ユニバーサルデザイン推進事業 480

　
私
は
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
子
育
て
し

や
す
い
ま
ち
は
、
だ
れ
も
が
住
み
た

い
ま
ち
で
あ
る
と
い
う
強
い
認
識

の
下
、
延
長
保
育
、
一
時
保
育
及
び

乳
児
保
育
の
拡
充
や
教
育
委
員
会

内
の
子
育
て
支
援
課
設
置
に
よ
る

義
務
教
育
と
子
育
て
支
援
施
策
と

の
連
携
強
化
な
ど
、
一
貫
し
て
子
育

て
環
境
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
今
年
度
、「
こ
ど
も

未
来
委
員
会
」
を
設
置
し
、
多
様
な

子
育
て
支
援
を
行
う
た
め
の
具
体

的
な
推
進
方
策
等
を
検
討
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
成
果
の
一
つ
と
し
て
、
子
ど

も
た
ち
や
保
護
者
が
気
軽
に
立
ち

寄
り
、
集
う
こ
と
が
で
き
、
相
談
事

業
や
各
種
の
講
座
等
を
実
施
す
る

子
育
て
拠
点
施
設
「（
仮
称
）
す
ま

い
る
ラ
ン
ド
」
を
４
月
下
旬
か
ら
栄

庁
舎
の
１
階
に
、
児
童
図
書
や
育
児

書
等
の
充
実
に
配
慮
し
た
図
書
館

と
併
設
し
て
、
供
用
開
始
い
た
し
ま

す
。

　

是
非
と
も
大
勢
の
皆
様
か
ら
活

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ソ
フ
ト

事
業
の
充
実
な
ど
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
来
年
度
は
、
教
育
委
員

会
内
の
事
務
の
連
携
を
一
層
強
化

し
、
虐
待
、
不
登
校
、
発
達
障
が
い

な
ど
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
と
家

庭
に
対
し
て
、
国
の
縦
割
り
行
政
の

弊
害
を
無
く
し
、
生
ま
れ
て
か
ら
義

務
教
育
終
了
ま
で
継
続
し
、
か
つ
、

き
め
細
か
な
支
援
を
そ
の
子
ど
も

の
態
様
に
応
じ
て
展
開
す
る
総
合

的
な
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
を
、
他
自

治
体
に
先
駆
け
て
構
築
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

を
育
成
す
る
た
め
の
総
合
的
な
子

育
て
支
援
の
在
り
方
を
示
し
た
「
次

世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
」
の
見
直

し
を
行
い
、
後
期
計
画
を
策
定
い
た

し
ま
す
。

　
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
は
、
昨

年
11
月
の
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、

子
育
て
環
境
の
充
実

〜
子
ど
も
た
ち
の
笑
い
声
が
響
く
ま
ち

を
目
指
し
て
〜

▼子育て環境の充実3,984,117千円
（単位：千円）

小中一貫教育推進事業 60,599
特別支援教育指導員の配置 77,135
小学校施設整備事業
（うち⑳補正）

39,508
（14,000）

中学校施設整備事業
（うち⑳補正）

88,700
（6,500）

スクールアシスタント推進事業 33,743
放課後子ども教室推進事業 4,802
環境保全型農業推進事業補助金 4,340
地産地消推進事業 16,757
妊産婦保健事業 77,424
食育推進事業 6,677
総合的サポートシステムの構築 289
次世代育成支援対策事業 1,034
子育て応援特別手当の給付
（⑳補正）

53,837
（53,837）

保育サービスの充実
（うち⑳補正）

3,351,210
（13,100）

児童の活動場所の確保（児童館、
児童クラブほか）　 139,883

子育て拠点施設事業 10,162
子育て情報発信事業
（⑳補正）

1,995
（1,995）

早期療育事業 16,022

平成21年度 施政方針
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そ
、
市
民
満
足
度
を
最
大
化
し
て
い

く
た
め
に
、
い
か
に
、
限
ら
れ
た
資

源
を
有
効
に
投
資
し
、
安
定
的
か
つ

継
続
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
く
か
が
私
た
ち
基
礎
自
治

体
に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な
課
題
で

あ
り
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
る

と
と
も
に
職
員
の
資
質
向
上
や
意

識
改
革
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、当
市
に
お
い
て
は
、「
経

営
戦
略
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
着
実
に
推

進
す
る
中
で
、
意
識
改
革
の
関
連
で

は
、
行
政
の
プ
ロ
と
し
て
の
自
覚
と

責
任
を
持
っ
た
職
員
の
育
成
の
た

め
、
今
年
度
、「
人
材
育
成
基
本
計

画
」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の

計
画
に
基
づ
き
、
来
年
度
か
ら
複
線

型
人
事
制
度
や
課
長
補
佐
・
係
長
級

昇
任
試
験
な
ど
の
導
入
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
課
長
補

佐
・
係
長
級
職
員
へ
の
職
務
権
限

の
委
譲
や
例
月
政
策
会
議
の
実
施
、

ま
た
、
職
員
自
ら
が
業
務
を
棚
卸
し

し
事
務
の
作
業
改
善
等
を
図
る
業

務
の
改
善
・
効
率
化
の
取
組
な
ど
、

様
々
な
取
組
を
通
じ
、
職
員
の
意

識
改
革
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
成
果
が
徐
々
に
で
は
あ
り
ま

す
が
現
れ
始
め
て
い
る
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
緩
め
る
こ
と
な

く
、
小
さ
な
変
化
を
よ
り
大
き
な
も

の
に
育
て
て
い
く
よ
う
更
に
取
組

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
構
造
改
革
の
関
連
で
は
、
農
業
体

験
交
流
セ
ン
タ
ー
ほ
か
７
施
設
を

指
定
管
理
者
制
度
へ
移
行
す
る
な

ど
、「
外
部
委
託
等
計
画
」
及
び
「
公

共
施
設
運
営
計
画
」
を
来
年
度
も
着

実
に
推
進
し
、
経
費
の
削
減
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
歳
出
入
改
革
の
関
連
で
は
、
行
政

評
価
制
度
と
よ
り
連
動
さ
せ
た
総

枠
配
分
方
式
に
よ
る
予
算
編
成
や

定
員
適
正
化
に
よ
る
人
件
費
の
抑

制
な
ど
に
よ
り
、
財
源
調
整
の
た
め

の
財
政
調
整
基
金
の
繰
入
は
今
年

度
当
初
予
算
と
比
較
し
、
２
億
６
，

０
０
０
万
円
抑
制
す
る
な
ど
、
一
定

の
成
果
を
挙
げ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

来
年
度
も
、
引
き
続
き
、
定
員
適
正

化
計
画
な
ど
を
着
実
に
推
進
す
る

と
と
も
に
、
収
納
率
の
向
上
へ
向
け

た
取
組
を
推
進
す
る
ほ
か
、
政
策
的

経
費
も
含
め
た
総
枠
配
分
方
式
と

行
政
評
価
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
各
部
等
が
主
体
的
に
事
業
を
構

築
し
予
算
要
求
を
行
う
予
算
編
成

方
法
の
定
着
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

構
造
改
革
と
歳
出
入
改
革
の
取

組
に
よ
っ
て
、
来
年
度
当
初
予
算
に

つ
い
て
は
、
主
要
財
政
指
標
で
あ
る

経
常
収
支
比
率
は
91
．
４
パ
ー
セ
ン

ト
と
今
年
度
決
算
見
込
と
比
較
し

０
．
５
ポ
イ
ン
ト
の
改
善
、
ま
た
、

実
質
公
債
費
比
率
は
16
・
９
パ
ー
セ

ン
ト
と
、
同
じ
く
１
・
３
ポ
イ
ン
ト

の
改
善
と
推
計
し
て
お
り
、
起
債
の

発
行
に
当
た
り
県
の
許
可
が
必
要

と
な
る
18
パ
ー
セ
ン
ト
を
下
回
る

こ
と
か
ら
、
平
成
22
年
度
以
降
の
起

債
に
当
た
っ
て
は
協
議
制
に
移
行

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
財
源
調
整
の
た
め
の
財

政
調
整
基
金
及
び
職
員
退
職
手
当

基
金
の
合
計
残
高
は
、
来
年
度
末
見

込
で
は
約
23
億
円
と
今
年
度
末
見

込
と
比
較
し
約
８
億
円
の
減
と
な

る
も
の
と
見
込
ま
れ
、
引
き
続
き
、

財
政
の
健
全
化
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

経
営
戦
略
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
策
定

か
ら
３
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て

お
り
ま
す
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
定
め

た
取
組
の
効
果
を
し
っ
か
り
と
検

証
し
つ
つ
、
着
実
に
進
め
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
現
下
の
経
済
情

勢
に
加
え
、
様
々
な
社
会
状
況
の
変

化
の
速
さ
と
大
き
さ
を
合
わ
せ
考

え
れ
ば
、
今
後
は
よ
り
広
い
視
点
で

検
討
を
加
え
、
必
要
な
こ
と
は
積
極

果
敢
に
取
り
入
れ
て
行
財
政
改
革

を
断
行
し
、
市
民
満
足
度
の
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▼行財政改革の断行　  16,946千円
（単位：千円）

電子申請システム共同利用事業 2,759
電子入札共同利用事業 6,650
経営改革の推進　 136
職員研修の充実　 7,315
収納率の向上 86

引
き
続
き
、
健
康
運
動
教
室
の
開
催

や
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
な
ど
に

努
め
る
と
と
も
に
、
本
議
会
に
提
案

し
て
お
り
ま
す
「
三
条
市
食
育
の
推

進
と
農
業
の
振
興
に
関
す
る
条
例

（
案
）」
に
基
づ
き
食
育
の
推
進
を

図
る
こ
と
に
よ
り
、
生
き
生
き
と
し

た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
事
業
に

つ
い
て
は
、
介
護
予
防
教
室

な
ど
の
各
種
介
護
予
防
事
業

を
実
施
し
、
要
支
援
・
要
介
護

状
態
の
予
防
、
悪
化
の
防
止

に
努
め
つ
つ
、来
年
度
か
ら
は
、

保
険
料
の
引
き
下
げ
を
行
う

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

都
市
基
盤
の
基
本
と
な
り
、

地
域
の
産
業
経
済
活
動
な
ど

を
支
え
る
道
路
交
通
網
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
関
係
者
そ

し
て
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力

に
よ
り
、
島
田
線
を
今
年
度

供
用
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
事
業
効
果
を
実
感
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
る
ほ

か
、
当
市
の
大
動
脈
で
あ
る

新
保
裏
館
線
に
つ
い
て
も
、

早
期
の
完
成
を
目
指
し
、
引

き
続
き
、
よ
り
一
層
の
整
備

推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
単
に
社
会
資
本
の
整
備

を
推
進
す
る
だ
け
で
な
く
、
魅
力
あ

る
景
観
資
源
の
活
用
に
よ
り
、
都
市

環
境
に
更
に
付
加
価
値
を
生
み
出

す
べ
く
、
河
川
改
修
を
ほ
ぼ
終
え
る

五
十
嵐
川
河
川
敷
に
つ
い
て
、
市
民

の
皆
様
と
共
に
憩
い
の
場
と
し
て

の
活
用
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
中
心
市
街
地
に
お
い

て
姿
を
消
し
つ
つ
あ
る
、
旧
三
条
町

の
に
ぎ
わ
い
を
伝
え
る
町
家
な
ど

の
歴
史
的
価
値
等
を
明
ら
か
に
し
、

そ
れ
ら
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
歴
史
的
・
文
化

的
町
家
等
の
調
査
を
行
う
な
ど
、
ま

ち
の
景
観
資
源
の
活
用
・
保
存
の
検

討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
足
と
し
て
欠
か
せ
な
い

公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
実

施
し
た
デ
マ
ン
ド
バ
ス
や
循
環
バ

ス
な
ど
の
社
会
実
験
に
よ
り
明
ら

か
に
な
っ
た
問
題
点
や
課
題
を
整

国
の
地
方
財
政
計
画
に
も
示
さ
れ

て
い
る
と
お
り
、
今
の
経
済
状
況
で

は
地
方
税
等
の
歳
入
の
落
込
み
は

否
め
ず
、
国
、
地
方
と
も
依
然
と
し

て
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
か
ら
こ

　
平
成
の
大
合
併
が
収
束
し
、
確
実

に
分
権
が
進
め
ら
れ
る
中
、
地
方
政

府
を
担
う
べ
き
基
礎
自
治
体
に
課

さ
れ
る
責
任
と
期
待
さ
れ
る
役
割

は
ま
す
ま
す
大
き
な
も
の
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
他
方
で
、
来
年
度
の

行
財
政
改
革
の
断
行

〜
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
て
〜

理
し
た
上
で
、
引
き
続
き
、
社
会
実

験
を
実
施
し
、
更
に
検
証
を
行
う
と

と
も
に
、
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携

計
画
に
基
づ
く
取
組
を
着
実
に
推

進
し
、だ
れ
か
ら
も
喜
ん
で
も
ら
え
、

持
続
可
能
な
、
三
条
市
に
合
っ
た
地

域
公
共
交
通
の
確
立
に
向
け
、
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
資
源
循
環
型
社
会
の
構
築

に
向
け
昨
年
度
策
定
し
た
、
バ
イ
オ

マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
に
基
づ
く
バ
イ

オ
マ
ス
利
活
用
や
、
リ
サ
イ
ク
ル
等

の
取
組
が
、
よ
り
市
民
の
皆
様
へ
浸

透
す
る
よ
う
、
効
果
的
な
広
報
に
努

め
、
普
及
・
啓
発
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

平成21年度 施政方針
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業
者
選
定
の
手
続
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
第
二
中
学
校
区

公
民
館
、
栄
地
区
総
合
体
育
館
に
つ

い
て
は
、
建
設
工
事
に
着
手
し
て
ま

い
り
ま
す
し
、
そ
の
他
、
吉
ヶ
平
周

辺
整
備
事
業
な
ど
、
継
続
中
の
新
市

建
設
計
画
登
載
事
業
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
市
建
設
計
画
の
新
た
な

方
向
性
に
基
づ
く
事
業
と
し
て
は
、

下
田
地
域
交
流
拠
点
施
設
の
整
備

に
つ
い
て
、
今
年
度
、
下
田
地
域

交
流
拠
点
施
設
等
整
備
検
討
会
に

お
い
て
検
討
を
進
め
て
き
て
お
り
、

来
年
度
は
、
こ
の
施
設
で
ど
の
よ
う

な
取
組
を
具
体
的
に
展
開
し
、
そ
の

た
め
に
ど
の
よ
う
な
施
設
機
能
が

必
要
か
、
引
き
続
き
、
検
討
を
深
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
競
馬
場
跡

地
に
つ
い
て
も
、
国
体
終
了
後
の
活

用
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
検
討
を
更

に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
地
域
経
済

の
活
性
化
や
市
民
の
皆
様
の
交
通

利
便
の
向
上
を
図
る
た
め
進
め
て

い
た
栄
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
の

制
度
も
新
た
に
整
っ
た
こ
と
か
ら
、

先
般
、
地
区
協
議
会
を
設
置
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
23
年
度
中
の
供

用
開
始
に
向
け
、
推
進
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
に
合

わ
せ
、
半
ノ
木
一
ツ
屋
敷
線
に
つ
い

て
は
、
同
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で

の
道
路
改
良
工
事
が
、
同
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
供
用
開
始
に
間
に
合

う
よ
う
、
経
済
対
策
の
側
面
も
考
慮

し
、
計
画
を
前
倒
し
し
て
整
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
情
報
通
信
格
差
を
解
消

し
、
市
と
し
て
の
一
体
感
を
醸
成
す

る
た
め
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
超

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
整
備

事
業
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、
事
業

が
完
了
し
、
市
内
全
域
で
超
高
速
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
る
環

境
と
な
っ
た
ほ
か
、
来
年
度
、
新
た

に
難
視
聴
地
区
に
対
し
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
移
行
支
援
を
行
い
、
難
視

聴
地
区
の
解
消
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、「
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
行
政
分
野
ご

と
に
テ
ー
マ
を
設
け
、
中
学
校
区
で

実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
す
べ

て
の
行
政
分
野
に
つ
い
て
、
全
中
学

校
区
で
の
開
催
を
終
え
た
た
め
、
来

年
度
か
ら
は
、
申
し
出
の
あ
っ
た
団

体
等
に
お
伺
い
し
て
実
施
し
て
い

く
内
容
で
継
続
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
先
般
、
国
に
お
い
て

定
住
自
立
圏
構
想
が
示
さ
れ
、
広
域

行
政
圏
に
対
す
る
考
え
方
の
転
換

が
示
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
三
条
市

が
と
る
べ
き
広
域
行
政
の
在
り
方

に
つ
い
て
も
、
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

か
ら
発
展
へ
邁
進
し
て
い
く
こ
と

を
祈
念
す
る
た
め
、
復
興
記
念
式
典

を
核
と
し
て
、
市
内
外
か
ら
の
参
加

者
を
お
迎
え
し
開
催
す
る
「
さ
ん
じ

ょ
う
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
」
な
ど
の
水

害
復
興
記
念
事
業
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
万
が
一
災
害
が
発
生
し
た

際
に
は
一
人
の
犠
牲
者
も
出
さ
な

い
よ
う
、
こ
れ
ま
で
、
自
主
防
災
組

織
の
育
成
、
災
害
時
要
援
護
者
の
援

護
体
制
の
整
備
な
ど
、自
助
、共
助
、

公
助
の
基
本
的
な
考
え
方
に
基
づ

く
具
体
的
な
援
護
体
制
の
構
築
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

災
害
の
教
訓
を
風
化
さ
せ
る
こ

と
な
く
次
代
に
つ
な
い
で
い
く
こ

防
災
対
策
の
推
進

〜
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を

目
指
し
て
〜

　

７
・
13
豪
雨
水
害
か
ら
５
年
が

経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

五
十
嵐
川
河
川
改
修
に
つ
い
て
は
、

嵐
川
橋
、
常
盤
橋
の
架
け
替
え
等
を

一
部
残
し
、
今
年
度
、
よ
う
や
く
築

堤
等
が
完
了
す
る
こ
と
と
な
り
、
市

民
の
皆
様
の
安
全
・
安
心
が
大
き
く

確
保
さ
れ
る
も
の
と
な
り
ま
す
。
来

年
度
、
水
害
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

の
鎮
魂
と
ご
遺
族
の
安
寧
を
願
い
、

五
十
嵐
川
水
害
復
興
記
念
公
園
に

お
い
て
、慰
霊
祭
を
挙
行
す
る
ほ
か
、

こ
れ
ま
で
当
市
の
復
興
に
向
け
支

援
し
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々

に
感
謝
の
気
持
ち
を
表
す
と
と
も

に
、
元
気
に
な
っ
た
三
条
市
を
よ
り

広
く
発
信
し
、
当
市
が
力
強
く
復
興

　
こ
れ
ま
で
、
新
市
建
設
計
画
の
理

念
達
成
や
総
合
計
画
に
掲
げ
る
将

来
都
市
像
の
実
現
に
向
け
、
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
新
市
建
設
計
画

登
載
事
業
等
を
着
実
に
推
進
す
る

と
と
も
に
、
新
市
と
な
っ
て
見
え
て

き
た
新
た
な
行
政
課
題
に
つ
い
て

取
組
を
進
め
、
着
実
に
そ
の
実
現
を

図
っ
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
来
年
度
、
新
市
建
設
計
画
登
載
事

業
の
い
わ
ゆ
る
三
大
事
業
は
、
斎
場

が
供
用
を
開
始
す
る
ほ
か
、
し
尿
処

理
施
設
は
本
体
の
建
設
工
事
に
着

手
い
た
し
ま
す
し
、
ご
み
処
理
施
設

は
建
設
に
つ
い
て
地
元
及
び
地
権

者
の
ご
了
解
を
い
た
だ
い
た
こ
と

か
ら
用
地
取
得
及
び
造
成
工
事
に

着
手
す
る
こ
と
と
併
せ
、
建
設
と
そ

の
後
の
維
持
管
理
・
運
営
を
事
業
者

が
一
体
的
に
担
う
方
式
に
よ
る
事

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
ま
ち

づ
く
り
の
推
進

〜
一
体
感
の
あ
る
三
条
市
を
目
指
し
て
〜

▼バランスの取れたまちづくりの推進　　 3,074,570千円
＊債務負担行為除く　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

斎場建設事業 (＊再掲 )　 656,417
ごみ処理施設建設事業 (＊再掲 ) 833,329
し尿処理施設建設事業 (＊再掲 ) 665,857
第二中学校区公民館建設事業 (＊再掲 )　 359,900
栄地区総合体育館建設事業 (＊再掲 )　
（うち債務負担行為）

1,283,400
（904,400）

森林管理道濁沢名下線開設事業（＊再掲） 20,000
吉ヶ平周辺整備事業（＊再掲）　 1,680
守門岳登山道整備事業（＊再掲） 5,240
粟ヶ岳登山道アクセス道路整備事業（＊再掲） 14,000
地上デジタル放送共聴施設整備事業（＊再掲） 13,150
新市建設計画の推進　
＊（新市建設計画登載事業参照）

125,997
＊

新市建設計画登載事業                            　　　　　  　　　　（単位：千円）
事　　業　　名 事業費 事　　業　　名 事業費

新保裏館線道路改築事業 (600,761) ごみ処理施設建設事業 (833,329)
半ノ木一ツ屋敷線道路改築事業 (302,538) 斎場建設事業 (656,417)
下谷地柳場新田線道路改築事業 (9,500) 下保内地区農業集落排水事業 * 355,865
金子吉田線道路改築事業 (76,100) 葎谷地区農業集落排水事業 * 36,375
矢田中曽根新田線道路改築事業 (122,600) 森林管理道布施谷線舗装事業 3,300
森町院内線道路整備事業 (4,000) 第二中学校区公民館建設事業 (359,900)
栄スマートインターチェンジ整備事業 (67,720) 守門岳登山道整備事業 (5,240)
その他市道整備事業 (45,200) 粟ヶ岳登山道アクセス道路整備事業 (14,000)
貝喰新田 1号線 (9,500) 吉ヶ平周辺整備事業 (1,680)
今井 6号線 (9,500) 森林管理道濁沢名下線開設事業 (20,000)
鬼木新田 5号線 (6,700) 交流拠点施設等整備検討事業 (113)
鹿峠村上線 (19,500) 栄地区総合体育館建設事業 (1,283,400)

公共下水道事業〔三条地区〕* 465,447 県事業負担金〔農地費〕 51,197
特環下水道事業〔栄地区〕* 189,839 県事業負担金〔道路事業〕 8,300
特環下水道事業〔下田地区〕* 389,903 県事業負担金〔街路事業〕 3,200
水道事業会計繰出金
〔栄地区配水管布設事業〕 60,000

計 31事業 6,631,781
　(　) を除く事業 1,563,426

し尿処理施設建設事業 (665,857) 特別会計 (*) を除く事業＊ 125,997
＊表中の事業費が（　）書きの事業については、６つの重点政策の各項目の中に再掲
　されています

栄地区総合体育館

平成21年度 施政方針
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７
，
２
５
９
万
１
千
円
、
前
年
度
対

比
で
２
億
９
，
１
０
９
万
８
千
円
、

５・３
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
を
確
保
し
、

確
実
な
事
業
推
進
を
図
る
一
方
で
、

行
財
政
改
革
の
推
進
と
選
択
と
集

中
に
よ
る
予
算
編
成
に
努
め
た
結

果
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お

り
、
主
要
財
政
指
標
で
は
経
常
収
支

比
率
は
０
．
５
ポ
イ
ン
ト
、
実
質
公

債
費
比
率
は
１
．
３
ポ
イ
ン
ト
の
改

善
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

予
算
案
は
、
総
額
を
98
億
２
，
４
９

０
万
円
と
し
、
健
全
な
国
保
財
政
運

営
に
努
め
な
が
ら
、
生
活
習
慣
病
の

予
防
・
改
善
を
重
点
と
し
た
保
健
事

業
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算
案
は
、
総
額
を
８
億
４
，
４
２
０

万
円
と
し
、
引
き
続
き
広
域
連
合
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
本
制
度
の
適

正
な
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
更

に
本
制
度
を
理
解
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
き
め
細
か
な
対
応
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

案
は
、
総
額
を
75
億
６
４
０
万
円
と

し
、
介
護
予
防
と
地
域
支
援
事
業
の

充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

予
算
案
は
総
額
を
９
億
８
，
４
９
０

　

ご
み
の
減
量
化
対
策
に
つ
い
て

は
、
来
年
度
か
ら
木
く
ず
、
食
品
残

渣
等
の
多
量
排
出
事
業
者
の
受
入

れ
に
つ
い
て
一
定
の
制
限
を
行
う

ほ
か
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
リ
サ

イ
ク
ル
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
緑
の
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
利
用
時
間

の
拡
大
と
処
理
手
数
料
の
引
き
下

関
係
団
体
等
と
の
連
携
を
一
層
密

に
し
な
が
ら
市
全
体
の
安
全
性
の

向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
交
通
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
を
推
進
す
る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
が
計
画
し
て
い
る
東
三
条
駅
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
工
事
に
対
し

て
補
助
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
道
及
び
県
道
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
国
道
８
号
栄
拡
幅
、
国
道
２

８
９
号
八
十
里
越
、
国
道
４
０
３
号

三
条
北
バ
イ
パ
ス
な
ど
、
当
市
の
広

域
道
路
網
を
構
築
す
る
上
で
、
欠
か

す
こ
と
が
で
き
な
い
路
線
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
国
、
県
と
も
に
財
政
状

況
が
厳
し
い
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

早
期
の
事
業
促
進
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
関
係
自
治
体
な
ど
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
引
き
続
き
、
要
望
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

都
市
計
画
道
路
の
新
保
裏
館
線

に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
信
越
線
ア
ン
ダ

ー
工
区
の
用
地
買
収
や
詳
細
設
計

等
に
加
え
、
第
２
工
区
に
お
い
て
も

用
地
買
収
に
着
手
す
る
な
ど
、
一
日

環
境
に
や
さ
し
く

安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り

万
円
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

予
算
案
は
総
額
を
38
億
８
，
９
７
０

万
円
と
し
、
下
水
道
事
業
の
進
捗
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
会
計
予
算
案
は
収
益

的
支
出
を
21
億
１
，
１
８
１
万
７
千

円
、
資
本
的
支
出
を
13
億
１
，
７
８

８
万
１
千
円
と
し
、
幹
線
配
水
管
網

の
整
備
と
老
朽
管
の
布
設
替
え
を

進
め
な
が
ら
、
良
質
な
水
道
水
の
安

定
供
給
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、
来
年
度
の
主
な
事
業
に
つ

い
て
、
総
合
計
画
の
７
つ
の
基
本
目

標
に
沿
っ
て
説
明
を
申
し
上
げ
ま

す
。

げ
を
行
い
、
せ
ん
定
枝
の
搬
入
を
促

進
し
、
資
源
の
有
効
利
用
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ご
み
の
最
終
処
分
場
で
あ
り
ま

す
道
心
坂
埋
立
地
に
つ
い
て
は
、
来

年
度
、
生
活
環
境
影
響
評
価
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
調
査
・
設
計
を
行

い
、
埋
立
容
量
の
拡
大
、
い
わ
ゆ
る

延
命
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
環
境
政
策
に
つ
い
て
は
、
一
般
家

庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
廃
食
用
油
の

資
源
化
を
進
め
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

市
内
の
一
部
で
実
施
し
て
い
た
廃

食
用
油
の
回
収
を
全
市
に
拡
大
す

る
ほ
か
、
今
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
公
共
交
通
社
会
実
験
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
全
市
一
斉
ノ

ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
を
推
進
し
、
二
酸

化
炭
素
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
環
境
フ
ェ
ス
タ

な
ど
を
通
じ
て
市
民
の
環
境
意
識

の
普
及
・
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

交
通
安
全
及
び
防
犯
に
つ
い
て

は
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
等
の
整
備
と
通

学
路
で
の
子
ど
も
の
安
全
確
保
や

高
齢
者
に
被
害
が
拡
大
し
て
い
る

振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止
、
さ
ら

に
繁
華
街
で
の
客
引
き
等
の
迷
惑

行
為
の
防
止
な
ど
、
警
察
、
地
域
、

快
適
な
都
市
環
境

を
実
感
で
き
る
ま

ち
づ
く
り

と
は
、
被
災
し
た
私
た
ち
三
条
市
民

の
使
命
で
も
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
災
害
が
発
生
し
た
際
に
こ
れ

ら
の
体
制
等
が
し
っ
か
り
機
能
す

る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
振
り

返
り
、
更
な
る
定
着
や
浸
透
を
図
る

こ
と
と
併
せ
、
今
後
も
引
き
続
き
、

総
合
防
災
訓
練
を
始
め
と
す
る
あ

ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
、
防
災
意
識

の
普
及
・
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
今
後
は
、
五
十
嵐
川
の

河
川
改
修
が
ほ
ぼ
完
了
す
る
こ
と

や
、
市
街
地
の
浸
水
被
害
の
状
況
な

ど
に
か
ん
が
み
、
内
水
対
策
に
重
点

を
置
き
、取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
年
度
も
、
湛
水
し
や
す
い
地
区
の

浸
水
被
害
の
軽
減
策
に
、
緊
急
内
水

対
策
と
し
て
、
排
水
路
の
改
良
や
ポ

ン
プ
場
の
整
備
・
増
強
な
ど
を
実
施

し
て
お
り
、
間
野
川
排
水
路
改
良
事

業
、
新
通
川
沿
線
ポ
ン
プ
場
改
良
事

業
、
元
町
地
区
等
内
水
対
策
事
業
な

ど
、
来
年
度
も
引
き
続
き
推
進
を
図

る
ほ
か
、
新
た
に
輪
之
内
ポ
ン
プ
場

排
水
区
域
な
ど
、
湛
水
し
や
す
い
地

区
に
つ
い
て
、
効
果
的
な
対
策
の
検

討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

我
が
国
の
経
済
情
勢
等
に
つ
い

て
は
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
と
お

り
、
世
界
的
な
金
融
危
機
が
実
体
経

済
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
景
気
の

後
退
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
中
で
、

企
業
の
生
産
活
動
や
投
資
の
ほ
か

個
人
消
費
も
急
速
に
落
ち
込
み
、
雇

用
不
安
も
深
刻
化
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
厳
し

い
状
況
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
地
域
経

済
の
活
性
化
に
向
け
て
行
政
と
し

て
今
の
地
域
経
済
を
底
支
え
す
る

と
同
時
に
、
新
し
い
時
代
に
向
け
た

積
極
果
敢
な
取
組
へ
の
支
援
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
地
域
経
済
活
性
化
へ

の
取
組
を
早
期
に
切
れ
目
な
く
か

つ
長
期
的
に
実
施
す
る
た
め
、
平
成

21
年
度
当
初
予
算
は
、
地
域
経
済
活

性
化
行
動
計
画
に
基
づ
き
、
平
成
20

年
度
２
月
補
正
予
算
と
一
体
の
も

の
と
と
ら
え
て
編
成
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
補
正
予
算
で
講
じ
た
対
策

は
可
能
な
も
の
か
ら
順
次
実
施
に

移
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
他
方
で
、
当
市
に
お
い
て
も
こ
れ

ら
深
刻
な
不
況
の
影
響
に
よ
り
、
法

人
市
民
税
を
始
め
と
し
て
市
税
が

減
収
と
な
る
な
ど
、
財
源
確
保
が
困

難
と
な
り
従
来
に
も
増
し
て
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、
予
算

編
成
に
当
た
っ
て
は
、
い
わ
ゆ
る
国

の
第
２
次
補
正
予
算
で
措
置
さ
れ

た
定
額
給
付
金
や
地
域
活
性
化
・
生

活
対
策
臨
時
交
付
金
な
ど
の
国
の

補
助
・
交
付
金
の
ほ
か
、
交
付
税
措

置
が
担
保
さ
れ
た
地
方
財
政
措
置

を
最
大
限
に
活
用
す
る
な
ど
、
後
年

度
に
過
度
な
負
担
を
残
さ
な
い
よ

う
配
慮
い
た
し
ま
し
た
。

　
平
成
21
年
度
当
初
予
算
は
、
こ
う

し
た
状
況
の
中
で
、
正
に
し
っ
か
り

と
根
を
広
げ
る
「
根
張
り
の
年
」
の

予
算
と
し
て
「
選
択
と
集
中
」
を
基

本
と
し
た
財
源
の
重
点
配
分
に
努

め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、一
般
会
計
予
算
案
は
、

総
額
４
８
７
億
７
０
０
万
円
、
前

年
度
対
比
で
は
55
億
７
０
０
万
円
、

12
・
７
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
投
資
的
経
費
は
57
億

平
成
21
年
度
予
算
案
の
概
要

▼防災対策の推進　  203,272千円
（単位：千円）

防犯事業 1,457
河川改修関連道路整備事業 41,010
緊急内水対策事業 135,000
水害復興記念事業 6,961
地域防災力強化事業
（うち⑳補正）

17,830
（6,129）

総合防災訓練事業 1,014

平成21年度 施政方針
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め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
林
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
森
林

組
合
と
連
携
し
て
森
林
資
源
の
涵

養
に
努
め
る
と
と
も
に
、
既
存
林
道

網
を
活
用
し
、
新
た
な
森
林
管
理
道

濁
沢
名
下
線
の
開
設
等
整
備
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

下
田
地
区
の
中
山
間
地
域
を
対

象
と
し
た
直
接
支
払
制
度
に
つ
い

て
も
、
引
き
続
き
、
活
用
を
進
め
、

豊
か
な
自
然
環
境
を
活
用
し
た
資

源
の
掘
り
起
こ
し
や
都
市
と
農
村

の
交
流
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
工
業
及
び
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
に

つ
い
て
は
、
も
の
づ
く
り
の
歴
史
を

有
す
る
燕
三
条
地
域
の
特
色
を
十

分
に
活
か
し
、
新
技
術
開
発
、
新
商

品
開
発
な
ど
新
た
な
顧
客
獲
得
に

向
け
た
取
組
や
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
よ
る
学
生
起

業
家
の
育
成
に
向
け
た
取
組
を
推

進
す
る
な
ど
、
各
種
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
事
業
の
充
実
を
図
り
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
鍛
冶
技
術
を
伝

承
す
る
鍛
冶
職
人
の
育
成
に
よ
る

伝
統
的
地
場
産
業
の
育
成
に
つ
い

て
も
、
併
せ
て
、
力
を
入
れ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
振
興
へ
の
取
組
に
つ
い
て

は
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お

　
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
市
民

の
健
康
保
持
増
進
を
目
的
と
す
る

各
種
健
診
の
受
診
率
向
上
に
努
め

る
と
と
も
に
、
健
康
運
動
教
室
や
各

種
健
康
教
室
な
ど
と
連
携
し
、
効
果

的
な
生
活
習
慣
病
の
予
防
、
改
善
に

向
け
保
健
指
導
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
食
育
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
た
ち
に
安
全
・
安
心
な
食
材
を
提

供
す
る
観
点
か
ら
、
特
別
栽
培
米
及

び
有
機
栽
培
米
を
引
き
続
き
使
用

し
、
給
食
に
用
い
る
地
元
で
生
産
可

能
な
農
産
物
に
つ
い
て
、
カ
ロ
リ
ー

ベ
ー
ス
で
の
自
給
率
向
上
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
母
子
保
健
対
策
に
つ
い
て
は
、
妊

婦
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
と

と
も
に
、
母
体
の
健
康
管
理
と
胎
児

の
健
や
か
な
発
育
を
図
り
、
安
全
・

安
心
な
出
産
が
で
き
る
よ
う
、
妊
婦

健
康
診
査
の
公
費
負
担
回
数
を
７

回
か
ら
14
回
に
拡
充
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
子
育

て
世
帯
に
よ
り
多
く
の
情
報
を
発

信
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
子
育
て
情
報
や
発
達
記
録
な

ど
の
情
報
を
保
護
者
が
管
理
で
き

る
「
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
フ
ァ
イ
ル
」

を
交
付
す
る
こ
と
と
併
せ
、
従
来
の

「
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
の
提
供

と
と
も
に
父
親
の
育
児
参
加
を
促

進
す
る
た
め
の
「
父
子
手
帳
」
を
新

た
に
発
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進

事
業
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
２
小
学

校
区
で
開
設
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
大
崎
小
学
校
区
の
児
童
ク
ラ

ブ
に
お
け
る
過
密
状
態
を
解
消
す

る
た
め
、
本
年
４
月
に
松
ノ
木
児
童

館
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

　

福
多
保
育
所
と
大
和
保
育
所
の

統
合
に
よ
る
「（
仮
称
）
中
央
保
育

所
」
の
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、
来

年
度
、
着
手
で
き
る
よ
う
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
早
期
療
育
事
業
と
し
て
実

施
し
て
い
る
子
ど
も
発
達
相
談
室

に
つ
い
て
は
、
開
設
日
を
週
３
日
か

ら
週
５
日
に
拡
大
し
、
新
た
に
言
葉

の
発
達
支
援
の
専
門
職
員
を
配
置

す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
層
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
策
定
い
た
し
ま
す
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
・
第
４
期
介
護
保
険
事
業

計
画
に
基
づ
き
、
安
定
的
か
つ
継
続

的
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行

う
と
と
も
に
、
健
康
運
動
教
室
や
新

た
に
取
り
入
れ
る
市
独
自
の
介
護

予
防
体
操
の
普
及
を
図
り
、
効
果
的

な
介
護
予
防
施
策
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
在
宅
高
齢
者
の

支
援
の
要
で
あ
る
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
現
在
の
１
か
所
か
ら

５
か
所
に
増
設
し
、
地
域
支
援
事
業

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
平

成
18
年
度
に
施
行
さ
れ
た
障
害
者

自
立
支
援
法
が
３
年
経
過
し
見
直

し
が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
円

滑
な
移
行
を
図
る
と
と
も
に
、
改
定

を
行
い
ま
し
た
障
が
い
福
祉
計
画

に
基
づ
き
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

り
、
そ
の
事
務
を
営
業
戦
略
室
に
移

管
し
、
観
光
を
取
り
込
ん
だ
営
業
・

広
域
宣
伝
戦
略
の
推
進
を
図
る
ほ

か
、
広
域
観
光
も
視
野
に
入
れ
た
各

種
観
光
・
体
験
ツ
ア
ー
を
、
引
き
続

き
実
施
し
、
恵
ま
れ
た
観
光
資
源
を

活
用
す
る
た
め
、
吉
ヶ
平
周
辺
や
守

門
岳
登
山
道
の
整
備
を
進
め
る
な

ど
、
市
外
・
県
外
か
ら
の
誘
客
に
つ

な
が
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。健

や
か
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り

も
早
く
市
民
の
皆
様
に
事
業
効
果

を
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
早

期
の
嵐
南
地
区
全
線
開
通
を
目
指

し
、整
備
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
加
え
て
、
半
ノ
木
一
ツ
屋
敷
線
、

金
子
吉
田
線
な
ど
の
幹
線
道
路
改

良
事
業
、
保
育
所
等
の
小
規
模
維
持

補
修
工
事
、
塚
野
目
地
区
基
盤
整
備

促
進
事
業
な
ど
に
つ
い
て
も
、
経
済

対
策
の
側
面
も
考
慮
に
入
れ
、
計
画

を
前
倒
し
し
、
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
こ
の
ほ
か
、
潤
い
と
や
す
ら
ぎ
の

河
川
空
間
を
創
設
す
る
こ
と
を
目

的
に
整
備
を
進
め
て
き
た
五
十
嵐

川
水
害
復
興
記
念
公
園
と
側
帯
が
、

一
部
を
残
し
て
、
今
年
度
完
成
い
た

し
ま
す
。
今
後
、
多
く
の
方
々
か
ら

五
十
嵐
川
と
こ
れ
ら
の
施
設
に
愛

着
を
持
ち
活
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
、
河

川
環
境
の
維
持
管
理
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
ど
こ
か
ら
で
も
簡
便
か

つ
安
全
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
電
子
自

治
体
の
構
築
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

試
験
運
用
を
進
め
て
き
た
電
子
入

札
を
来
年
度
か
ら
本
運
用
を
開
始

し
、
事
業
者
の
皆
様
の
利
便
性
の
向

上
や
事
務
の
効
率
化
を
図
る
ほ
か
、

　

小
中
一
貫
教
育
を
成
功
さ
せ
る

鍵
は
、
義
務
教
育
９
年
間
を
見
通
し

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
編
成
や
そ
の

学
区
の
特
性
を
踏
ま
え
た
学
校
間

の
連
携
・
接
続
、
小
・
中
学
生
の
交

流
活
動
、
相
互
乗
り
入
れ
授
業
な
ど

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
議

論
を
深
め
実
践
し
て
い
く
こ
と
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
そ
の
要
と

な
る
教
職
員
の
配
置
が
極
め
て
重

要
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
嘱
託
指

導
主
事
を
増
員
す
る
こ
と
と
併
せ
、

モ
デ
ル
校
に
指
定
し
た
小
・
中
学
校

と
そ
の
他
の
中
学
校
に
講
師
を
合

計
15
人
配
置
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
児

童
・
生
徒
一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
適
切
な
指
導
及
び
必

要
な
支
援
を
行
う
た
め
に
、
特
別
支

援
教
育
指
導
員
を
増
員
す
る
と
と

も
に
、
教
員
研
修
を
充
実
す
る
な
ど

支
援
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
小・中
学
校
の
施
設
整
備
の
う
ち
、

児
童
・
生
徒
の
学
習
・
生
活
の
場
で

あ
る
学
校
施
設
の
耐
震
化
に
つ
い

て
は
、
現
在
行
っ
て
お
り
ま
す
耐
震

診
断
の
結
果
を
踏
ま
え
た
上
で
、
必

要
な
措
置
を
着
実
に
実
施
し
て
い

く
ほ
か
、
大
崎
小
学
校
、
荒
沢
小
学

校
及
び
第
四
中
学
校
の
プ
ー
ル
改

修
な
ど
施
設
の
充
実
を
図
り
、
子
ど

も
た
ち
が
安
全
・
安
心
に
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
教
育
環
境
の
整

備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
い
よ
い
よ「
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
市
に
お
い
て

「
軟
式
野
球
」「
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ

ィ
ン
グ
」「
カ
ヌ
ー
」「
馬
術
」
の
各

競
技
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
市

民
総
参
加
で
、
７
・
13
豪
雨
水
害
で

の
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
温
か
い

ご
支
援
に
対
す
る
感
謝
と
お
も
て

な
し
の
心
を
持
っ
て
お
迎
え
で
き

る
よ
う
、
関
係
団
体
と
更
に
連
携
を

密
に
し
、
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
芸
術・文
化
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

県
内
外
の
劇
場
や
美
術
館
で
芸
術

鑑
賞
す
る
事
業
を
拡
充
す
る
ほ
か
、

次
代
を
担
う
若
者
に
よ
る
音
楽
交

　
農
業
に
つ
い
て
は
、
国
に
お
い
て

本
年
１
月
に
米
の
生
産
調
整
の
見

直
し
を
含
め
た
議
論
が
な
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
推
移
を
見
極

め
な
が
ら
、
農
政
改
革
の
対
応
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
水
田
経
営
所
得

安
定
対
策
や
米
政
策
改
革
対
策
、
農

地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
に
つ

い
て
は
、
更
な
る
効
果
を
挙
げ
る
べ

く
、鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
加
え
て
、
農
業
基
盤
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
県
営
圃
場
整
備
事
業
や
か

ん
が
い
排
水
事
業
等
の
促
進
に
努

よ
り
広
く
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、

各
種
電
子
申
請
・
届
出
の
普
及
も
、

引
き
続
き
、推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

豊
か
な
心
を
は
ぐ

く
み
、
ふ
れ
あ
い

と
感
動
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り

流
イ
ベ
ン
ト
へ
の
支
援
な
ど
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

諸
橋
轍
次
記
念
館
に
お
い
て
は
、

博
士
の
業
績
を
親
し
み
の
あ
る
形

で
広
く
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
た

め
、
博
士
の
業
績
を
題
材
と
し
た
紙

芝
居
を
作
成
し
市
内
全
小
学
校
に

配
付
す
る
ほ
か
、
博
士
が
遺
さ
れ
た

書
を
集
め
た
特
別
展
を
企
画
開
催

し
、
施
設
の
活
性
化
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

時
代
の
変
化
に
対

応
で
き
る
産
業
を

創
出
す
る
ま
ち
づ

く
り

平成21年度 施政方針
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食
育
推
進
お
よ
び
農

業
振
興
審
議
会
委
員

を
募
集

健
康
づ
く
り
課
食
育
推
進
室

　
　
　
　
　
　


内
線
３
２
５

　

市
で
は
「
食
育
の
推
進
と
農
業

の
振
興
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ

き
「
食
育
推
進
及
び
農
業
振
興
審

議
会
」
を
設
置
し
ま
す
。
こ
の
条

例
を
具
体
的
に
推
進
す
る
計
画
づ

く
り
や
そ
の
取
り
組
み
方
法
な
ど

に
つ
い
て
意
見
を
い
た
だ
く
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
…
市
内
に
お
住
ま
い
の
20

歳
以
上
の
方
で
、
食
育
お
よ
び

農
業
に
関
心
が
あ
り
、
意
見
を

お
持
ち
の
方

▼
定
員
…
…
…
…
…
…
２
人
程
度

▼
任
期
…
…
…
…
…
…
…
…
２
年

▼
会
議
の
開
催
…
年
間
２
回
程
度

▼
報
酬
…
市
の
基
準
に
基
づ
い
て

支
払
い

▼
申
込
方
法
…
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
職
業

を
記
入
の
上
、「
食
育
お
よ
び

農
業
」
に
つ
い
て
８
０
０
字
程

度
に
ま
と
め
郵
送
、
持
参
、

フ
ァ
ク
ス
32
８
３
９
１
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ルsyokuiku@

city.
sanjo.niigata.jp

で
提
出
し

て
く
だ
さ
い

▼
申
込
期
限
…
…
…
４
月
27
日
㈪

時
20
分

▼
対
象
…
ど
な
た
で
も
（
小
学
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

▼
定
員
…
各
回
20
人
（
申
し
込
み

順
）

＊
当
日
の
午
後
６
時
30
分
ま
で
に

直
接
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い

▼
内
容
…
観
望
と
星
の
説
明
な
ど

市
民
星
空
観
測
会

▼
と
き
…
４
月
25
日
㈯
午
後
7
時

30
分
〜
９
時

▼
対
象
…
市
内
に
お
住
い
ま
た

は
、
お
勤
め
の
方
（
小
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）

▼
定
員
…
…
40
人（
申
し
込
み
順
）

し
ら
さ
ぎ
荘
か
ら
の

お
知
ら
せ

し
ら
さ
ぎ
荘　


45
０
８
８
８

星
空
観
測
一
般
開
放
デ
ー

▼
と
き
…
４
月
15
日
㈬
１
回
目
午

後
7
時
30
分
、
２
回
目
午
後
８

▼
申
込
期
間
…
４
月
10
日
㈮
〜
20

日
㈪
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

＊
電
話
で
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ

い
▼
内
容
…
星
座
と
星
の
説
明
、
望

遠
鏡
に
よ
る
観
望
な
ど

＊
曇
天
・
雨
天
時
は
室
内
で
星
空

説
明
、
工
作
（
別
途
教
材
費
が

百
円
程
度
掛
か
り
ま
す
）
な
ど

を
行
い
ま
す

天
体
望
遠
鏡
操
作
研
修
会

▼
と
き
…
４
月
26
日
㈰
・
28
日
㈫

午
後
7
時
30
分
〜
9
時

▼
対
象
…
地
域
活
動
な
ど
で
天
体

望
遠
鏡
を
活
用
し
た
い
高
校
生

以
上
の
方

▼
定
員
…
…
20
人（
申
し
込
み
順
）

▼
申
込
期
間
…
４
月
３
日
㈮
〜
16

日
㈭
午
前
9
時
〜
午
後
9
時

＊
電
話
で
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ

い
▼
内
容
…
…
…
実
技
指
導
と
座
学

◆
共
通
事
項

▼
参
加
費
（
入
館
料
）

・
65
歳
以
上
…
百
五
十
円

・
12
歳
〜
64
歳
…
二
百
五
十
円

・
11
歳
以
下
…
百
円

▼
そ
の
他
…
12
歳
以
上
の
入
浴
希

望
者
は
、
別
途
入
湯
税
百
五
十

円
が
必
要
で
す
。
暖
か
い
服
装

で
お
い
で
く
だ
さ
い

特別展「良寛遺墨展」
歴史民俗産業資料館　33４４４６
　市内に伝わる良寛の遺墨を紹介します。資
料館はじまって以来の良寛展です。

▼とき…４月10日㈮～５月６日㈬

　

五
十
嵐
川
河
川
改
修
に
伴
う
橋

梁
の
架
け
替
え
、
排
水
機
場
の
改
築

等
に
つ
い
て
は
、
常
盤
橋
は
本
年
の

夏
、
嵐
川
橋
は
秋
の
供
用
開
始
を
目

指
し
て
、
引
き
続
き
、
推
進
す
る
ほ

か
、
新
通
川
及
び
島
田
川
の
樋
門
及

び
排
水
機
場
に
つ
い
て
も
、
早
期
の

完
成
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
刈
谷
田
川
、
信
濃
川
に
つ

い
て
も
、
お
お
む
ね
工
事
が
完
了
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
石
上
、

大
野
畑
な
ど
一
部
の
区
間
で
築
堤

工
事
等
が
残
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
工

事
等
に
つ
い
て
も
促
進
し
、
一
日
も

早
い
市
民
の
皆
様
の
安
全
・
安
心
の

確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
河
川
改
修
に
一

定
の
目
途
が
つ
い
た
こ
と
か
ら
、
既

存
の
避
難
準
備
情
報
や
避
難
勧
告

な
ど
の
発
令
基
準
の
見
直
し
を
行

う
と
と
も
に
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

見
直
し
に
も
着
手
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

は
、
組
織
率
の
向
上
に
鋭
意
努
め
る

　

ま
ち
づ
く
り
活
動
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
３
年
間
継
続

し
て
き
た
「
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト

交
付
金
」
を
全
体
と
し
て
事
業
効
果

が
上
が
る
よ
う
し
っ
か
り
検
証
し

な
が
ら
、
来
年
度
も
実
施
す
る
と
と

も
に
、
今
後
、
立
ち
上
が
り
が
予
定

さ
れ
て
い
る
中
間
支
援
組
織
に
支

援
を
行
い
、
活
動
の
活
発
化
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
推
進
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、
策

定
い
た
し
ま
す
「（
仮
称
）
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進
指
針
」
に
基

づ
き
、
よ
り
多
く
の
方
々
が
利
用
し

や
す
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

努
め
る
と
と
も
に
、
公
共
施
設
の
新

設
等
に
当
た
っ
て
は
、「
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
施
設
利
用
懇
話
会
」

の
意
見
な
ど
を
参
考
に
、
整
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
合
併
以
降
、
三
条
市
の
素
晴
ら
し

い
数
々
の
魅
力
を
広
く
市
内
外
の

皆
様
か
ら
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
広
報
広
聴
に
は
力
を
注
い
で
ま

い
り
ま
し
た
。
三
条
市
の
知
名
度
が

上
が
る
こ
と
が
市
民
の
皆
様
の
誇

り
や
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が

る
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
、
効
果

的
か
つ
積
極
的
な
広
報
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
以
上
、
来
年
度
の
施
政
方
針
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
何
と
ぞ

議
会
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
ご
決
定
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市
民
と
行
政
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

で
築
く
明
日
の
ま

ち
ほ
か
、
よ
り
一
層
の
防
災
技
術
の
向

上
を
図
る
た
め
、
新
た
に
防
災
研
修

会
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

お
わ
り
に

災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り

平成21年度 施政方針
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各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室

健
康
づ
く
り
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　


内
線
７
１
６

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

小
・
中
学
生
が
気
軽
に
参
加
で

き
る
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

▼
内
容
…
陸
上
、
少
林
寺
拳
法
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
サ
ッ
カ
ー
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ホ
ッ
ケ
ー
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
、
柔
道
、
空
手
道

親
子
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者
が
気

軽
に
参
加
で
き
る
親
子
ス
ポ
ー
ツ

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
申
込
開
始
日
…
４
月
６
日
㈪

（
申
し
込
み
順
）　

＊
詳
し
く
は
、
本
紙
と
一
緒
に
配

布
し
た
「
ス
ポ
ー
ツ
カ
レ
ン
ダ

ー
」
を
ご
覧
の
上
、
最
終
ペ
ー

ジ
の
申
込
書
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
一
般
の
方
向
け
の

ス
ポ
ー
ツ
教
室
は
、
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
り
ん
ぐ
る

の
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
開

催
し
ま
す
。
３
月
１
日
に
全
戸

配
布
の
、
り
ん
ぐ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
２
０
０
９
を
ご
覧
く
だ
さ
い

売
れ
る
も
の
づ
く

り
・
し
く
み
づ
く
り

支
援
事
業
補
助
金

商
工
課
商
工
係

　
　
　
　
　
　


内
線
４
２
０

　

新
商
品
開
発
や
販
路
開
拓
な
ど

受
注
拡
大
に
向
け
た
市
内
中
小
企

業
者
な
ど
を
対
象
に
支
援
事
業
を

実
施
し
ま
す
。
農
業
、
製
造
業
、

卸
売
業
、
運
輸
業
、
サ
ー
ビ
ス
業

な
ど
広
範
な
業
種
を
対
象
と
し
、

中
で
も
農
商
工
、
産
学
官
、
産
産

な
ど
の
連
携
に
よ
る
新
た
な
取
り

組
み
を
支
援
し
ま
す
。

売
れ
る
も
の
づ
く
り
支
援
事
業

・
調
査
研
究
事
業
…
企
画
す
る
た

め
に
必
要
な
調
査
ま
た
は
研
究

に
関
す
る
事
業

・
製
品
等
開
発
事
業
…
実
用
化
す

る
た
め
に
必
要
な
試
作
・
開
発

な
ど
に
関
す
る
事
業

▼
補
助
額
…

・
調
査
研
究
事
業
…
補
助
対
象
経

費
の
５
分
の
４
以
内
で
１
０
０

万
円
を
限
度

・
製
品
等
開
発
事
業
…
補
助
対
象

経
費
の
５
分
の
４
以
内
で
４
０

０
万
円
を
限
度

売
れ
る
し
く
み
づ
く
り
支
援
事

業・企
業
グ
ル
ー
プ
出
展
支
援
事
業

…
見
本
市
な
ど
に
中
小
企
業
者

の
集
団
、
組
合
ま
た
は
任
意
団

体
が
自
ら
開
発
し
た
製
品
な
ど

を
出
展
す
る
事
業

▼
補
助
額
…

・
企
業
グ
ル
ー
プ
出
展
支
援
事
業

…
補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４

以
内
で
２
０
０
万
円
を
限
度

◆
共
通
事
項

▼
申
請
期
限
…
…
…
４
月
30
日
㈭

＊
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

今
後
の
支
援
予
定

・
市
借
上
げ
ブ
ー
ス
出
展
支
援
事

業
…
見
本
市
で
市
が
借
り
上
げ

た
展
示
場
所
を
利
用
し
て
中
小

企
業
者
な
ど
が
自
ら
開
発
し
た

製
品
な
ど
を
出
展
す
る
事
業

・
販
路
開
拓
勉
強
会
支
援
事
業
…

販
路
開
拓
に
当
た
り
中
小
企
業

者
な
ど
が
市
の
指
定
す
る
見
本

市
な
ど
の
勉
強
会
な
ど
に
参
加

す
る
事
業

事
業
所
設
置
活
動
の

奨
励
金

商
工
課
商
工
係

　
　
　
　
　
　


内
線
２
１
７

　

地
場
産
業
の
振
興
と
雇
用
機
会

の
確
保
増
大
を
図
る
た
め
、
市
内

で
事
業
所
設
置
活
動
を
行
う
企
業

に
対
し
て
、
奨
励
金
の
交
付
を
行

っ
て
い
ま
す
。

三
条
市
企
業
設
置
奨
励
条
例

▼
対
象
…
次
の
基
準
に
該
当
す
る

事
業
所
を
設
置
す
る
企
業

１　

製
造
業

・
新
設
…
対
象
と
な
る
固
定
資
産

評
価
額
が
七
千
万
円
以
上
で
、

か
つ
、
常
用
雇
用
者
数
が
10
人

以
上

・
増
設
・
移
設
・
改
設
…
対
象
と

な
る
固
定
資
産
評
価
額
が
三
千

万
円
以
上

２　

卸
売
業
、道
路
貨
物
運
送
業
、

旅
館
業
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
業

・
新
設
…
対
象
と
な
る
固
定
資
産

評
価
額
が
五
千
万
円
以
上
で
、

か
つ
、
常
用
雇
用
者
数
が
５
人

以
上

・
増
設
・
移
設
・
改
設
…
対
象
と

な
る
固
定
資
産
評
価
額
が
２
千

万
円
以
上

三
条
市
中
小
企
業
集
団
化
奨
励

条
例

▼
対
象
…
中
小
企
業
者
で
、
集
団

化
事
業
を
行
う
事
業
協
同
組
合

な
ど
お
よ
び
そ
の
構
成
員
ま
た

は
そ
れ
ら
に
準
ず
る
企
業
（
市

内
の
工
業
団
地
で
新
設
・
増
設
・

移
設
・
改
設
す
る
中
小
企
業
者
）

両
制
度
共
通

・
奨
励
金
の
内
容
…
新
た
に
設
置

さ
れ
た
事
業
所
な
ど
の
固
定
資

産
税
相
当
額
を
、
課
税
さ
れ
た

翌
年
度
か
ら
３
年
間
、
奨
励
金

と
し
て
交
付

・
対
象
と
な
る
固
定
資
産
…
事
業

の
た
め
に
新
た
に
取
得
さ
れ
た

土
地
・
家
屋
お
よ
び
償
却
資
産

（
土
地
は
、
取
得
し
た
日
か
ら

３
年
以
内
に
事
業
の
た
め
に
家

屋
の
建
築
に
着
手
し
た
場
合
に

限
る
）

・
申
請
手
続
…
設
置
す
る
事
業
所

の
建
築
に
着
手
す
る
前
に
、
指

定
申
請
書
を
市
長
あ
て
に
提
出

き
っ
と
た
の
し
い

「
み
ん
な
で
農
業
」

体
験
講
座

中
央
公
民
館　


32
４
８
１
１

　

市
内
の
耕
作
地
で
夏
野
菜
や
ハ

ー
ブ
な
ど
の
栽
培
を
体
験
し
、
自

ら
収
穫
し
た
野
菜
な
ど
を
味
わ
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
…
５
月
10
日
㈰
〜
11
月
８

日
㈰
（
全
11
回
、
月
２
回
程
度

開
催
）
午
前
９
時
〜
11
時

▼
と
こ
ろ
…
井
栗
地
内
の
耕
作
地

▼
区
画
な
ど
…
１
人
１
区
画
（
１

区
画
15
坪
）

＊
希
望
に
よ
り
２
区
画
ま
で
可

▼
対
象
…
農
業
未
経
験
者
の
方

で
、
市
内
に
お
住
ま
い
で
、
車

な
ど
の
移
動
手
段
を
お
持
ち
の

40
歳
以
上
の
方

▼
定
員
…
20
人
（
定
員
を
超
え
る

▼
対
象
…
…
…
…
60
歳
以
上
の
方

▼
定
員
…
１
５
０
人
（
申
し
込
み

順
）

▼
受
講
料
…
二
千
円
（
視
察
研
修

に
必
要
な
経
費
は
実
費
）

▼
申
込
開
始
日
…
…
４
月
６
日
㈪

▼
申
込
方
法
…
受
講
料
を
添
え
て

申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い

手
作
り
加
工
を
楽
し

む
会
（
加
工
体
験
講

座
）

サ
ン
フ
ァ
ー
ム
三
条
（
農
業
体
験

交
流
セ
ン
タ
ー
）

38
２
５
５
６

▼
と
き
・
内
容
…
…
前
期
コ
ー
ス

・
４
月
29
日
（
水
・
昭
和
の
日
）、

ウ
ィ
ン
ナ
ー
（
５
０
０
㌘
）

・
５
月
17
日
㈰
、
み
そ
（
７
㌕
）

・
６
月
14
日
㈰
、
さ
さ
団
子
（
20

個
）

・
７
月
12
日
㈰
、
そ
ば
（
５
人
前
）

＊
い
ず
れ
も
午
前
９
時
か
ら

▼
対
象
…
全
講
座
出
席
で
き
る
方

▼
定
員
…
…
16
人（
申
し
込
み
順
）

▼
参
加
費
…
…
…
材
料
代（
実
費
）

▼
申
込
開
始
日
…
…
４
月
７
日
㈫

三
条
地
区
ク
リ
ー
ン

デ
ー

環
境
課
生
活
環
境
係

　
　
　
　
　
　


内
線
２
４
１

　

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
に
は
皆

さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。
自
治

会
長
ま
た
は
衛
生
担
当
者
の
指
示

に
従
い
、
道
路
や
公
園
な
ど
の
清

掃
活
動
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
詳
し

く
は
、
各
自
治
会
の
回
覧
板
お
よ

び
チ
ラ
シ
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
と
き
…
４
月
19
日
㈰
午
前
７
時

〜
８
時
（
雨
天
決
行
）

＊
栄
・
下
田
地
区
は
８
月
に
開
催

予
定
で
す

場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
費
…
１
区
画
二
千
円
（
種

苗
代
な
ど
）

▼
申
込
期
間
…
４
月
６
日
㈪
〜
20

日
㈪

＊
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
し
て
く

だ
さ
い

高
齢
者
教
室

中
央
公
民
館　


32
４
８
１
１

▼
と
き
…
４
月
28
日
㈫
〜
11
月
９

日
㈪
（
全
15
回
）
午
前
10
時

＊
１
回
目
の
み
午
後
１
時
か
ら

▼
と
こ
ろ
…
…
中
央
公
民
館
ほ
か

▼
内
容
…

・
心
疾
患
に
つ
い
て

・
だ
ま
さ
れ
て
た
ま
る
か
振
り
込

め
詐
欺

・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
っ
て
な

ぁ
〜
に　
　

ほ
か

ナ
イ
タ
ー
施
設
・
早

朝
グ
ラ
ウ
ン
ド
施
設

利
用
の
団
体
登
録

健
康
づ
く
り
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
　
　
　
　
　


内
線
２
８
８

　

平
成
21
年
度
に
、
市
内
小
・
中

学
校
ナ
イ
タ
ー
施
設
お
よ
び
三
条

東
高
等
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
早
朝

利
用
を
希
望
す
る
チ
ー
ム（
団
体
）

は
、
登
録
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
申
込
方
法
…
健
康
づ
く
り
課
・

体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
・
栄
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
下
田
体
育
館

に
設
置
し
て
あ
る
申
込
書
、
ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
記
入
の
上
、
代

表
者
会
議
当
日
に
持
参
し
て
く

だ
さ
い

登
録
団
体
の
代
表
者
会
議
お
よ

び
貸
出
抽
選
会

▼
と
き
…
４
月
９
日
㈭
午
後
７
時

30
分

▼
と
こ
ろ
…
三
條
機
械
ス
タ
ジ
ア

ム

三条地区クリーンデー
環境課生活環境係内線２４１

　きれいなまちづくりには皆さんの
協力が必要です。自治会長または衛
生担当者の指示に従い、道路や公園
などの清掃活動を行いましょう。詳
しくは、各自治会の回覧板およびチ
ラシなどでご確認ください。
▼とき…４月19日㈰午前７時～８時
（雨天決行）
＊栄・下田地区は８月に開催予定で
す

春のトッキッキまつり
国体推進室　内線７１２　

　4月19日㈰に行われるトッキ
ッキダンスコンテスト三条市
地区予選会会場で、トキめき新
潟国体ＰＲイベント「春のトッ
キッキまつり」を開催します。
クイズで国体を知ることができ
る各競技会場クイズラリーや、
各競技会場に掲示する選手応援
グッズ作り、トッキッキグッズ
がもらえる宝探しゲームや飲食
店、国体グッズの出店など、催
し物が盛りだくさんです。

▼ とき…４月19日㈰午前9時～
午後3時30分

▼ところ…厚生福祉会館体育館・
体育館前駐車場

広報さんじょう４月１日号 36
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狂
犬
病
予
防
注
射
の

日
程

環
境
課
生
活
環
境
係

　
　
　
　
　


内
線
２
４
１

　

平
成
21
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注

射
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
都

合
の
よ
い
会
場
で
受
け
て
く
だ
さ

い
。
す
で
に
登
録
済
み
の
飼
い
主

の
方
へ
は
、
案
内
は
が
き
を
郵
送

し
ま
す
。
は
が
き
に
押
印
し
、
裏

面
の
問
診
票
に
記
入
の
上
、
会
場

へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
初
め
て
の

方
は
、
会
場
で
登
録
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▼
犬
の
登
録
お
よ
び
狂
犬
病
予
防

注
射
の
日
程
…
…
…
表
の
通
り

▼
費
用
…

・
毎
年
受
け
て
い
る
方
…
三
千
百

円
（
内
訳
：
注
射
料
金
二
千
五

百
五
十
円　

注
射
済
票
交
付
手

数
料
五
百
五
十
円
）

・
初
め
て
受
け
る
方
…
六
千
百
円

（
内
訳
：
内
訳
：
注
射
料
金
二

千
五
百
五
十
円　

注
射
済
票
交

付
手
数
料
五
百
五
十
円
、
登
録

手
数
料
三
千
円
）

▼
注
意
事
項
…

とき ところ 時　　間

4月17日㈮
大島公民館 午前10～10時30分
井栗公民館 午後0時30分～2時

4月20日㈪
総合福祉センター 午前10～11時30分
大崎公民館 午後1時30分～3時

4月21日㈫
本成寺公民館 午前9時30分～10時30分
厚生福祉会館 午後0時30分～2時

4月22日㈬
尾崎集会所 午前9時20～9時50分
しらさぎ森林公園 午前10時30分～11時
栄庁舎裏車庫棟前 正午～午後1時30分

4月23日㈭
下田公民館森町分館 午前10～10時30分
下田庁舎前 午前11時30分～午後1時
ウェルネスしただ 午後1時30分～2時

4月24日㈮ 三条地域振興局 午前11時～午後1時

・
他
の
市
町
村
会
場
で
注
射
を
受

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

・
注
射
会
場
へ
は
首
輪
を
点
検

し
、
必
ず
犬
を
制
御
で
き
る
方

が
連
れ
て
来
て
く
だ
さ
い

・
上
記
日
程
で
都
合
の
悪
い
場
合

は
、
動
物
病
院
で
受
け
て
く
だ

さ
い
（
別
途
費
用
が
掛
か
り
ま

す
）

お
願
い

　

犬
は
生
涯
一
度
の
登
録
制
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
死
亡

し
た
場
合
、
飼
い
主
や
住
所
が
変

わ
っ
た
場
合
は
次
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。

▼
犬
が
死
亡
し
た
場
合
…
死
亡
届

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

▼
飼
い
主
ま
た
は
住
所
が
変
わ
っ

た
場
合
…
登
録
事
項
変
更
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

・
飼
い
主
が
変
わ
っ
た
場
合
…
新

し
く
飼
い
主
に
な
っ
た
方
が
お

住
ま
い
の
市
町
村
窓
口
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い

・
住
所
が
変
わ
っ
た
場
合
…
新
し

い
住
所
地
の
市
町
村
窓
口
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ
…
環
境
課
、
栄
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

45
４
１

１
１
、
下
田
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー

46
２
５
１
１

中
小
企
業
大
学
校
が

行
う
研
修
の
受
講
料

を
助
成

商
工
課
商
工
係

　
　
　
　
　
　


内
線
２
１
５

補
助
対
象

　

市
内
に
事
業
所
を
有
し
、
次
に

掲
げ
る
基
準
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
会
社
ま
た
は
個
人
の
方

・
製
造
業
そ
の
他
の
業
種
３
０
０

人
以
下
ま
た
は
三
億
円
以
下 

・
卸
売
業
１
０
０
人
以
下
ま
た
は

一
億
円
以
下 

・
小
売
業
50
人
以
下
ま
た
は
五
千

万
円
以
下 

・
サ
ー
ビ
ス
業
１
０
０
人
以
下
ま

た
は
五
千
万
円
以
下

・
県
な
ど
の
他
の
補
助
金
と
重
複

し
て
助
成
を
受
け
る
事
は
で
き

ま
せ
ん

・
平
成
21
年
度
末
ま
で
に
限
り
、

各
研
修
ご
と
に
１
事
業
所
あ
た

り
２
人
ま
で
補
助
対
象
と
な
り

ま
す

補
助
率

　

研
修
受
講
料
の
３
分
の
１
（
千

円
未
満
切
り
捨
て
）

＊
補
助
金
受
給
の
手
続
き
な
ど
、

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
問
い
合
わ
せ

し
て
く
だ
さ
い

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
認
証
事

務
の
お
知
ら
せ

地
域
経
営
課
地
域
振
興
係


内
線
７
２
７

　

４
月
１
日
㈬
か
ら
特
定
非
営
利

活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
の
設

立
・
運
営
・
監
督
な
ど
に
関
す
る

事
務
が
新
潟
県
か
ら
三
条
市
へ
移

譲
さ
れ
ま
す
。
詳
し
い
内
容
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
申
請
な
ど
の
関
連
規
則

や
書
式
、
手
引
き
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
閲
覧
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が

で
き
ま
す
。

市
民
総
合
大
学
講
師

募
集

中
央
公
民
館　


32
４
８
１
１

　

市
民
総
合
大
学
の
開
設
に
伴

い
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の

能
力
（
資
格･
技
術･
知
識･

経
験

な
ど
）
を
講
師
と
し
て
活
用
し
て

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

▼
内
容
…
中
央
公
民
館
で
現
在
開

設
し
て
い
る
講
座･

教
室
以
外

の
内
容
の
講
師
（
基
本
的
に
ジ

ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
）

▼
対
象
…
20
歳
以
上
の
市
民
で
講

師
に
ふ
さ
わ
し
い
資
格
な
ど
を

有
す
る
方

▼
申
込
期
間
…
…
…
４
月
24
日
㈮

＊
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
し
て
く

だ
さ
い

斎
場
使
用
料
が
無
料

に
な
り
ま
す

市
民
窓
口
課
市
民
総
合
窓
口
係


内
線
２
９
５

　

４
月
１
日
㈬
か
ら
、
市
内
に
住

所
を
有
す
る
方
が
亡
く
な
ら
れ
た

場
合
な
ど
の
斎
場
使
用
料
を
無
料

と
し
ま
す
。

ほ
っ
と
お
茶
の
間

中
央
公
民
館　


32
４
８
１
１

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

車
を
運
転
す
る
際
に
は
、
子
ど

も
や
高
齢
者
を
見
掛
け
た
ら
速
度

を
落
と
す
な
ど
、
思
い
や
り
の
あ

る
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

＊
４
月
10
日
㈮
は
「
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
で
す

家
の
周
囲
の
清
掃
や

汚
水
側
溝
の
泥
上
げ

を
し
ま
し
ょ
う

環
境
課
生
活
環
境
係

　
　
　
　
　


内
線
２
４
１

春
の
側
溝
清
掃
期
間

　
　

４
月
１
日
㈬
〜
５
月
31
日
㈰

　

４
・
５
月
は
春
の
側
溝
清
掃
期

間
で
す
。泥
上
げ
を
す
る
と
き
は
、

次
の
こ
と
に
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

・
泥
上
げ
は
、
自
治
会
ま
た
は
衛

生
担
当
者
の
指
示
に
従
い
、
側

溝
清
掃
期
間
中
に
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

・
市
は
、
泥
の
回
収
を
行
っ
て
い

ま
す
。
回
収
を
希
望
す
る
自
治

会
・
衛
生
組
合
は
事
前
に
申
し

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

泥
の
運
搬
日
に
は
車
へ
の
積
み

　

中
央
公
民
館
の
和
室
を
無
料
開

放
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
自
由
に

利
用
で
き
ま
す
。

▼
と
き
…
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日

正
午
〜
午
後
５
時

漢
字
能
力
検
定

諸
橋
轍
次
記
念
館

47
２
２
０
８

▼
と
き
…
６
月
６
日
㈯
午
後
2
時

▼
検
定
料
…

・
８
〜
10
級
…
千
五
百
円

・
準
２
〜
７
級
…
二
千
円

・
２
級
…
四
千
円

▼
申
込
方
法
…
所
定
の
申
込
用
紙

に
記
入
の
上
、
検
定
料
を
添
え

て
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い

▼
申
込
用
紙
設
置
場
所
…
生
涯
学

習
課
、
諸
橋
轍
次
記
念
館

▼
申
込
期
限
…
…
…
４
月
30
日
㈭

春
の
全
国
交
通
安
全

運
動

環
境
課
防
犯
・
交
通
係

　
　
　
　
　
　


内
線
３
８
２

運
動
期
間
4
月
6
日
㈪
〜
15
日
㈬

ス
ロ
ー
ガ
ン
：
義
と
愛
の　

心
で

つ
な
ぐ　

春
の
道

▼
運
動
の
重
点
…

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

・
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

堆
肥
と
し
て
の
資
源
化
を
図
る
こ

と
を
奨
励
す
る
た
め
、
生
ご
み
処

理
機
器
購
入
費
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

▼
補
助
金
交
付
対
象
…
市
内
に
お

住
ま
い
の
方
、
ま
た
は
市
内
に

お
住
ま
い
の
方
で
構
成
さ
れ
る

団
体
（
自
治
会
、
ア
パ
ー
ト
・

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
、
サ
ー

ク
ル
な
ど
）

▼
注
意
事
項
…
生
ご
み
処
理
機
器

は
、
申
請
前
に
購
入
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。
補
助
金
交
付
決
定

後
に
購
入
し
て
く
だ
さ
い

▼
申
し
込
み
・
申
請
書
設
置
場
所

…
環
境
課
、
栄
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー

45
４
１
１
１
、
下
田

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

46
２

５
１
１

上
げ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

・
泥
上
げ
に
は
カ
マ
ス
ま
た
は
麻

袋
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
肥

料
袋
や
ビ
ニ
ー
ル
製
の
袋
な
ど

は
回
収
し
ま
せ
ん
の
で
使
用
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
…
環
境
課
、
栄
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

45
４
１

１
１
、
下
田
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー

46
２
５
１
１

生
ご
み
処
理
機
器
補

助
金
の
受
け
付
け

環
境
課
生
活
環
境
係

　
　
　
　
　
　


内
線
２
４
１

〜
今
年
度
か
ら
自
治
会
な
ど
に
も

補
助
し
ま
す
〜

　

日
常
生
活
で
排
出
さ
れ
る
生
ご

み
を
自
ら
処
理
す
る
こ
と
で
、
生

ご
み
の
減
量
化
、焼
却
の
効
率
化
、

補助金額など
    補 助 金 額 補助予定個数

容器型

１個につき､購
入額の２分の
１の額 (３千円
限度)

５５個
（申し込み順）

電動式

１個につき､購
入額の２分の
１の額 (３万円
限度)

３５個
（申し込み順）

申込方法…次の書類を用意し、申し込
みしてください（ただし、代理申請の
場合は代理店に申し込みしてください）

 
本人申請
(購入者自身が
申請)

代理申請
(販売業者が代
理人となって
申請)

必要書
類など

・補助金交付
申請書
・仕様書（カ
タログ）
・見積書の写
し
・印鑑

・補助金交付代
理申請書
・委任状
・仕様書（カタ
ログ）
・見積書の写し
・印鑑
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は
り
・
き
ゅ
う
・
マ

ッ
サ
ー
ジ
費
用
の
一

部
を
助
成

高
齢
介
護
課
高
齢
福
祉
係　


内
線
４
９
７

▼
対
象
…
市
内
に
お
住
ま
い
の
70

歳
以
上
の
方
（
昭
和
15
年
４
月

１
日
以
前
生
ま
れ
の
方
）

▼
申
請
方
法
…
福
祉
総
合
窓
口
、

栄
・
下
田
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

へ
認
印
、
年
齢
の
証
明
で
き
る

も
の
（
保
険
証
な
ど
）
を
持
参

の
上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い

＊
申
請
は
毎
年
度
必
要
で
す

▼
助
成
金
額
…
１
回
千
円
（
年
４

回
助
成
）

▼
有
効
期
限
…
来
年
３
月
31
日
㈬

＊
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
し
て
く

だ
さ
い

平
成
   21
年
度
分
「
学

生
納
付
特
例
」
申
請

受
付
開
始

市
民
窓
口
課
年
金
係


内
線
２
９
１

　

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
学

生
の
方
は
、
申
請
を
し
て
認
定
さ

れ
れ
ば
保
険
料
を
後
か
ら
納
め
る

こ
と
が
で
き
る
「
学
生
納
付
特
例

制
度
」
を
利
用
で
き
ま
す
。

　

申
請
を
希
望
す
る
方
は
、
早
め

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
（
毎

年
申
請
が
必
要
で
す
）。

▼
申
請
方
法
…

・
前
年
度
に
引
き
続
き
申
請
さ
れ

る
方
で
、
は
が
き
形
式
の
申
請

書
が
届
い
た
方
は
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
返
送
し
て
く
だ
さ

い
（
添
付
書
類
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
）

・
前
年
度
に
引
き
続
き
申
請
さ
れ

る
方
で
４
月
中
旬
ま
で
に
は
が

き
形
式
の
申
請
書
が
届
か
な
い

方
、
ま
た
は
今
年
度
初
め
て
申

請
さ
れ
る
方
は
、
５
月
29
日
㈮

ま
で
に
窓
口
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い

▼
窓
口
申
請
に
必
要
な
も
の
…

・
学
生
証
の
写
し

・
印
鑑
、
手
続
き
に
来
ら
れ
る
方

の
身
分
証
明（
代
理
申
請
の
方
）

・
源
泉
徴
収
票
（
前
年
所
得
が
あ

る
方
）

・
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
の

写
し
（
退
職
さ
れ
た
方
）

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
請
場
所
…
市

民
窓
口
課
、
栄
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー

45
４
１
１
１
、
下
田

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

46
２

５
１
１
、
三
条
社
会
保
険
事
務

所

32
２
２
３
９

平成21年度の税金・料金
収納課管理係　内線２０７

　今年度の市税などの納期限（口座振替日）
は、表の通りです。
・各納期限までに、忘れずに納めましょう
・口座振替の方は、各納期限（口座振替日）
に振り替えますので、前日までに残高を
確認してください
・表中①②は下水道課46５９０３へ、
③は水道局業務課46５９０１へ問い
合わせしてください
＊③の水道料金・下水道使用料については
コンビニエンスストアでも納めることが
できます

平成21年度　市税等納期限(口座振替日）一覧表
① ② ③

月

納
期
限
（
口
座
振
替
日
）

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

市
県
民
税

軽
自
動
車
税

国
民
健
康
保
険
税

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

介
護
保
険
料

保
育
料

市
営
・
県
営
住
宅
使
用
料
（
駐
車
料
）

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

農
業
集
落
排
水
事
業
受
益
者
分
担
金

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料

期期 期期期月
分
月
分期期月

分

4 4月30日㈭ 1 1 1 4 4 4

5 6月1日㈪ 全
期 2 2 5 5 5

6 6月30日㈫ 1 3 3 6 6 1 1 6

7 7月31日㈮ 2 4 1 4 7 7 7

8 8月31日㈪ 2 5 2 5 8 8 8

9 9月30日㈬ 6 3 6 9 9 2 2 9

10 11月2日㈪ 3 7 4 7 10 10 10

11 11月30日㈪ 8 5 8 11 11 3 3 11

12 12月28日㈪ 3 9 6 9 12 12 12

1 2月1日㈪ 4 10 7 10 1 1 1

2 3月1日㈪ 4 11 8 11 2 2 4 4 2

3 3月31日㈬ 12 9 12 3 3 3

市
税
の
納
付
は

　

口
座
振
替
が

　
　
　

便
利
で
す

国
民
健
康
保
険
か
ら

の
お
知
ら
せ

健
康
づ
く
り
課
国
保
係

　
　
　
　
　
　


内
線
２
４
６

仮
算
定
税
額
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
　

国
保
税
を
窓
口
ま
た
は
口
座
振

替
で
納
付
し
て
い
た
だ
く
方
に
は

「
仮
算
定
納
税
通
知
書
」
を
、
年

金
か
ら
引
き
落
と
し
に
な
る
方
に

は
「
仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
」
を

そ
れ
ぞ
れ
4
月
中
旬
に
お
届
け
し

ま
す
。

　

こ
の
仮
算
定
税
額
（
仮
徴
収

額
）
は
、
前
年
の
所
得
が
確
定
し

な
い
た
め
、
平
成
20
年
度
の
税
額

を
基
に
算
定
し
た
暫
定
的
な
税
額

で
す
。
平
成
21
年
度
の
確
定
税
額

は
、
7
月
中
旬
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
助
成
申
請

受
付
に
つ
い
て

　

国
保
加
入
者
の
人
間
ド
ッ
ク

な
ど
の
助
成
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

◎
助
成
対
象
者

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

・
国
保
税
に
納
め
忘
れ
の
な
い
世

帯
の
方

・
市
が
契
約
す
る
健
診
機
関
で
受

診
す
る
方

・
次
の
年
齢
区
分
に
該
当
す
る
方

助成対象年齢

区　　分 助成対象年齢

人間ドック
骨ドック

年度内に満30歳～満75
歳になる方
＊年度の途中に75歳に
なる方は、75歳の誕生
日の前日までに受診する
場合のみ対象になります

脳ドック
年度内に満45歳、50歳、
55歳、60歳、65歳にな
る方

申請に必要なもの

区　　　分 申請に必要なもの

人間ドック
骨ドック

30歳～39歳、
75歳 国保保険証

40歳～64歳 国保保険証、特定
健康診査受診券

65歳～74歳
国保保険証、介護
保険証、特定健康
診査受診券

脳ドック すべての方 国保保険証

＊特定健康診査受診券は、5月下旬ころ送付し
ます

ご
存
知
で
す
か
？　

子
育
て
・
福
祉
の
手

当
制
度

子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

　


45
１
１
１
３

福
祉
課
障
が
い
支
援
係

　
　
　
　
　
　


内
線
２
８
７

　

市
内
に
お
住
ま
い
の
方
を
対
象

に
子
育
て
・
福
祉
の
手
当
制
度
が
あ

り
ま
す
。
手
当
を
受
給
す
る
に
は
専

用
の
申
請
書
に
よ
る
申
請
が
必
要

で
、
申
請
を
し
た
翌
月
か
ら
の
支

給
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
重
複
し
て

手
当
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
い
ず
れ
も
所
得
制
限
が
あ

り
、
受
給
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

す
で
に
受
給
さ
れ
て
い
る
方
で
、

住
所
や
振
込
先
の
金
融
機
関
な
ど

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
早
め
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
①
②
は
子
育
て
支
援
係
に
、
③
か

ら
⑤
は
障
が
い
支
援
係
に
問
い
合

わ
せ
し
て
く
だ
さ
い
。

種　別 内 容 な ど 対 象・金 額（月額）

① 児 童 手 当

・小学校修了前の児童を養育している方
＊加入している年金制度により、扶養親族などの人
数に応じた所得制限限度額があります
＊昨年中に認定請求・現況届で所得制限のため児童
手当などが支給されなかった方で、今年受給でき
ると思われる方は５月中に申請手続きをしてくだ
さい

・３歳未満の児童は一律10,000円
・３歳以上の児童は第１子・第２子は
それぞれ5,000円、第３子以降は
10,000円

②児童扶養手当

・父母の離婚などにより父と生計をともにしていな
い世帯で、18歳になって最初の3月31日を迎えて
いない児童(心身に障がいのある児童は20歳未満)
を養育している母親など
＊公的年金を受けている方は受給できません

・全額支給　41,720円
・一部支給　41,710円～ 9,850円
・児童２人の場合、上記金額に5,000
円加算。３人以降はさらに3,000円
ずつ加算

③特別児童扶養手当 ・精神または身体に重度の障がいがある20歳未満の
児童を家庭で養育している方

・１級は50,750円
・２級は33,800円

④特別障害者手当

・日常生活で常時特別の介護を必要とする、在宅で
重度障がいのある20歳以上の方
＊施設入所および病院などに３か月以上継続して入
院している方は受給できません

・26,440円

⑤障害児福祉手当

・日常生活で常時介護を必要とする、在宅で重度障
がいのある20歳未満の方
＊障害年金などの受給者、施設に入所している方は
受給できません

・14,380円

＊上記のほか、学校教育に関して「就学奨励費」（経済的にお困りの方）や「特別支援教育就学奨励費」（障がいのある児童生徒）
などの援助があります。詳しくは、学校教育課学事係451112へ
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健
康
運
動
教
室
参
加

者
募
集

健
康
づ
く
り
課 

ス
ポ
ー
ツ
振
興

係　
　
　
　
　


内
線
２
８
８

▼
と
き
…
６
月
か
ら
開
始
（
５
月

に
体
力
測
定
と
説
明
会
を
実

施
）

▼
対
象
…
市
内
に
お
住
ま
い
の
40

歳
以
上
で
医
師
か
ら
運
動
を
禁

止
さ
れ
て
い
な
い
方

▼
募
集
内
容
…
…
…
…
表
の
通
り

＊
い
ず
れ
も
、
歩
数
計
・
テ
キ
ス

ト
代
と
し
て
初
回
の
み
別
途
、

五
千
五
百
円
が
必
要
で
す

じ
て
、
医
師
の
診
断
を
受
け
て

い
た
だ
く
場
合
や
、
参
加
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

三
条
市
緑
化
助
成
事

業
補
助
金

都
市
計
画
課
都
市
整
備
係

　
　
　
　
　
　


内
線
３
７
３

　

緑
化
と
潤
い
の
あ
る
ま
ち
な
み

景
観
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

三
条
市
緑
化
助
成
事
業
と
し
て
予

算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。
補
助
金
交
付
決
定
前
に
事

業
を
行
っ
た
場
合
は
、
補
助
金
の

交
付
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
内
容
…
…
…
…
…
…
表
の
通
り

▼
申
請
方
法
…
都
市
計
画
課
、栄
・

下
田
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
総
務

グ
ル
ー
プ
で
補
助
金
交
付
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い 

▼
申
請
期
間
…
４
月
６
日
㈪
〜
５

月
29
日
㈮

訂
正

　

本
紙
3
月
16
日
号
７
㌻
の
「
栄

庁
舎
な
ど
の
電
話
番
号
が
直
通
電

話
に
」
に
掲
載
し
た
教
育
委
員
会

教
育
総
務
課
「
教
育
総
務
係
」
は
、

「
庶
務
係
」
の
誤
り
で
し
た
。
訂

正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

▼
教
室
内
容
…
個
別
運
動
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
よ
る
運
動

▼
申
込
方
法
…
「
申
込
書
兼
問
診

票
」
を
記
入
の
上
、「
健
康
診

断
の
結
果
（
１
年
以
内
）」
お

よ
び
「
服
薬
処
方
説
明
書
」
の

写
し
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
電
話
で
の
申
し
込
み
は
受
け

付
け
で
き
ま
せ
ん
）

▼
申
込
期
間
…
４
月
10
日
㈮
〜
24

日
㈮
（
申
し
込
み
順
）

＊
健
康
づ
く
り
課
、
栄
・
下
田
保

健
セ
ン
タ
ー
で
申
込
書
の
配
布

お
よ
び
申
込
受
付
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
問
診
の
結
果
に
応

健康運動教室参加者募集

会場 曜日 回数 月会費 時間帯 定員

体育文化
センター火・金

週1回 2,000円 午前10時～正午 各 5人

週2回 2,500円 午後1時～3時午後3時～5時 各 5人

総合福祉
センター

火・金
週1回 2,000円 午前10時～正午午後7時～9時 各10人

週2回 2,500円 午後1時～3時午後3時～5時 各15人

日 月2回 1,700円 午前10時～正午 　10人

栄 保 健
センター月・木週1回 2,000円

午前10時～正午
午後1時～3時
午後3時～5時
午後7時～9時

各10人

下田保健
センター

月 週1回 2,000円 午前10時～正午午後7時～9時
各 5人木 週1回 2,000円 午前10時～正午

月・木週2回 2,500円 午後1時～3時
【お腹スッキリコース】
会場 曜日 回数 月会費 時間帯 定員
体育文化
センター火・金週1回 2,000円 午後7時～9時 各5人

区分 補 助 対
象 経 費

補助率および
補助限度額 対象事業

花のある
まちなみ
づくりに
関する事
業

花の種、
苗、資材
購入費な
ど

100,000円
以内

ア　地域活動団体が、道路、河川沿
いに花木を延長20㍍以上植える
もの（フラワーポットなどの設置
も同様とする）
イ　アにより設置した花木を当該地
域活動団体が自ら維持管理する活
動

緑化を目
的とする
地域の公
園などの
整備に関
する事業

花の種、
苗、資材
購入費な
ど整備に
係る経費
など

補助対象経
費の2分の1
以内とし、
300,000円
以内

　地域活動団体が、自ら占用するお
おむね100平方㍍以上の用地で、緑
化または整備（修繕を含むものとし、
原則、木製品、自然石などを使用し、
周囲の景観と調和した色彩のものに
限る）を行うものとする

生け垣設
置奨励事
業

生け垣の
設置に係
る費用

補助対象経
費の3分の1
以内とし、
80,000円以
内

ア　自ら居住するための一戸建住宅
（店舗などの併用住宅にあっては、
住居部分の面積が2分の1以上の
もの）に新たに設置するもの
イ　建築基準法第42条に規定する
道路に面する敷地の境界から2㍍
以内に設置するもの
ウ　総延長が3㍍以上20㍍を限度と
し、1㍍当たり1万2千円を限度に
実費の3分の1補助
エ　樹木高がおおむね1㍍以上のも
の
オ　植栽間隔が0.5㍍以下のもの
カ　生け垣の基礎構造物がある場合
はその高さがおおむね0.6㍍以下
のもの

既存の塀
を撤去す
る費用

補助対象経
費の3分の1
以内とし、
66,000円以
内

ア　上記生け垣設置のため既存の塀
を撤去するもの
イ　総延長が3㍍以上20㍍を限度と
し、1㍍当たり1万円を限度に実
費の3分の1補助

＊対象樹木はカイヅカイブキなどの赤星病を媒介する樹木を除く

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る

消
火
器
の
高
額
点
検

に
ご
用
心

消
防
本
部
警
防
課
査
察
指
導
係

　


34
１
１
１
１
内
線
２
１
７

　

県
内
・
市
内
で
、「
消
火
器
の

点
検
と
称
す
る
業
者
」
に
よ
る
事

業
所
を
対
象
と
し
た
、
消
火
器
の

訪
問
点
検
に
伴
う
高
額
代
金
請
求

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は

・
契
約
業
者
以
外
は
断
る
（
従
業

員
に
徹
底
す
る
）

・
書
類
に
サ
イ
ン
を
求
め
ら
れ
た

ら
内
容
を
確
認
す
る

・
サ
イ
ン
や
点
検
の
承
諾
を
し
て

し
ま
い
、
高
額
な
代
金
を
請
求

さ
れ
た
場
合
、
業
者
の
い
っ
た

言
葉
、
手
口
な
ど
を
記
録
し
、

新
潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー


０
２
５
‐
２
８
５
‐
４
１

９
６
、
警
察
、
弁
護
士
な
ど
へ

直
ち
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

・
一
般
家
庭
も
同
様
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い

＊
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
遠
慮
せ

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

・
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

設
置
す
る

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

春
の
火
災
予
防
運
動

消
防
本
部
警
防
課
警
防
係

　


34
１
１
１
１
内
線
２
２
０

　
「
火
の
し
ま
つ　

君
が
し
な
く

て　

誰
が
す
る
」を
統
一
標
語
に
、

県
内
一
斉
に
実
施
し
ま
す
。

　

各
家
庭
で
は
次
の
事
を
守
り
、

一
人
ひ
と
り
が
火
災
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

▼
期
間
…
４
月
１
日
㈬
〜
７
日
㈫

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

ず
、
消
防
本
部
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い

文
化
大
会
出
場
激
励

金生涯
学
習
課
文
化
振
興
係

　
　
　
　
　
　


内
線
４
４
８

　

文
化
活
動
を
奨
励
す
る
た
め
、

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
・
全
国
大
会
・
国

際
大
会
に
出
場
さ
れ
る
方
に
激
励

金
を
支
給
し
ま
す
。

▼
対
象
…
市
内
に
お
住
ま
い
の
方

ま
た
は
保
護
者
が
市
内
に
お
住

い
で
文
化
大
会
に
出
場
す
る
学

生
の
方

▼
手
続
き
…
大
会
出
場
前
に
、
大

会
出
場
決
定
報
告
書
に
必
要
書

類
を
添
付
し
、
大
会
終
了
後
結

果
報
告
書
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど

の
写
し
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

▼
区
分
・
金
額
…

・
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
…
五
千
円

・
全
国
大
会
…
一
万
円

・
国
際
大
会

　

国
内
…
三
万
円

　

国
外
…
五
万
円

＊
文
化
大
会
出
場
者
は
同
一
団
体

で
同
一
大
会
へ
出
場
す
る
場
合

は
20
人
が
限
度
で
す

平成21年度就学援助制度
学校教育課学事係　45１１１２

　小・中学生を養育している家庭で、経済的な
理由でお困りの方に給食費、学用品費、修学旅
行費など援助する制度を設けています。援助を
希望される方は次により申請してください。申
請書類は受付場所に用意してあります。

▼対象…当該年度に、次のいずれかに該当する
方
・生活保護法に基づく保護の廃止または停止
・世帯全員が市民税非課税（所得割・均等割が
ともに０円となっている方）
・市民税、事業税、固定資産税、国民年金保険料、
国民健康保険料の減免
・児童扶養手当の受給または生活福祉資金の借
り受け
・その他、経済的理由でお困りの方

▼受付場所…学校教育課、福祉総合窓口、下田
サービスセンター、各小・中学校

▼提出期限…４月30日㈭
＊期限内に提出されないと４月からの認定はで
きません（年度途中でも受け付けていますが、
その場合、申請された翌月からの認定となり
ます）

▼その他…
＊申請書は、児童・生徒
１人につき１枚必要で
す
＊事前に市民税の申告を
してください。所得が
ない場合でも申告が必
要です
＊結果通知は所得確定後
の７月下旬です
＊申請は年度ごとになります
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住
所
の
表
し
方

　

す
で
に
第
八
次
住
居
表
示
実
施

区
域
内
の
皆
さ
ん
に
は
、
は
が
き

で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
通
知

書
に
記
載
さ
れ
た
番
号
が
新
し
い

住
所
と
な
り
ま
す
。

例
え
ば
…

…
と
な
り
ま
す
。

　

一
般
の
方
が
分
か
り
や
す
い

よ
う
に
、
各
町
の
街
区
に
町
名

と
街
区
符
号
を
記
入
し
た
「
街

区
表
示
板
」
を
電
柱
な
ど
に
取

り
付
け
ま
す
。

　

ま
た
、
住
宅
・
事
業
所
な
ど

の
玄
関
に
は「
住
居
番
号
表
示
板
」

を
4
月
中
旬
以
降
に
委
託
業
者

が
伺
い
取
り
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
空
家
、
倉
庫
な
ど
に

は
住
居
番
号
表
示
板
は
取
り
付

け
ま
せ
ん
の
で
、
必
要
な
方
は

市
役
所
市
民
窓
口
課
ま
で
申
し

込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

戸
籍
・
不
動
産

　
　

の
表
し
方

　

戸
籍
や
土
地
・
建
物
の
表
し
方

は
、現
住
所
の「
井
栗
」や「
三
柳
」

な
ど
の
一
部
が
、
新
し
い
町
名
の

『
井
栗
一
丁
目
〜
三
丁
目
』や『
牛

ケ
島
』
な
ど
に
変
わ
る
だ
け
で
、

ほ
と
ん
ど
の
地
番
は
そ
の
ま
ま
残

り
ま
す
。

　

な
お
、
住
居
表
示
実
施
区
域
内

本籍の表示
変　更　前 変　更　後

三条市井栗5000
番地1

三条市井栗一丁目
5000番地1

＊本籍の表示については「西潟」、「三柳」、「牛
　ケ島」、のほとんどは変更ありません

第
八
次
住
居
表
示
５
月
18
日
㈪
か
ら
実
施

　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
第
一
次
か
ら
第
七
次
ま
で
住
居
表
示
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
第
八
次
と
し
て
井
栗
地
域
の
一
部
を
対
象
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
46
〜
47
㌻
図
を
参
照
）。

　
こ
の
「
第
八
次
住
居
表
示
の
町
割
り
・
町
名
」
は
、
三
条
市
住
居
表
示
審
議
会
の
答
申
を
得
て
、
昨
年
12
月
定
例
市
議
会
で
議
決
さ
れ
、
本
年
5
月
18
日
㈪
か
ら

実
施
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
住
所
と
し
て
使
用
し
て
い
た
「
番
地
」
制
か
ら
「
番
・
号
」
制
に
住
所
の
表
示
が
変
更
に
な
り
ま
す
。
長
い
間
使
わ
れ
て
き
た
住
所
の

表
示
が
新
し
い
表
示
に
変
わ
る
こ
と
は
、
一
時
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
「
合
理
的
な
住
居
表
示
の
制
度
及
び
そ
の
実
施
に
つ
い
て
必
要
な
措
置
を
定
め
、
も
っ
て

公
共
の
福
祉
の
増
進
に
資
す
る
こ
と
」（
住
居
表
示
に
関
す
る
法
律
第
一
条
）
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

変更前の住所 変更後の住所

三条市井栗5000番地1
三条市井栗一丁目8
番5号

三条市西潟6000番地2 三条市西潟7番6号
三条市三柳7000番地3 三条市三柳6番7号
三条市牛ケ島8000番地4 三条市牛ケ島2番8号

皆
さ
ん
か
ら
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

●
街
区
符
号
と

　
　
　
　
　

 

住
居
番
号

　

町
の
区
域
が
決
ま
り
ま
し
た
の

で
、さ
ら
に
区
域
を
細
分
し
「
街
区
」

を
定
め
、
順
序
よ
く
番
号
を
付
け
ま

す
。
こ
の
番
号
を
「
街
区
符
号
」
と

い
い
ま
す（
46
〜
47
㌻
図
を
参
照
）。

　
次
に
、
街
区
内
の
建
物
に
番
号
を

付
け
ま
す
。
こ
れ
を
「
住
居
番
号
」

と
い
い
ま
す
。
こ
の
住
居
番
号
は
、

街
区
の
周
囲
を
一
定
間
隔
で
区
切

り
、
基
礎
番
号
を
付
け
、
そ
れ
に
基

づ
い
て
建
物
の
出
入
口
の
位
置
に
よ

り
付
け
て
い
き
ま
す
。

手
続
き
が
必
要
で
す

●
不
動
産
（
土
地
・
建
物
）
を
所

　

有
さ
れ
て
い
る
方

　
不
動
産
の
表
示
は
、
従
来
ど
お
り

地
番
で
表
示
し
ま
す
が
、
法
務
局
に

あ
る
土
地
登
記
簿
、
建
物
登
記
簿
の

所
在
地
の
町
名
変
更
は
法
務
局
で

変
更
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
か
ら
の

届
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、所
有
者
（
所
有
名
義
人
）

の
住
所
は
、
本
人
の
申
請
に
よ
り
変

更
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
必

要
の
際
に
住
所
変
更
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

●
免
許
証
、
登
録
証
、
受
給
資
格

　

証
な
ど
…

　

法
律
で
住
所
変
更
届
を
義
務
付

け
て
い
る
も
の
は
、
住
所
変
更
の
手

続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

●
法
人
の
会
社
な
ど
の
住
所
変
更

　

住
居
表
示
実
施
区
域
内
に
あ
る

会
社
の
本
・
支
店
、
各
種
法
人
、
組

合
な
ど
の
住
所
お
よ
び
役
員
の
住

所（
登
記
簿
に
記
載
の
あ
る
方
）は
、

す
べ
て
新
し
い
住
所
に
変
更
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
申
請
に

は
、
市
で
発
行
す
る
証
明
書
を
添
付

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
証
明
書
は
市
民
窓
口
課
で
発
行

　

住
所
変
更
届
な
ど
に
必
要
な
証

明
書
は
、
市
民
窓
口
課
で
発
行
（
無

料
）
し
ま
す
。
必
要
な
方
は
、
5
月

18
日
㈪
以
降
に
市
役
所
市
民
窓
口

課
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

の
小
字
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　
新
し
い
住
居
表
示
に
つ
い
て
、
戸

籍
簿
な
ど
官
公
署
の
原
簿
は
そ
れ

ぞ
れ
の
官
公
署
で
書
き
換
え
ら
れ

ま
す
。

　
ま
た
、
本
籍
が
変
更
の
あ
っ
た
方

に
は
通
知
書
（
は
が
き
）
で
お
知
ら

せ
し
た
よ
う
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

不動産の表示
変　更　前 変　更　後

三条市井栗字西屋敷5000番1 三条市井栗一丁目5000番1
三条市西潟字稲場6000番2 三条市西潟6000番2
三条市三柳字千刈7000番3 三条市三柳7000番3
三条市三柳字竹ケ花8000番4 三条市牛ケ島8000番4
三条市牛ケ島字塚田9000番5 三条市牛ケ島9000番5
＊小字は廃止されます
＊井栗は住居表示実施区域内の町名が「井栗一丁目～三丁目」になります

住
居
表
示
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、

市
役
所
市
民
窓
口
課
市
民
係

34
５
５
１
１

内
線
４
７
６
へ
問
い
合
わ
せ
し
て
く
だ
さ
い

街
区
お
よ
び
住
居
番
号
表
示
板

 
 

[街区表示板]

[住居番号表示板]
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第
八
次
住
居
表
示

　
　
　
　
　

町
名
・
街
区
符
号

牛　

ケ　

島

三　
　
　

柳

西　
　
　

潟

井
栗
三
丁
目

井
栗
二
丁
目

井
栗
一
丁
目

新　

町　

名

牛
ケ
島
の
一
部
、
西
潟
の
一
部
、
三
柳
の
一
部
、
上

野
原
の
一
部

三
柳
の
一
部
、
井
栗
の
一
部
、
西
潟
の
一
部
、
牛
ケ

島
の
一
部
、
上
野
原
の
一
部

西
潟
の
一
部
、
井
栗
の
一
部
、
三
柳
の
一
部
、
牛
ケ

島
の
一
部
、
下
谷
地

井
栗
の
一
部
、
三
柳
の
一
部

井
栗
の
一
部

井
栗
の
一
部
、
西
潟
の
一
部
、
三
柳
の
一
部

現　

町　

名

新
・
現
町
名
一
覧
表



■
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
無
料
相
談

会

　

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
、
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
が
心
の
整
理
を
お
手
伝
い
し
ま

す
。
相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

▼
と
き
…
４
月
19
日
㈰
午
前
10
時
〜

正
午

▼
と
こ
ろ
…
…
…
…
厚
生
福
祉
会
館

▼
内
容
…
家
庭
や
職
場
の
人
間
関

係
、
い
じ
め
・
不
登
校
、
恋
愛
な

ど
何
で
も

▼
相
談
料
…
…
…
…
…
…
…
…
無
料

▼
相
談
時
間
…
１
件
に
つ
き
約
50
分

＊
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
…
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
新
潟
県
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

協
会　

小
林

０
２
５
‐
３
７

４
‐
６
５
４
４

■
平
成   21
年
度　

銃
砲
刀
剣
類

登
録
審
査
会

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
未
登
録
の

古
式
銃
砲
刀
剣
類
を
お
持
ち
の
方
の

た
め
に
、
登
録
審
査
会
を
開
催
し
ま

す
。
事
前
に
最
寄
り
の
警
察
署
へ
の

届
け
出
が
必
要
で
す
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ
…

・
４
月
17
日
㈮
、
８
月
21
日
㈮
、
11

月
20
日
㈮
、
来
年
１
月
15
日
㈮
、

県
庁
行
政
庁
舎
会
議
室
（
新
潟
市

中
央
区
新
光
町
４
‐
１
）

・
６
月
19
日
㈮
、
10
月
16
日
㈮
、
来

年
２
月
19
日
㈮
、
長
岡
地
域
振
興

局
会
議
室
（
長
岡
市
四
郎
丸
１
７

３
‐
２
）

＊
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か

ら
正
午
、
午
後
１
時
か
ら
２
時
30

分
ま
で
で
す

広報さんじょう４月１日号49

▼
問
い
合
わ
せ
…
県
教
育
庁
文
化
行

政
課

０
２
５
‐
２
８
０
‐
５

６
１
９

■
赤
十
字
水
上
安
全
法
救
助
員

Ⅰ
養
成
講
習
会

▼
と
き
…
５
月
10
日
㈰
、
17
日
㈰
、

24
日
㈰
、
31
日
㈰
計
４
日
間
、
午

前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ
…
…
長
岡
技
術
科
学
大
学

▼
受
講
資
格
…
18
歳
以
上
で
、
ク
ロ

ー
ル
、
平
泳
ぎ
と
も
１
０
０
㍍
以

上
泳
げ
る
こ
と
ほ
か

▼
定
員
…
…
…
30
人（
申
し
込
み
順
）

▼
参
加
費
…
二
千
百
円
（
教
材
費
、

保
険
料
ほ
か
）

▼
申
込
期
間
…
４
月
１
日
㈬
〜
５
月

７
日
㈭

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
…
日
本

赤
十
字
社
新
潟
県
支
部
事
業
推
進

課
普
及
係

０
２
５
‐
２
３
１
‐

３
１
２
１

■
長
岡
赤
十
字
病
院
産
婦
人
科

外
来
の
診
療
受
付
時
間
お
よ

び
新
患
（
紹
介
状
な
し
）
の

診
察
日
が
変
わ
り
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
診
察
日
が
次
の
通

り
変
更
と
な
り
ま
す
。

▼
診
療
受
付
時
間
…
午
前
８
時
30
分

〜
午
前
10
時
30
分

▼
紹
介
状
の
な
い
新
患
（
次
回
予
約

の
な
い
方
は
す
べ
て
）
の
診
察
日

…
火
・
木
・
土
曜
日
の
週
３
日
間

＊
第
２
・
４
土
曜
日
は
休
診
日
と
な

り
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ
…
長
岡
赤
十
字
病
院


０
２
５
８
‐
２
８
‐
３
６
０
０

巻　　数 通常価格 特別価格
通史　上巻 4,600円 2,000円
通史　下巻 4,600円 2,000円
資料編２中世 3,000円 1,500円
資料編４近世２ 4,000円 2,000円
資料編６近現代２ 3,000円 1,500円
資料編７近現代３ 4,500円 2,250円
資料編８民俗 5,000円 2,500円
＊資料編１・３・５は品切れ、資料編４は残り
わずかです

「三条市史」を
特別価格で販売します
「三条市史」は三条の歴史を知る上で適切

な本であり、より多くの市民の方から読ん

でいただくため、特別価格で販売します。

▼特別価格開始日…４月１日㈬

▼ 販売場所…生涯学習課、図書館、歴

史民俗産業資料館　

▼販売内容…表の通り

▼ 問い合わせ…生涯学習課文化振興係

内線248

■
井
栗
藤
と
桜
と
ひ
ま
わ
り
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ   10
周
年
記
念
事

業
▼
と
き
…
…
４
日
18
日
㈯
午
後
２
時

▼
と
こ
ろ
…
…
…
長
井
勘
兵
衛
茶
屋

▼
内
容
…

・
演
芸
…
お
笑
い
集
団
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｒ

Ａ
「
キ
ヌ
ガ
サ
」

・
記
念
講
演
…
蒲
原
宏
さ
ん
「
上
手

な
娑
婆
の
生
き
方
終
わ
り
方
〜
七

五
調
の
人
生
」

▼
問
い
合
わ
せ
…
井
栗
自
治
会
長　

小
出

38
６
８
６
６

■
２
０
０
９
年
シ
ー
ズ
ン
新
潟

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
Ｂ
Ｃ
ホ
ー

ム
ゲ
ー
ム
ご
招
待

▼
と
き
…

・
4
月
29
日
（
水
・
昭
和
の
日
）
午

後
１
時
開
始　

対
群
馬
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
ペ
ガ
サ
ス

・
5
月
4
日
（
月
・
み
ど
り
の
日
）

午
後
１
時
開
始　

対
石
川
ミ
リ
オ

ン
ス
タ
ー
ズ

・
5
月
5
日
（
火
・
こ
ど
も
の
日
）

午
後
１
時
開
始　

対
信
濃
グ
ラ
ン

セ
ロ
ー
ズ

▼
と
こ
ろ
…
三
條
機
械
ス
タ
ジ
ア
ム

▼
招
待
者
数
…
各
10
人
（
希
望
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
申
込
方
法
…
往
復
は
が
き
に
住

所
・
氏
名
・
連
絡
先
・
観
戦
希
望

日
を
記
入
の
上
、
送
付
し
て
く
だ

さ
い

▼
申
込
期
限
…
…
4
月
20
日
㈪
必
着

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
…
㈱
新

潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
・
ベ
ー
ス
ボ

ー
ル
・
ク
ラ
ブ

０
２
５
‐
２

４
７
‐
４
１
５
５
、
〒
９
５
０
‐

０
９
１
６
新
潟
市
中
央
区
米
山
2

丁
目
４
‐
１
木
山
第
3
ビ
ル

■
五
十
嵐
川
堤
防
に
芝
桜
を
植

え
て
み
ま
せ
ん
か

　

三
条
一
ノ
木
戸
商
店
街（
朝
草
会
）

で
は
、
昭
栄
大
橋
か
ら
一
新
橋
間
の

右
岸
（
嵐
北
側
）
堤
防
の
り
面
に
芝

桜
の
苗
の
植
え
付
け
を
行
い
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
直
接

会
場
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
…
４
月
11
日
㈯
午
前
９
時
〜

正
午

＊
雨
天
の
場
合
は
、
12
日
㈰
に
順
延

▼
集
合
場
所
…
一
新
橋
右
岸
下
流
側

＊
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん

▼
持
ち
物
…
…
…
軍
手
、
移
植
ゴ
テ

▼
問
い
合
わ
せ
…
朝
草
会 

阿
部


33
１
１
４
８

■
国
税
専
門
官
を
募
集

▼
受
験
資
格
…

・
昭
和
55
年
４
月
２
日
〜
63
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方

・
昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

の
方
で
次
に
掲
げ
る
方

（
１
）
大
学
を
卒
業
し
た
方
お
よ
び

平
成
22
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

業
す
る
見
込
み
の
方

（
２
）
人
事
院
が
（
１
）
に
掲
げ
る

方
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め

る
方

▼
試
験
の
程
度
…
…
大
学
卒
業
程
度

▼
申
込
期
間
…
４
月
１
日
㈬
〜
14
日

㈫
＊
14
日
ま
で
の
通
信
日
付
印
有
効

▼
提
出
先
…
希
望
す
る
第
１
次
試
験

地
を
所
轄
す
る
国
税
局
ま
た
は
国

税
事
務
所

▼
試
験
日
…
第
１
次
試
験
６
月
14
日

㈰
▼
試
験
地
…
第
１
次
試
験
は
高
崎

市
、
さ
い
た
ま
市
、
新
潟
市
、
松

本
市
ほ
か

▼
採
用
予
定
数
…
全
国
で
１
，
０
０

０
人
程
度

▼
問
い
合
わ
せ
…
関
東
信
越
国
税
局

人
事
第
二
課
試
験
係

０
４
８
‐

６
０
０
‐
３
１
１
１
内
線
２
０
９

５
■
新
潟
県
五
十
嵐
川
改
修
事
務

所
が
閉
所

　

五
十
嵐
川
改
修
事
務
所
は
3
月
31

日
に
閉
所
し
ま
し
た
。
平
成
17
年
4

月
に
開
所
以
来
、
無
事
業
務
を
遂
行

で
き
ま
し
た
の
は
、
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て

い
ま
す
。
今
後
の
業
務
は
、
三
条
地

域
整
備
部
が
引
き
継
ぎ
ま
す
。
今
ま

で
同
様
に
ご
協
力
を
お
願
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
…
三
条
地
域
振
興

局
地
域
整
備
部
治
水
課

36
２

３
１
８
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環境課環境政策室
内線４８0

ま
ち
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て

な
あ
に

　

こ
の
制
度
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
環
境
美
化

活
動
（
ご
み
拾
い
・
草
刈
り
な
ど

の
清
掃
活
動
、
花
壇
の
手
入
れ
・

植
栽
な
ど
の
緑
化
活
動
）
を
す
る

公
園
や
道
路
な
ど
を
選
ん
で
い
た

だ
き
、
そ
の
活
動
に
対
し
て
市
が

支
援
を
す
る
制
度
で
す
。

ど
ん
な
支
援
を
す
る
の

　

清
掃
用
具
の
支
給
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
保
険
の
掛
金
の
負
担
な

ど
で
す
。
活
動
中
の
怪け

が我
な
ど
が

保
険
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

ど
ん
な
人
が
対
象
と
な
る
の

ど
こ
で
活
動
し
て
も
い
い
の

　

市
内
に
お
住
ま
い
の
方
、
市
内

に
所
在
地
の
あ
る
団
体
や
企
業
、

学
校
や
ク
ラ
ス
で
申
し
込
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
活
動
場
所
は
、
公

園
や
河
川
敷
、
歩
道
や
公
共
施
設

な
ど
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

ど
れ
く
ら
い
の
団
体
が
活
動
し

て
い
る
の

　

３
月
時
点
で
、
71
団
体
、
２
，

７
５
３
人
が
活
動
を
し
て
い
ま

す
。「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分

た
ち
の
手
で
」。
き
れ
い
な
ま
ち

づ
く
り
に
は
皆
さ
ん
の
力
が
必
要

で
す
。
こ
れ
か
ら
は
活
動
し
や
す

い
季
節
に
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

シリーズ　今日もエコ日和　第１１話

きれいなまちをつくろう！
まち美化ボランティア

平
成
20
年
度
環
境
ポ
ス
タ
ー

一
般
の
部
優
秀
賞

シリーズ今月の 三条市役所発  情報発信コラム

まち美化ボラン
ティアって何だ
ろう。市役所で
聞いてみたよ。

下田中学校　坂井杏子さん

公
園
の
草
取
り
や
清
掃
活
動

シリーズ　心が温かくなるちょっといい話　第１３話

市民窓口課市民係　　　　
　　　　　　内線２９３

～男女共同参画編～
　
「
Ｄ
Ｖ
」
と
は
、
明
確
な
定
義

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
般
的
に
は

「
配
偶
者
や
恋
人
な
ど
親
密
な
関

係
に
あ
る
、
ま
た
は
あ
っ
た
者
か

ら
振
る
わ
れ
る
暴
力
」
と
い
う
意

味
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で

す
。

　
「
配
偶
者
」
と
は
事
実
婚
や
元

配
偶
者
も
含
ま
れ
、
男
性
、
女
性

を
問
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、「
暴
力
」
に
は
、
殴
っ

た
り
蹴け

っ
た
り
す
る
「
身
体
的

暴
力
」、
心
無
い
言
動
に
よ
り
相

手
の
心
を
傷
つ
け
る
「
精
神
的
暴

力
」、
望
ま
な
い
性
的
行
為
の
強

要
、
避
妊
に
協
力
し
な
い
な
ど
の

「
性
的
暴
力
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
形
態
が
あ
り
ま
す
。

　

暴
力
を
振
る
わ
れ
る
側
は
、「
自

分
が
悪
い
の
で
は
」
と
自
分
を
責

め
て
し
ま
い
、
繰
り
返
さ
れ
る
暴

力
で
心
が
疲
れ
、
逃
げ
る
気
力
を

失
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

家
族
や
友
人
な
ど
に
相
談
し
て

も
、「
単
な
る
（
夫
婦
）
喧け
ん
か嘩
」

と
処
理
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

暴
力
を
受
け
る
あ
な
た
が
悪
い

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
つ
ら
い
」

と
思
っ
た
ら
、
ま
ず
は
、
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

男
女
共
同
参
画
標
語

  

「
責
任
も　

笑
顔
も

　

あ
な
た
と　

対
等
社
会
」

Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

相談機関 相談日 問い合わせ

女性相談 土・日曜日、祝日を除く毎日午
前8時 30分～午後4時

子育て支援課
451113内線 223

新潟県女性福祉相
談所

土・日曜日、祝日を除く毎日午
前8時 30分～午後5時 15分025-381-1111

ＤＶ・児童虐待相
談フリーダイヤル

年中無休
午前9時～午後10時 0120-26-2928

新潟県男女平等推
進相談室

火～金曜日正午～午後7時、土・
日曜日午前10時～午後5時 025-285-6605

女性被害１１０番 土・日曜日、祝日を除く毎日午
前8時 30分～午後5時 15分025-281-7890

生涯学習課文化財係
　内線４０６

　

吉よ
し
づ
が
わ

津
川
遺
跡
（
下
保
内
）
は
標

高
約
６
㍍
の
沖ち
ゅ
う
せ
き積
平
野
に
立
地

し
、「
皿さ
ら
が
た潟
」
と
呼
ば
れ
る
低
湿

地
で
現
在
は
水
田
に
な
っ
て
い
る

た
め
、
人
が
住
む
よ
う
な
場
所
で

は
な
い
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
国
道
４
０
３
号
バ
イ

パ
ス
工
事
に
伴
い
、
平
成
13
年
か

ら
３
年
に
わ
た
り
発
掘
調
査
を
行

っ
た
と
こ
ろ
、
地
表
下
約
１
．
５

㍍
前
後
の
深
さ
で
、
約
１
，
６
０

０
年
前
の
古
墳
時
代
前
期
の
ム
ラ

跡
が
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。

　

ム
ラ
は
自
然
堤
防
上
に
広
が
っ

て
い
て
、
イ
エ
の
跡
が
66
軒
、
土

器
は
コ
ン
テ
ナ
で
約
４
０
０
箱
も

出
土
し
ま
し
た
。
こ
れ
ほ
ど
多
く

の
イ
エ
の
跡
や
土
器
が
出
土
す
る

こ
と
は
珍
し
く
、
大
変
大
き
な
ム

ラ
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

発
掘
さ
れ
た
イ
エ
は
地
面
を
掘

り
込
ま
な
い
「
平へ
い
ち
し
き

地
式
」
で
、
地

面
を
掘
り
込
む
「
竪た
て
あ
な
し
き

穴
式
」
の
イ

エ
と
は
異
な
る
も
の
で
す
。
こ
の

イ
エ
は
四
角
形
で
一
辺
が
４
．
４

㍍
前
後
、
約
12
畳
の
空
間
で
、
壁

材
を
地
中
に
埋
め
込
ん
だ
溝
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
内
の
一
軒
を
見
て
み
る

と
、
出
入
口
に
は
２
本
の
小
さ
な

柱
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
中

央
に
は
炉ろ

が
あ
り
そ
の
周
り
に

は
、
む
し
ろ
が
敷
い
て
あ
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
奥
の
壁
際
に
は

高た
か
つ
き坏
や
小
型
の
丸ま
る
ぞ
こ
つ
ぼ

底
壺
な
ど
の
儀

式
に
用
い
る
土
器
が
出
土
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
壁
際
に
祭さ
い
だ
ん壇
が
あ

り
、
食
べ
物
な
ど
を
お
供
え
し
、

家
族
の
安
全
や
一
族
の
繁
栄
を
願

っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
こ
れ
ら
の
土
器
と
は
離
れ

て
大
小
の
甕か
め

、
米
な
ど
を
蒸
す
甕

の
底
に
穴
を
開
け
た
甑こ
し
きが
出
土
し

ま
し
た
。
当
時
の
土
器
は
土は

じ

き
師
器

と
呼
ば
れ
る
土
器
で
文
様
が
な
く

実
用
的
な
も
の
で
す
。　

　

県
内
で
は
吉
津
川
遺
跡
が
発
掘

調
査
さ
れ
て
初
め
て
古
墳
時
代
前

期
の
ム
ラ
の
様
子
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。古
墳
時
代
が
始
ま
り
、

イ
エ
の
様
子
や
土
器
の
変
化
な
ど

に
新
た
な
ム
ラ
の
様
子
を
伺
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

April Fools Day
　皆さん、このコラムは今回で終わります。今
まで愛読してくれてありがとうございました。
…なんて、冗談です。April(エイプリル) fools(
フールズ)!
　さて、４月１日は、欧米の多くの国ではApril 
Fools Day(エイプリル フールズ デイ)です。日
本語に直訳すると「四月バカ」ですね。これは
一つの風習でこの日に害のないうそやイタズラ
をしたりします。
　外国ではこの日に有名企業、テレビ局、ラジ
オ局、雑誌の出版社などもうそをついたり、イ
タズラをしたりします。それでは、過去にあっ
た有名な二つのイタズラを紹介しましょう。
　アメリカ国立航空宇宙局（NASA）が公式ウ
ェブページに「火星に水を発見！」という記事
を載せました。実は記事の写真はMars（火星）
というお菓子の上に水を載せた写真でした。
　もう一つは、インターネット検索エンジンで
有名なグーグルが、所有するユーチューブでイ

タズラをしました。ユーチューブの「おすすめ
動画」をクリックすると、どの動画も「Never 
Gonna Give You Up」（「あなたのことをあきら
められない」）という曲を歌う歌手の映像が流
れていました。
　私は友人や家族にイタズラをした事はありま
せんが、高校の時に化学の先生にイタズラをさ
れました。その日、授業が始まると先生がいき
なり「これからテストをします」と宣言しまし
た。突然で全く準備していない私たちはとても
びっくりしました。そして、焦っていた私たち
の顔を見て、先生はニヤリ「エイプリル・フー
ル」と言いました。
　この日にうそやイ
タズラをするのは楽
しくて、だまされて
も一緒に笑えます。
ただ、気をつけるこ
とは「害のない」う
そやイタズラをする
ことです。

地域経営課国際係
内線７２６

シリーズ 国際交流　第２３話

シリーズ　三条遺跡物語　第３１話

古墳時代のムラの様子

平地式のイエ（上:出入口 下:儀式
に用いる土器 右:甕 中央:炉）

シリーズ 今月の三条市役所発  情報発信コラム

さて、何をしているのでしょう…
＊ケリーは三条市国際交流員を勤める中国系カナダ人です
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私
た
ち
火
曜
会
は
、
年
２
回
の
ス
ケ
ッ

チ
と
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日
に
嵐
南
公
民

館
で
水
彩
画
・
油
絵
講
座
を
開
い
て
い
ま

す
。
日
展
会
員
審
査
員
・
光
風
会
理
事
の

池
山
阿
有
先
生
に
顧
問
を
お
願
い
し
、
会

員
と
一
緒
に
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
会
員
は
、光
風
会（
中
央
展
）・

県
展
・
芸
展
・
市
展
・

そ
の
他
公
募
展
に
出

品
し
、
入
賞
・
入
選

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

火
曜
会
で
は
、
初

心
者
の
方
を
対
象
に

水
彩
画
の
講
座
を
開

催
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
内
容
は
、

花
や
果
物
な
ど
の
簡

単
な
ス
ケ
ッ
チ
か
ら
、

水
彩
着
色
ま
で
を
行

う
講
座
で
す
。
水
彩

画
を
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
、
絵
は

描
き
た
い
け
ど
時
間
が
思
う
よ
う
に
な
ら

な
い
方
、
使
用
す
る
筆
や
絵
の
具
な
ど
、

ど
う
い
う
も
の
が
必
要
な
の
か
よ
く
分
か

ら
ず
に
思
い
切
れ
な
い
方
な
ど
、
水
彩
画

を
始
め
よ
う
と
し
て
い
る
初
心
者
の
皆
さ

ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
ま
ず
、
会
場
に

お
い
で
い
た
だ
き
会
場

の
雰
囲
気
や
講
座
の
中

身
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん

か
。絵
を
描
く
こ
と
は
、

気
持
ち
を
リ
ラ
ッ
ク
ス

さ
せ
る
効
果
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
仕
事
や
時
間
に
追

わ
れ
る
日
常
を
忘
れ
さ

せ
て
く
れ
、
心
の
養
分

を
満
た
し
て
く
れ
る
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

問い合わせ
小林

320020

火
曜
会

市のすがた
３月１日現在（対前月）

人口 105,628人（減 3人）　
　男 51,435人（増 6人）　
　女 54,193人（減 9人）　
世帯 34,056世帯（増 10世帯）

出生 73人
死亡 66人
転入 117人
転出 127人

＊この集計は、市独自の集計値です

編 

集 

後 

記

◆
温
泉
付
き
交
流
施
設
し
ら
さ
ぎ
荘

の
天
体
望
遠
鏡
が
本
格
稼
動
。
春
に

３
日
の
晴
れ
間
な
し
と
か
い
わ
れ
ま

す
が
、
こ
れ
ま
で
よ
り
必
ず
観
測
日

和
は
多
く
な
り
ま
す
。
星
空
観
測
会

で
気
軽
に
宇
宙
を
感
じ
ま
せ
ん
か
。

◆
狂
犬
病
予
防
注
射
の
季
節
で
す
。

会
場
で
は
飼
い
主
と
の
ほ
ほ
笑
ま
し

い
姿
を
見
掛
け
ま
す
。
我
が
家
も
犬

を
飼
っ
て
い
ま
す
が
、
注
射
を
き
ち

ん
と
受
け
さ
せ
、
家
族
の
一
員
と
し

て
か
わ
い
が
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

◆
子
育
て
の
拠
点
施
設
が
オ
ー
プ
ン

す
る
。
雨
で
も
ゆ
っ
く
り
と
広
い
ス

ペ
ー
ス
で
の
ん
び
り
と
子
ど
も
を
遊

ば
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
三
条
初
の

休
日
一
時
保
育
も
可
能
に
。
ぜ
ひ
多

く
の
方
に
利
用
し
て
頂
き
た
い
。

　

今
回
か
ら
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
」
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
毎

年
流
行
を
繰
り
返
し
て
き
た
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
違
い
ま

す
。「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
は
、

従
来
、
人
に
感
染
す
る
こ
と
が
な

か
っ
た
動
物
、
特
に
鳥
類
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
人
の
体

内
で
増
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
変
化
し
、
人
か
ら
人
へ
と
容
易

に
感
染
す
る
よ
う
に
な
っ
た
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
を
い
い
ま
す
。

　

現
在
、
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
で
は
、

鳥
の
間
で
流
行
し
て
い
る
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
５
Ｎ
１

型
な
ど
）
が
人
に
感
染
し
た
と
い

う
報
告
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ウ

イ
ル
ス
に
変
化
す
る
の
で
は
な
い

か
と
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
誰

も
免
疫
を
持
っ
て
い
な
い
上
、
現

在
は
人
口
の
増
加
や
都
市
へ
の
人

口
集
中
、
飛
行
機
な
ど
の
交
通
機

関
の
発
達
な
ど
か
ら
、
世
界
の
ど

こ
か
で
発
生
す
る
と
短
期
間
に
世

界
中
に
広
ま
り
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

（
感
染
症
に
よ
る
世
界
的
大
流
行
）

が
起
っ
て
し
ま
う
と
心
配
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
、
表
の
よ
う
に

20
世
紀
に
は
ス
ペ
イ
ン
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
、
ア
ジ
ア
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
、
香
港
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
３

度
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
大

流
行
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
で
は
、

か
ぜ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
い

ず
れ
も
当
時
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
で
す
。

　

ま
た
、
10
年
か
ら
40
年
の
周
期

に
１
回
起
こ
り
、
流
行
の
季
節
は

冬
と
は
限
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染

力
な
ど
は
、
実
際
に
は
発
生
し
な

い
と
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
国
は
、

過
去
に
流
行
し
た
ス
ペ
イ
ン
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
や
ア
ジ
ア
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
被
害
を
参
考
に
、
人
口

の
25
㌫
が
感
染
す
る
と
予
想
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

は
、
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
発

生
が
近
づ
い
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
か
ら
、
正
し
い
知
識
を
身
に

つ
け
、
準
備
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

　

不
明
な
点
は
、
問
い
合
わ
せ
し

て
く
だ
さ
い
。

コラム　健康づくりのあれこれ　第３回

今からできる新型インフルエンザ対策
　～自分と家族の身を守るために～

新型インフルエンザとは
何ですか？

健康づくり課健診係　内線４４２

★感染防止のワンポイント
手洗いの方法
・つめは常に短く切っておきましょう
・時計や指輪は外しましょう
・石けんをよく泡立て、手首、手のひら、手の甲、
指の間、つめの間まで15秒以上洗いましょう。

・手洗いの際に蛇口も洗いましょう
・自分専用の清潔なタオルなどで水分をしっかり
とふき取りましょう。

流行年 通称 死亡者 発生間隔
1918
-1919年

スペイン
インフルエンザ 4,000万人

　　  39 年

  　　11年

　　  40 年～

1957
-1958年

アジア
インフルエンザ 200万人

1968
-1969年

香港
インフルエンザ 100万人

2009年～次の新型インフルエンザ ？福島新田丁
平成19年8月22日生

鈴 木 ひなた ちゃん
お母さんのひとこと

元気に育ってくれて
ありがとう。

お姉ちゃんと仲良くね

東光寺
平成19年8月14日生

梨 本 偉
い

 生
さき

 ちゃん
お母さんのひとこと
あなたの笑顔は

家族みんなの宝物だよ

西大崎一丁目
平成19年8月25日生

鈴 木 翠
すい

 葉
は

 ちゃん
お母さんのひとこと

優しくて思いやりの
ある子に育ってね
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と
に
か
く
本
を
読
む
こ
と
が
大

好
き
で
す
。
子
ど
も
が
大
き
く
な

っ
て
読
ん
で
あ
げ
る
こ
と
が
無
く

な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
何
よ
り

本
の
楽
し
さ
を
少
し
で
も
多
く
の

方
に
伝
え
た
い
と
思
っ
た
の
が
読

み
聞
か
せ
を
始
め
た
き
っ
か
け
で

す
。「
お
話
バ
ス
ケ
ッ
ト
」
は
本
が

大
好
き
な
人
の
集
ま
り
で
す
。
依

頼
に
応
じ
て
、
可
能
な
限
り
ど
こ

へ
で
も
出
掛
け
読
み
聞
か
せ
を
行

っ
て
い
ま
す
。
読
み
手
の
個
性
を

大
事
に
し
て
い
る
の
で
固
ま
っ
た

読
み
方
の
ス
タ
イ
ル
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
こ
と
が
、
長
続
き
の
秘

訣
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

読
み
聞
か
せ
で
、
特
に
感
じ
る

こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
の
視
線
や

様
子
、
表
情
な
ど
が
意
外
な
場
面

で
意
外
に
大
き
な
反
応
が
あ
る
こ

と
で
す
。
本
を
通
し
て
子
ど
も
と

触
れ
合
い
か
か
わ
り
合
う
時
間
が

一
番
楽
し
い
で
す
。

　

読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
る
時
の

子
ど
も
た
ち
の
反
応
は
と
て
も
よ

く
、
非
常
に
興
味
を
持
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
言
葉
に
も
、
い
ろ
い

ろ
な
表
情
が
あ
り
ま
す
。
も
っ
と

多
く
の
言
葉
を
知
り
、
社
会
を
広

げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
は
本
を
読
め
な
い
と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
お
父
さ
ん

お
母
さ
ん
の
膝
の
上
で
、
語
り
か

け
な
が
ら
絵
本
を
指
さ
し
て
あ
げ
、

顔
を
見
な
が
ら
言
葉
を
交
わ
す
こ

と
で
、
と
て
も
よ
い
ス
キ
ン
シ
ッ

プ
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
１

分
で
も
い
い
の
で
、
周
り
の
こ
と

を
忘
れ
て
子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し

む
時
間
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

次
第
に
子
ど
も
の
表
情
も
変
わ
り
、

楽
し
ん
で
い
る
な
と
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

本
の
魅
力
は
、
読
ん
で
い
る
そ

の
場
に
い
な
が
ら
、
時
間
・
場
所
・

季
節
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。

心
に
響
く
本
を
読
み
、
無
限
の
想

像
力
を
働
か
せ
な
が
ら
、
自
分
に

と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
「
お
気

に
入
り
の
１
冊
」
に
出
会
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

　今回紹介する方は、石上一丁目にお住まいの
鈴木さゆりさんです。
　鈴木さんは、７年前、生涯学習講座の読み聞
かせ講座とパネルシアター講座を受講した14人
の仲間たちと、本にかかわる何かをやってみた
いと、平成15年に読み聞かせボランティア「お
はなしバスケット」を始めました。現在は、団
体の代表を務めながら、親子広場や医療施設な
どで読み聞かせを中心に活動しています。

図書館で読み聞かせ
をしている鈴木さん


